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１．水道の耐震化計画策定ツールの解説と 

計画事例の概要 
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1．水道の耐震化計画策定ツールの解説と計画事例の概要 

1.1 目的 

水道事業者等が「水道の耐震化計画等策定指針」に基づいて耐震化計画を容易に策定するこ

とができるように、水道の耐震化計画策定ツール（計画ツール）を作成した。 

本書は計画ツールの入力方法等について解説するとともに、水道事業者等が耐震化計画の策

定方法・手順等を容易に把握することができるように、ツールを使用した耐震化計画策定事例

（計画事例）を示したものである。 

 

表 1 水道の耐震化計画策定ツール、計画事例 

名称 説明 

水道の耐震化計画策定ツール 

（計画ツール） 

・水道の耐震化計画を容易に策定することができるツール(簡

易ソフト)。（Microsoft Excelにより作成） 

水道の耐震化計画策定事例 

（計画事例） 

・モデル事業体を対象に上記の計画ツールを使用して、水道

の耐震化計画を策定した事例。 

 

＜水道の耐震化計画策定ツールの概要＞ 

・耐震化計画が未策定の水道事業者であっても、自ら計画を策定できるように、必要なデ

ータ等を様式シートに入力することで耐震化計画を策定できる簡単な方法を採用。 

・さらに水道事業者における計画策定の労力に応じて、３つのタイプの耐震化計画策定ツ

ールを作成。 

・最も簡単なタイプでは、様式シートのみを使用して建設年度等を入力することにより必

要最小限の耐震化計画が簡単に策定可能。 

 

1.2 計画ツールの概要 

１） 計画ツールのタイプ 

計画ツールはＡ～Ｃのタイプがあり、各々の概要を表 2 に示す。 

タイプＣは水道施設全体（施設・管路）を対象とし、耐震診断は簡易診断のほか、耐震性確

認があり、耐震化方針の検討等も含まれている。耐震化計画の策定にあたっては、タイプＣを

行うことが望ましいが、計画策定のために確保できる労力を考慮して、タイプＣの項目のうち、

主要な項目を検討するタイプＢ、あるいは必要最小限の検討のみを行うタイプＡにより行って

も良い。 

耐震化計画が未策定の事業者においては、まずタイプＡを行い、その後、タイプＢ、Ｃを行

うなど段階的に計画を拡充しても良い。 

 

２） 検討ステップ 

「水道の耐震化計画等策定指針」の耐震化計画策定フロー（指針の P7）に基づいた計画ツ

ールの全体の検討フローを図 1 に示す。またタイプＡ～Ｃの各々の検討ステップを表 3 に示

す。 

なお、各タイプの検討ステップは標準的なものを示しており、必要に応じて検討ステップを
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省略・追加して良い。 

例えばタイプＡについて、管路のみを対象として、ステップＡ３～Ａ５のみを作成するなど

が考えられる。 

また施設や管路の更新等の対象が定まっている場合、Ａ１,Ａ３は省略し、Ａ２,Ａ４,Ａ５の

みを検討しても良い。 

さらに基幹施設・管路等のみを対象として耐震化計画を策定する場合、各検討ステップのう

ち、基幹施設・管路等に関する部分のみを入力して検討することも考えられる。 

 

３） 使用にあたっての留意事項 

計画ツールでは、施設や管路の老朽度を判断するための耐用年数、ならびに管路の耐震性分

類における管種・継手の区分等の条件は、基本的に水道事業者等が設定し入力することとして

いる。 

一方、計画事例では、データの入力から結果の出力までの一連の過程を示すため、上記の条

件を設定し入力しているが、これらについては水道事業者等において検討し適切に設定する。 
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表 2 耐震化計画策定ツールの各タイプの概要 

区分 タイプＡ タイプＢ タイプＣ 

対象 ・土木構造物と管路(埋設管路)  ・土木構造物と管路(埋設管路) ・水道施設全体 

内
容
（
成
果
） 

2．水道施設の

被害想定 

施設*1 
・建設年代による耐震性概略判断 ・簡易耐震診断 ・簡易耐震診断 

・施設の耐震性確認 

管路 

・耐震性分類 ・耐震性分類 

・管路被害想定 

・耐震性分類 

・管路被害想定 

・管路の耐震性確認 

断水予測 
－ ・断水期間 ・断水期間 

・断水人口 

３．耐震化の 

目標設定 
耐震化目標 

・耐震化率等 ・耐震化率等 

・応急復旧期間、応急給水量等 

・耐震化率等 

・応急復旧期間、応急給水量等 

４．地震対策の 

検討 

５．耐震化計画

の策定お

よび推進 

施設 
・耐震化を考慮した更新計画 ・耐震化を考慮した更新計画*2 ・耐震化を考慮した更新計画*2 

・施設耐震化方針 

管路 
・耐震化を考慮した更新計画 ・耐震化を考慮した更新計画 ・耐震化を考慮した更新計画 

・管路耐震化方針 

応急対策 
－ ・応急対策方針 ・応急対策方針 

耐震化計画

書の効果 

・耐震化率等 ・耐震化率等／管路被害件数／  

応急復旧期間 

・耐震化率等／管路被害件数／ 

断水人口／応急復旧期間 

検
討
作
業 

検討ステップ数 ５ ８ １３ 

作成期間*3 職員により１か月 委託により５か月 委託により８か月 

作成の容易さ 最も容易 容易 標準 

注）*1 耐震性が低いと判定される施設は耐震診断方法が詳細になるほど、一般に減少する傾向にある。 

    耐震性の有無・耐力等を最終的に判定するためには詳細耐震診断を行う必要がある。 

*2 耐震詳細診断を行う場合、補強による耐震化の検討も可能。 

*3 検討に必要な図面・資料は有るものとする。（図面・資料の整備期間は含まず。） 
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図 1 耐震化計画策定ツールの検討フロー 

  水道施設、想定地震、災害対策施設
　等の資料・データの整理

①施設(構造物)の耐震診断
　　■タイプＡ・■タイプＢ・■タイプＣ

③管路(埋設管路)の被害想定
　　■タイプＡ・■タイプＢ・■タイプＣ

②施設の耐震性確認
　　　　　　　　　　　　　　　　■タイプＣ

④管路の耐震性確認
　　　　　　　　　　　　　　　　■タイプＣ

⑤断水人口等の予測
　　　　　　　　　　　　　　　　■タイプＣ

⑥断水期間の予測
　　　　　　　　　■タイプＢ・■タイプＣ

⑦耐震化の目標設定
　　　　　　　　　■タイプＢ・■タイプＣ

4.2被害発生の抑制 4.4復旧の迅速化
4.3影響の最小化 4.5応急給水の充実

⑬耐震化計画書の作成
　（関係者への説明資料）
　　■タイプＡ・■タイプＢ・■タイプＣ

4.6危機管理体制等の強化

⑧施設(構造物)の耐震化対策の検討
　　■タイプＡ・■タイプＢ・■タイプＣ

⑩管路(埋設管路)の耐震化対策の検討
　　■タイプＡ・■タイプＢ・■タイプＣ

⑫応急対策の方針検討
　　　　　　　　　■タイプＢ・■タイプＣ

⑨施設の耐震化方針の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　■タイプＣ

⑪管路の耐震化方針の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　■タイプＣ

2.2 管路等の被害想定

５．耐震化計画の策定及び推進

ＥＮＤ

４．地震対策の検討

ＳＴＡＲＴ

2.1 施設の耐震診断

2.3 断水予測

２．水道施設の被害想定

３．耐震化の目標設定

１．基本情報の整理
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タイプ

Ａ
タイプ

Ｂ
タイプ

Ｃ 備考

２．水道施設の被害想定

2.1 施設の耐震診断 ① 施設(構造物)の耐震診断 Ａ１*1 Ｂ１*2 Ｃ１*2
*1 建設年代による
　 耐震性概略判断
*2 簡易耐震診断

② 施設の耐震性確認 Ｃ２

2.2 管路の被害予測 ③ 管路(埋設管路)の被害想定 Ａ３*3 Ｂ２*4 Ｃ３*4
*3 耐震性分類
*4 耐震性分類､被害
　 想定

④ 管路の耐震性確認 Ｃ４

2.3 断水予測 ⑤ 断水人口等の予測 Ｃ５

⑥ 断水期間の予測 Ｂ３ Ｃ６

３．耐震化の目標設定

⑦ 耐震化の目標設定 －*5 Ｂ４ Ｃ７
*5 計画期間、水道施設
   の耐震化目標は⑬に
   含む。

４．地震対策の検討

⑧ 施設(構造物)の耐震化対策の検討 Ａ２ Ｂ５ Ｃ８

⑨ 施設の耐震化方針の検討 Ｃ９

⑩ 管路(埋設管路)の耐震化対策の検討 Ａ４ Ｂ６ Ｃ１０

⑪ 管路の耐震化方針の検討 Ｃ１１

⑫ 応急対策の方針検討 Ｂ７ Ｃ１２

５．耐震化計画の策定および推進

⑬ 耐震化計画書の作成 Ａ５ Ｂ８ Ｃ１３ 関係者への説明資料

検討ステップ

4.2 被害発生の抑制
4.3 影響の最少化

4.4 復旧の迅速化
4.5 応急給水の充実
4.6 危機管理体制の強化

5.1 耐震化計画の策定
5.2 耐震化のための
　　財源の確保
5.3 耐震化の効果
5.4 耐震化の推進に
　　向けての留意事項

3.1 計画期間等
3.2 水道施設の耐震化目標等
3.3 水道の供給目標等

指針目次

表 3 耐震化計画策定ツールの各タイプにおける検討事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）・タイプＡ～Ｃの番号は様式シート作成の順序を示す。 

  ・各タイプの検討ステップは標準的なものを示しており、必要に応じて検討ステップを省略・追

加して良い。 

・タイプＡとタイプＢ・Ｃの検討ステップの内容は、①③⑬は異なるが、⑧⑩は基本的に同じ。 



 

7 

 

４） データの入力方法等 

・各検討ステップについては、１枚～数枚の様式シートがあり、基本的に最初の様式シートに

データを入力することで、その検討ステップが作成できる。 

・表 3 を参考に必要な検討ステップを作成することで、各タイプの耐震化計画が策定できる。 

・様式シートは以下のように着色区分されており、水色部（入力）のみ、データを入力する。 

 

※様式シートの凡例 

 

          ：入力 

          ：計算結果 
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数値等

72,300

36,200

28,800

浅井戸 1

深井戸 15

高速凝集沈でん池・
急速ろ過等 1

14

8

　導水管 2.1

　送水管 10.4

　配水本管 63.2

1.7

－　

1.2

222.4

301.0

6強

一部地域が
危険度大

24

3

1～3次

　配水支管
 (基幹管路等に区分したものを除く)

　計

　水源

　浄水場

　配水池

　ポンプ所

水道施設

施設数
(箇所)

管路延長
(km)

　重要給水施設管路
 (重要給水施設基幹管路を除く)

  二次災害のおそれがある管路
 (基幹管路を除く)

  応急復旧が困難な管路
 (基幹管路を除く)

　基幹管路

基
幹
管
路
等

項　目

事業規模

　給水人口（人）

　一日最大給水量(m3/日)

　一日平均給水量(m3/日)

想定地震等

　想定震度

　液状化危険度

医療施設(箇所)災害対策施設等

避難所数(箇所)

緊急輸送道路

 

1.3 モデル水道事業体（S 市）の概要 

１） 基本情報 

モデル水道事業体（S 市）の基本情報を次表に示す。 

 

表 4 モデル水道事業体（S市）の基本情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 耐震化の現状と課題 

○基幹配水池の一部は老朽化が進行しており、耐震性が低いことが懸念されている。 

○配水池の耐震施設率が 28.0％と低い。 

○管路は耐震性の低い硬質塩化ビニル管(TS 継手)、鋳鉄管が多く残存しており、また基幹

管路にダクタイル鋳鉄管(A 形継手等)が多く用いられている。 

○基幹管路の耐震化率は 11.7％、管路の耐震化率は 6.9％と低い。 
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２．計画ツールのタイプＡを使用した 

耐震化計画策定事例 
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2．計画ツールのタイプＡを使用した耐震化計画策定事例 

2.1 計画策定方法  

タイプＡの耐震化計画策定フローを図 2 に示す。 

計画策定にあたり、まず基本情報となるデータの収集・整理等を行って、様式シートにデー

タを入力する。施設や管路の建設年代や経過年数、管種・継手等から、現状の老朽度・耐震性

（概略判断）が自動計算され、これらを把握することができる。 

次に更新対象を設定するが、計画ツールでは「①初期設定」により、耐用年数を超過した施

設や管路は全て更新する設定としており、この条件で計画期間における施設や管路の事業量、

概算工事費、計画目標年次における老朽度・耐震性（概略判断）が自動計算され、これらを把

握することができる。 

その結果、水道事業の財政負担、事業実施体制からみて事業量が多くないか（あるいは耐震

化率等の向上からみて事業量が少なくないか）等を確認し、耐震化事業の妥当性を検討する。 

それにより、事業量が多いと考えられる場合は、「②計画設定」により、以下の事項を考慮

して更新対象の設定を見直し、より重要なもの、より耐震性の低いもののみを更新対象とする

等、対象を絞り込み、再度、事業量、概算工事費、計画目標年次の老朽度・耐震性を求める。

このような更新対象設定は、妥当と考えられる事業水準が得られるまで繰り返し行い、更新対

象施設・管路を最終的に定める。 

 

＜施設・管路更新の優先度・範囲設定の考え方＞ 

以下の(a) (b)を考慮してリスクが大きいグループ（例えば、(a) 地震被害が発生したと

きの影響が大きい施設・管路のうち、(b) 地震被害が発生するおそれが高いもの等）の更

新を優先する。 

(a) 地震被害が発生したときの影響の大きさ 

・重要給水施設への供給（供給ラインの基幹施設・管路等を優先） 

   ・供給停止する範囲、不足水量（大きいものを優先） 

※代替施設の有無・能力を考慮。 

※上下流の優先度については、地震発生後の通水範囲の拡大、復旧の迅速化を 

考慮して上流側を優先。 

   ・二次災害のおそれ（おそれがあるものを優先） 

   ・復旧の困難さ（復旧が困難なものを優先） 

 (b) 地震被害が発生するおそれ 

  ・施設の耐震性（昭和 28 年以前の耐震基準がない時代の施設、昭和 54 年以前に建

設された高架水槽等を優先） 

   ・管路の耐震性（石綿セメント管、鋳鉄管、硬質塩化ビニル管(TS 継手等)等の耐震

性の低い管路を優先） 

   ・地盤条件（液状化想定地区、造成地区等の施設・管路等を優先） 

 

これらの検討の結果、最終的に得られた更新対象施設・管路を基に耐震化計画書を作成する。 
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ＳＴＡＲＴ

①初期設定

　（設定値はツールにて用意）

②計画設定

　（条件を満たすまで繰り返し）

(1)費用と(2)効果の算出

NO

 ： 入力

 ： 入力計算結果

 ＹＥＳ

ＥＮＤ

１
基
本
情
報
の
整
理

２
水
道
施
設
の

被
害
想
定

４
地
震
対
策

の
検
討

５
耐
震
化
計
画
の
策
定
お
よ
び
推
進

指
針

目
次

※

条
件
を
満
た
す
ま
で
繰
り
返
し

耐震化計画書の作成
［様式Ａ５］

 
　□水道施設の機能維持水準の設定
　　　・基幹施設・管路等、それ以外の設定
　　　　（基幹施設・管路等は二次災害のおそれ、復旧困難なものを含む）
　□データの収集・整理
　　　・施設：名称、形態・構造、能力、建設年度等
　　　・管路：口径、管種・継手、布設年度等

施設・管路データの入力
［様式Ａ１－１，Ａ３－１］

現状の老朽度・耐震性
［様式Ａ１－２，Ａ３－２］

(1) 計画期間の事業量・概算工事費
［様式Ａ２－２，Ａ４－２・３］

※施設の概算工事費、管路の布設単価等は入力

様式は以下を示す。
　　青字：施設
　　赤字：管路
　　黒字：共通

　　　　　　　　　　　　耐震化事業は
　　　　　　　 以下の条件からみて妥当か？
　　　　　　　　　　・財政負担
　　　　　　　　　　・事業実施体制
　　　　　　　　　　・耐震化率等の向上等

(2) 計画目標年次の老朽度・耐震性
［様式Ａ２－３・４，Ａ４－４・５］

施設・管路の更新対象の設定
［様式Ａ２－１，Ａ４－１］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 耐震化計画策定フロー（タイプＡ） 
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耐震化計画策定ツールのタイプＡのステップ別の検討内容を次表に示す。 

検討ステップは標準的なものを示しており、必要に応じて一部を省略して良い。 

例えば、管路のみを対象とする場合、Ａ１～２は省略し、Ａ３～５のみを検討する。また施

設や管路の更新等の対象が定まっている場合、Ａ１,Ａ３は省略し、Ａ２,Ａ４,Ａ５のみを検討

しても良い。 

 

表 5 ステップ別の検討内容（タイプＡ） 

検討ステップ 検討内容 

Ａ１ 施設(構造物)の耐震診断 ○施設について建設年度等を入力して、現状の施設の老

朽度、耐震化率等を計算。 

Ａ２ 施設(構造物)の耐震化対

策の検討 

○施設について、耐震化更新対象を設定し（①初期設定、

②計画設定）、整備量・費用・効果を求め、これを繰り

返し行い、妥当性を検討して事業量を定める。 

Ａ３ 管路(埋設管路)の耐震性

分類 

○管路について、管種・継手別、耐用年数以内・超過の

別等の延長を整理して入力し、現状の管路の老朽度、

耐震化率等を計算。 

Ａ４ 管路(埋設管路)の耐震化

対策の検討 

○管路について、耐震化更新対象を設定し（①初期設定、

②計画設定）、整備量・費用・効果を求め、これを繰り

返し行い、妥当性を検討して事業量を定める。 

Ａ５ 耐震化計画書の作成 

 

○Ａ１～Ａ４の結果をとりまとめ、耐震化計画書を作成。 

 

 

2.2 各ステップの検討方法と検討結果（例） 

各ステップの検討方法と検討結果（例）を以降に示す。 
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様式
番号

説明

施設名 施設名を入力。 ［1］

施設形態・構造

施設形態・構造を以下を参考に入力。
・施設形態：取水堰、取水塔、浅井戸、深井戸、貯水施設、
　　　　　　沈殿池、ろ過池、浄水池、配水池等
・構　　造：RC造、PC造、SUS等

［2］

能力(m3/日)

容量(m3)

施設（浄水池、配水池等以外）は能力(m3/日)を数値のみ入力。
浄水池、配水池等は、容量(m3)を数値のみ入力。

［3］

建設年度(年号)
建設年度について、和暦年号を以下により入力。
明治：1，大正：2，昭和：3，平成：4

［4］

建設年度(年度) 建設年度について、和暦年度を入力。 ［5］

基準年度(西暦)
施設の老朽度を判定する基準年度を設定し西暦を入力。
※事例では、2014年度に設定。

［8］

耐用年数(設定)

施設の耐用年数を入力。耐用年数は法定耐用年数や実耐用年数と
する。
※事例では、地方公営企業法施行規則より、取水施設：40年、導
水施設：50年、浄水・送水・配水施設：60年に設定。

［9］

耐震性 詳細診断
詳細診断を行っている施設は、その結果を耐震性あり・なしによ
り入力。

［12］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

入力項目 備考

老朽度等

様式
A1-1

施設情報

ステップＡ１：施設(構造物)の耐震診断 

指針 2.1 P10～13 

１） 検討方法 

ステップＡ１では、各施設について建設年度等より耐用年数以内・超過、耐震性の概略判断

を行うとともに、現状の施設全体の老朽度、耐震性を求める。 

ステップＡ１のデータの入力方法を表Ａ１－１に、計算方法を表Ａ１－２に示す。 

 

 表Ａ１－１ 入力方法（ステップＡ１） 
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様式
番号

説明

建設年度(和暦) 表A1-1・様式A1-1の［4］,［5］より、建設年度の和暦を計算。 ［6］

建設年度(西暦) 表A1-1・様式A1-1の［4］,［5］より、建設年度の西暦を計算。 ［7］

基準年度(西暦) 表A1-1・様式A1-1の［8］を表示。 ［8］

耐用年数
（以内・超過）

設定耐用年数（表A1-1・様式A1-1の［9］）に対し、経過年数
（本表・様式A1-1の［8］基準年度－本表・様式A1-1の［7］建設
年度）が、「以内」か「超過」かを判定。

［10］

建設年代による
「表A1-3 建設年代による施設の耐震性の概略判断基準」を基
に、本表・様式A1-1の［7］建設年度により当該施設の耐震性が
高い･中･低い･著しく低いを判断。

［11］

耐震性
詳細診断結果がある施設は表A1-1・様式A1-1の［12］を表示。そ
れ以外は本表・様式A1-1の［11］を表示。

［13］

計 －
表A1-1・様式A1-1の［3］より、施設全体について、施設数、能
力、能力比率を計算。

［1］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）

表A1-1・様式A1-1の［3］と本表・様式A1-1の［10］の結果を施
設全体について集計し、耐用年数以内・超過の別に、施設数、能
力、能力比率を計算。

［2］

建設年代による
表A1-1・様式A1-1の［3］と本表・様式A1-1の［11］の結果を施
設全体について集計し、耐震性が高い･中･低い･著しく低いの別
に、施設数、能力、能力比率を計算。

［3］

詳細診断による
表A1-1・様式A1-1の［3］と表A1-1・様式A1-1の［12］を施設全
体について集計し、耐震性があり･なしの別に、施設数、能力、
能力比率を計算。

［4］

耐震性

・本表・様式A1-1の［13］より、詳細診断による耐震性が「あ
り」の施設と、建設年代による耐震性が「高い」施設を耐震性
「あり」とする。
・これら以外の施設を耐震性「なし・未判定」とする。
・これらの両方について、表A1-1・様式A1-1の［3］より施設
数、能力、能力比率を計算。

［5］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

備考

施設情報

様式
A1-2

耐震性

様式
A1-1

耐震性

老朽度等

計算項目

表Ａ１－２ 計算方法（ステップＡ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
上表に示す建設年代による施設の耐震性の概略判断基準は次表のとおりとする。 

 

表Ａ１－３ 建設年代による施設の耐震性の概略判断基準（ステップＡ１） 

発刊年 指針等の名称 設計震度等 

建設年代に 

よる耐震性の

概略判断 

（下記以前） 
 

（下記以前） （下記以前） 極めて低い 

1953年 

(昭和 28年) 
① 水道施設の耐震工法 ・標準水平震度を 0.1以下にとってはならない。 低い 

1966年 

(昭和 41年) 
② 

水道施設の耐震工法 

昭和 41年改訂版 
・標準水平震度を 0.1以下にとってはならない。 低い 

1979年 

(昭和 54年) 
③ 

水道施設耐震工法指針・ 

解説 1979年版 
・標準設計水平震度は 0.2を下回らない値とする。 中 

1997年 

(平成 9年) 
④ 

水道施設耐震工法指針・ 

解説 1997年版 

・地震動レベル１の基準水平震度はⅠ種地盤 0.16、

Ⅱ種地盤 0.2、Ⅲ種地盤 0.24とする。*1 

・地震動レベル２の基準水平震度はⅠ種地盤 0.6

～0.7、Ⅱ種地盤 0.7～0.8、Ⅲ種地盤 0.4～0.6

とする。*1 

高い 

2009年 

(平成 21年) 
⑤ 

水道施設耐震工法指針・ 

解説 2009年版 

・レベル１地震動は当該施設の設置地点において

発生するものと想定される地震動のうち、当該施

設の供用期問中に発生する可能性の高いもの。 

・レベル２地震動は当該施設の設置地点において

発生するものと想定される地震動のうち、最大規

模の強さを有するもの。（４つの設定方法があり、

このうち方法 4は上記④と同じ）。 

高い 

注）*1 地上構造物の震度法による設計に用いる設計震度。
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年号 年度 和暦 西暦

〔1〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔6〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕

Ｋ２号水源 325m3/日 3 49 昭和49年度 1974 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 3 53 昭和53年度 1978 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 3 53 昭和53年度 1978 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 3 55 昭和55年度 1980 2014 40年 以内 中 中

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 3 56 昭和56年度 1981 2014 40年 以内 中 中

Ｓ１号水源 1,540m3/日 3 50 昭和50年度 1975 2014 40年 以内 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 3 51 昭和51年度 1976 2014 40年 以内 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 3 54 昭和54年度 1979 2014 40年 以内 低い 低い

Ｙ水源 280m3/日 3 47 昭和47年度 1972 2014 40年 超過 低い 低い

2014 50年

2014 50年

Ｉ浄水場 14,500m3/日 3 46 昭和46年度 1971 2014 60年 以内 低い なし なし

2014 60年

Ｋ新配水池 136m3 3 57 昭和57年度 1982 2014 60年 以内 中 中

Ｔ配水池 4,300m3 3 28 昭和28年度 1953 2014 60年 超過 著しく低い なし なし

Ｈ配水池 6,500m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 4 15 平成15年度 2003 2014 60年 以内 高い 高い

Ａ配水池 180m3 3 59 昭和59年度 1984 2014 60年 以内 中 中

Ｅ配水池 1,300m3 3 48 昭和48年度 1973 2014 60年 以内 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 3 62 昭和62年度 1987 2014 60年 以内 中 中

Ｙ配水池 190m3 3 46 昭和46年度 1971 2014 60年 以内 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 4 18 平成18年度 2006 2014 60年 以内 高い 高い

Ｉ１号水源 2,840m3/日 3 45 昭和45年度 1970 2014 40年 超過 低い 低い

Ｉ２号水源 1,513m3/日 3 45 昭和45年度 1970 2014 40年 超過 低い 低い

Ｍ１１号水源 158m3/日 3 56 昭和56年度 1981 2014 40年 以内 中 中

Ｓ３号水源 1,540m3/日 3 54 昭和54年度 1979 2014 40年 以内 低い 低い

2014 50年

2014 50年

2014 60年

2014 60年

Ｋ旧配水池 100m3 3 49 昭和49年度 1974 2014 60年 以内 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 4 16 平成16年度 2004 2014 60年 以内 高い 高い

Ｂ配水池 288m3 4 14 平成14年度 2002 2014 60年 以内 高い 高い

Ｕ配水池 48m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 中

Ｕポンプ所 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 中

Ｄ配水池 65m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 中

*1 建設年度のうち、年号は「明治：1」、「大正：2」、「昭和：3」、「平成：4」とする。

*2 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*3 建設年代、詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い あり なし あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〔5〕 〃

施設数 12 11 0 2 10 0 0 0 0 12

能力(m3/日) 17,125 16,845 0 3,400 13,725 0 0 0 0 17,125

比率(%) 100.0 98.4 0.0 19.9 80.1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 9 8 2 4 2 1 1 1 3 6

容量(m3) 18,206 13,906 3,600 8,816 1,490 4,300 1,300 4,300 4,900 13,306

比率(%) 100.0 76.4 19.8 48.4 8.2 23.6 23.2 76.8 26.9 73.1

施設数 4 2 0 1 3 0 0 0 0 4

能力(m3/日) 6,051 1,698 0 158 5,893 0 0 0 0 6,051

比率(%) 100.0 28.1 0.0 2.6 97.4 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 2 3 1 0 0 0 2 4

容量(m3) 576 576 363 113 100 0 0 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 63.0 19.6 17.4 0.0 0.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 13 0 3 13 0 0 0 0 16

能力(m3/日) 23,176 18,543 0 3,558 19,618 0 0 0 0 23,176

比率(%) 100.0 80.0 0.0 15.4 84.6 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 15 14 4 7 3 1 1 1 5 10

容量(m3) 18,782 14,482 3,963 8,929 1,590 4,300 1,300 4,300 5,263 13,519

比率(%) 100.0 77.1 21.1 47.5 8.5 22.9 23.2 76.8 28.0 72.0

施設数 32 28 4 10 17 1 1 2 5 27

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

施設
区分

〔2〕

施設区分

〃

耐震性

耐震性

2

4,353

71.9
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浅井戸

深井戸

深井戸

計

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

深井戸

配水池(SUS)

送水ポンプ施設

深井戸

深井戸

基
幹
施
設
等

全
体

取水

浄
水

送
水
・
配
水

配水池(SUS)

配水池(RC造)

送水

・

配水

計

導水

浄水

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

様式A1-2　現状の施設の老朽度・耐震性

4,300

深井戸

配水池(RC造)

浄水

送水

・

配水

基
幹
施
設
等
以
外

取水

浄水

送水

・

配水

導水

導水

基
幹
施
設
等

1.6

0

0

0.0

0

0

0.0

1

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

沈澱池､ろ過池､浄水池等

配水池(RC造)

3

23.6

0

0

配水池(PC造)

詳細診断
*2

詳細診断による建設年代による

様式A1-1　現状の施設構成

耐用年数
以内

取水

耐用年数
以内・超過

耐震性
*3

能力(m3/日)

容量(m3)

施設情報

建設年度*1
施設形態・構造

老朽度等

施設名
耐用年数
（設定）

基準年度
(西暦)

耐震性

建設年代
による

基
幹
施
設
等
以
外

4,633

1

280

深井戸

22.9

4

耐用年数
超過

老朽度等

20.0

0

0

0.0

0

0

0.0

1

4,300

0.0

0

0

0.0

0

0

0.0

 

２） 検討結果(例) －ステップＡ１：施設(構造物)の耐震診断 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ入力と現状の各施設の 

老朽度・耐震性の判定 

現状の施設全体の 

老朽度・耐震性の判定 
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様式
番号

説明

様式
A2-1

・施設区分、耐用年数以内・超過区分別に更新対象施設を以下の
方法により設定。
　　○　：当該区分の施設を更新対象とする。
　　空白：当該区分の施設を更新対象としない。
・様式A2-2に更新対象施設の情報を直接入力することもできる。

※初期設定では、耐用年数を超過した施設全てを更新対象として
いる。

※事例の計画設定*1では、計画期間における概算工事費が財政状
況等からみて投資可能な水準になるように更新対象を以下のよう
に設定。
　◇更新対象は基幹施設等のみとし、その中で能力が最も大き
　　く、耐震性が懸念されているＴ配水池を対象

［1］

様式
A2-2

更新にあたり施設の概算工事費を入力。
※本事例では、以下の参考資料より、深井戸、浅井戸については
それぞれの土木、機械、電気計装工事の工事費の合計を使用し、
配水池については配水池工事一式（PC造）を使用。

参考資料：「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引
き 平成23年12月 厚生労働省健康局水道課」
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houkoku/
suidou/dl/tp120313-1.pdf

［4］

様式
A2-3

施設の老朽度を判定する基準年度を設定し西暦を入力。
※事例では、計画目標年次の2024年度に設定。

［9］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

*1

備考

更新対象施設設定

概算工事費（千円）

基準年度(西暦)

 計画設定:初期設定の結果から、事業量、事業費、耐震化率等を確認して更新対象施設を絞り込み
（あるいは追加し）、実際の更新計画を検討する設定。

入力項目

 

ステップＡ２：施設(構造物)の耐震化対策の検討 

指針 4.2.1 P25～26 

１） 検討方法 

ステップＡ２では、施設について、耐震化を考慮して更新対象施設の設定を行い、整備量・

費用・効果（老朽度・耐震性）を求め、妥当性を検討して更新対象施設を定める。 

ステップＡ２のデータの入力方法を表Ａ２－１に、計算方法を表Ａ２－２に示す。 

 

表Ａ２－１ 入力方法（ステップＡ２） 
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表Ａ２－２ 計算方法（ステップＡ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

施設名
表A2-1・様式A2-1の［1］で更新対象に設定した施設区分、耐用
年数以内・超過区分の施設について、表A1-1・様式A1-1の［1］
を表示。

［1］

施設形態・構造 上記と同様の施設について、表A1-1・様式A1-1の［2］を表示。 ［2］

能力(m3/日)
容量(m3)

上記と同様の施設について、表A1-1・様式A1-1の［3］を表示。 ［3］

施設名
更新対象施設は本表・様式A2-2の［1］を表示。それ以外は表A1-
1・様式A1-1の［1］を表示。※新規施設の施設名の変更に対応。

［5］

施設形態・構造
更新対象施設は本表・様式A2-2の［2］を表示。それ以外は表A1-
1・様式A1-1の［2］を表示。※新規施設の施設形態・構造の変更
に対応。

［6］

能力(m3/日)
容量(m3)

更新対象施設は本表・様式A2-2の［3］を表示。それ以外は表A1-
1・様式A1-1の［3］を表示。※新規施設の能力・容量の変更に対
応。

［7］

建設年度(西暦)
更新対象施設は「新規」を表示。それ以外は表A1-2・様式A1-1の
［7］を表示。

［8］

表A2-1・様式A2-3の［9］を表示。 ［9］

耐用年数(設定) 表A1-1・様式A1-1の［9］を表示。 ［10］

耐用年数
（以内・超過）

更新対象施設は「以内」を表示。
それ以外は、本表・様式A2-3の［10］の設定耐用年数に対し、経
過年数（［9］基準年度－［8］建設年度）が、「以内」か「超
過」かを判定。

［11］

建設年代による
・更新対象施設は「高い」を表示。
・それ以外は表A1-2・様式A1-2の［11］を表示。

［12］

詳細診断による
・更新対象施設は耐震性「あり」を表示。
・それ以外で詳細診断を行っている施設は表A1-1・様式A1-1の
［12］を表示。

［13］

耐震性
詳細診断結果がある施設は本表・様式A2-3の［13］を表示。それ
以外は本表・様式A2-3の［12］を表示。

［14］

計 －
本表・様式A2-3の［7］より、施設全体について、施設数、能
力、能力比率を計算。

［1］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）

本表・様式A2-3の［7］と本表・様式A2-3の［11］の結果を施設
全体について集計し、耐用年数以内・超過の別に、施設数、能
力、能力比率を計算。

［2］

建設年代による
本表・様式A2-3の［7］と本表・様式A2-3の［12］の結果を施設
全体について集計し、耐震性が高い･中･低い･著しく低いの別
に、施設数、能力、能力比率を計算。

［3］

詳細診断による
本表・様式A2-3の［7］と本表・様式A2-3の［13］を施設全体に
ついて集計し、耐震性があり･なしの別に、施設数、能力、能力
比率を計算。

［4］

耐震性

・本表・様式A2-3の［14］より、詳細診断による耐震性が「あ
り」の施設と、建設年代による耐震性が「高い」施設を耐震性
「あり」とする。
・これら以外の施設を耐震性「なし・未判定」とする。
・これらの両方について、本表・様式A2-3の［7］より、施設
数、能力、能力比率を計算。

［5］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

計算項目 備考

施設情報

基準年度(西暦)

耐震性

耐震性

様式
A2-2

様式
A2-3

老朽度等

施設情報

様式
A2-4
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耐用年数以内 耐用年数超過

〔1〕 〃

取水 ○

導水 ○

浄水 ○

送水・配水 ○

取水 ○

導水 ○

浄水 ○

送水・配水 ○

※「更新対象：○」、「更新対象外：(空白)」とする。

基幹施設等

基幹施設等以外

様式A2-1　更新対象施設設定（初期設定）

耐用年数

施設区分

２） 検討結果(例) －ステップＡ２：施設(構造物)の耐震化対策の検討 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の設定 

（①初期設定による） 
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕 〔14〕

63,700 Ｋ２号水源 325m3/日 1974 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 1980 2024 40年 超過 中 中

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 1981 2024 40年 超過 中 中

Ｓ１号水源 1,540m3/日 1975 2024 40年 超過 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 1976 2024 40年 超過 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い

Ｙ水源 深井戸 280m3/日 226,800 Ｙ水源 280m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

2024 50年

2024 50年

Ｉ浄水場 14,500m3/日 1971 2024 60年 以内 低い なし なし

2024 60年

Ｋ新配水池 136m3 1982 2024 60年 以内 中 中

Ｔ配水池 配水池(PC造) 4,300m3 436,500 Ｔ配水池 4,300m3 新規 2024 60年 以内 高い 高い

Ｈ配水池 6,500m3 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 2003 2024 60年 以内 高い 高い

Ａ配水池 180m3 1984 2024 60年 以内 中 中

Ｅ配水池 1,300m3 1973 2024 60年 以内 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 1987 2024 60年 以内 中 中

Ｙ配水池 190m3 1971 2024 60年 以内 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 2006 2024 60年 以内 高い 高い

Ｉ１号水源 深井戸 2,840m3/日 529,100 Ｉ１号水源 2,840m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

Ｉ２号水源 深井戸 1,513m3/日 372,400 Ｉ２号水源 1,513m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

Ｍ１１号水源 158m3/日 1981 2024 40年 超過 中 中

Ｓ３号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い

2024 50年

2024 50年

2024 60年

2024 60年

Ｋ旧配水池 100m3 1974 2024 60年 以内 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 2004 2024 60年 以内 高い 高い

Ｂ配水池 288m3 2002 2024 60年 以内 高い 高い

Ｕ配水池 48m3 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｕポンプ所 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｄ配水池 65m3 1986 2024 60年 以内 中 中

1,628,500

*1 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*2 建設年代、詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い あり なし あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〃 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〔5〕 〃

施設数 12 1 11 1 2 9 0 0 0 1 11

能力(m3/日) 17,125 280 16,845 280 3,400 13,445 0 0 0 280 16,845

比率(%) 100.0 1.6 98.4 1.6 19.9 78.5 0.0 0.0 0.0 1.6 98.4

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 9 9 0 3 4 2 0 1 0 4 5

容量(m3) 18,206 18,206 0 7,900 8,816 1,490 0 1,300 0 9,200 9,006

比率(%) 100.0 100.0 0.0 43.4 48.4 8.2 0.0 100.0 0.0 50.5 49.5

施設数 4 2 2 2 1 1 0 0 0 2 2

能力(m3/日) 6,051 4,353 1,698 4,353 158 1,540 0 0 0 4,353 1,698

比率(%) 100.0 71.9 28.1 71.9 2.6 25.5 0.0 0.0 0.0 71.9 28.1

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 0 2 3 1 0 0 0 2 4

容量(m3) 576 576 0 363 113 100 0 0 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 0.0 63.0 19.6 17.4 0.0 0.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 3 13 3 3 10 0 0 0 3 13

能力(m3/日) 23,176 4,633 18,543 4,633 3,558 14,985 0 0 0 4,633 18,543

比率(%) 100.0 20.0 80.0 20.0 15.4 64.7 0.0 0.0 0.0 20.0 80.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 15 15 0 5 7 3 0 1 0 6 9

容量(m3) 18,782 18,782 0 8,263 8,929 1,590 0 1,300 0 9,563 9,219

比率(%) 100.0 100.0 0.0 44.0 47.5 8.5 0.0 100.0 0.0 50.9 49.1

施設数 32 19 13 8 10 14 0 1 1 9 23

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

施設
区分

〔6〕

施設区分

導水

浄水

基
幹
施
設
等

取
水

浅井戸

施設名 施設形態・構造

概算工事費
(千円)

施設情報

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

送水

・

配水

耐震性

耐震性耐用年数
以内

耐用年数
超過

計 詳細診断による

取水

導水

計

様式A2-2　更新計画(更新対象施設等)（初期設定） 様式A2-3　計画目標年度の施設構成（初期設定）

施設名 施設形態・構造
能力(m

3
/日)

容量(m3)
耐用年数
（設定）

耐用年数
以内・超過

耐震性
*2

能力(m3/日)

容量(m
3
)

建設年度
(西暦)

基準年度
(西暦)

建設年代による

全
体

取水

老朽度等

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

導
水

深井戸

深井戸

深井戸

浄
水

沈澱池､ろ過池､浄水池等

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

浄
水

送
水
・
配
水

様式A2-4　計画目標年度の施設の老朽度等・耐震性（初期設定）

配水池(SUS)

配水池(RC造)

送水ポンプ施設

配水池(RC造)

配水池(SUS)

基
幹
施
設
等

取水

浄水

送水

・

配水

導水

耐震性

建設年代
による

詳細診断
*1

送水

・

配水

浄水

配水池(RC造)

計

老朽度等

基
幹
施
設
等
以
外

取
水

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

導
水

基
幹
施
設
等
以
外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の自動選定

（①初期設定による） 

更新後の各施設の老朽度・耐震性 

（①初期設定による） 

更新後の施設全体の老朽度・耐震性

（①初期設定による） 
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耐用年数以内 耐用年数超過

〔1〕 〃

取水

導水

浄水

送水・配水 ○

取水

導水

浄水

送水・配水

※「更新対象：○」、「更新対象外：(空白)」とする。

様式A2-1　更新対象施設設定（計画設定）

基幹施設等

基幹施設等以外

施設区分

耐用年数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の設定 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

本事例では基幹施設のうち、施設能力が大、代替

機能なし、老朽化の進行が著しく耐震性がない配

水池のみを更新対象に選定。 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕 〔14〕

Ｋ２号水源 325m3/日 1974 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 1980 2024 40年 超過 中 中

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 1981 2024 40年 超過 中 中

Ｓ１号水源 1,540m3/日 1975 2024 40年 超過 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 1976 2024 40年 超過 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い

Ｙ水源 280m3/日 1972 2024 40年 超過 低い 低い

2024 50年

2024 50年

Ｉ浄水場 14,500m3/日 1971 2024 60年 以内 低い なし なし

2024 60年

Ｋ新配水池 136m3 1982 2024 60年 以内 中 中

Ｔ配水池 配水池(PC造) 4,300m3 436,500 Ｔ配水池 4,300m3 新規 2024 60年 以内 高い 高い

Ｈ配水池 6,500m3 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 2003 2024 60年 以内 高い 高い

Ａ配水池 180m3 1984 2024 60年 以内 中 中

Ｅ配水池 1,300m3 1973 2024 60年 以内 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 1987 2024 60年 以内 中 中

Ｙ配水池 190m3 1971 2024 60年 以内 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 2006 2024 60年 以内 高い 高い

Ｉ１号水源 2,840m3/日 1970 2024 40年 超過 低い 低い

Ｉ２号水源 1,513m3/日 1970 2024 40年 超過 低い 低い

Ｍ１１号水源 158m3/日 1981 2024 40年 超過 中 中

Ｓ３号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い

2024 50年

2024 50年

2024 60年

2024 60年

Ｋ旧配水池 100m3 1974 2024 60年 以内 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 2004 2024 60年 以内 高い 高い

Ｂ配水池 288m3 2002 2024 60年 以内 高い 高い

Ｕ配水池 48m3 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｕポンプ所 1986 2024 60年 以内 中 中

Ｄ配水池 65m3 1986 2024 60年 以内 中 中

436,500

*1 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*2 建設年代、詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い あり なし あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〃 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〔5〕 〃

施設数 12 0 12 0 2 10 0 0 0 0 12

能力(m3/日) 17,125 0 17,125 0 3,400 13,725 0 0 0 0 17,125

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 19.9 80.1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 9 9 0 3 4 2 0 1 0 4 5

容量(m3) 18,206 18,206 0 7,900 8,816 1,490 0 1,300 0 9,200 9,006

比率(%) 100.0 100.0 0.0 43.4 48.4 8.2 0.0 100.0 0.0 50.5 49.5

施設数 4 0 4 0 1 3 0 0 0 0 4

能力(m3/日) 6,051 0 6,051 0 158 5,893 0 0 0 0 6,051

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 2.6 97.4 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 0 2 3 1 0 0 0 2 4

容量(m3) 576 576 0 363 113 100 0 0 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 0.0 63.0 19.6 17.4 0.0 0.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 0 16 0 3 13 0 0 0 0 16

能力(m3/日) 23,176 0 23,176 0 3,558 19,618 0 0 0 0 23,176

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 15.4 84.6 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 15 15 0 5 7 3 0 1 0 6 9

容量(m3) 18,782 18,782 0 8,263 8,929 1,590 0 1,300 0 9,563 9,219

比率(%) 100.0 100.0 0.0 44.0 47.5 8.5 0.0 100.0 0.0 50.9 49.1

施設数 32 16 16 5 10 17 0 1 1 6 26

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

施設
区分

〔6〕

施設区分

様式A2-2　更新計画(更新対象施設等)（計画設定） 様式A2-3　計画目標年度の施設構成（計画設定）

施設名 施設形態・構造
能力(m

3
/日)

容量(m3)

概算工事費
(千円)

施設情報
基準年度
(西暦)

老朽度等 耐震性

施設名 施設形態・構造
能力(m3/日)

容量(m
3
)

耐震性
*2

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

建設年度
(西暦)

耐用年数
（設定）

耐用年数
以内・超過

建設年代
による

詳細診断
*1

導
水

取
水

浅井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

配水池(RC造)

送水ポンプ施設

配水池(RC造)

浄
水

沈澱池､ろ過池､浄水池等

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

基
幹
施
設
等

浄
水

基
幹
施
設
等
以
外

取
水

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

導
水

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(SUS)

配水池(SUS)

計

老朽度等

計 耐用年数
以内

耐用年数
超過

建設年代による

耐震性

耐震性

様式A2-4　計画目標年度の施設の老朽度等・耐震性（計画設定）

計

詳細診断による

基
幹
施
設
等

取水

導水

浄水

送水

・

配水

全
体

取水

導水

浄水

送水

・

配水

基
幹
施
設
等
以
外

取水

導水

浄水

送水

・

配水

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の施設全体の老朽度・耐震性 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

更新対象施設の自動選定 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

更新後の各施設の老朽度・耐震性 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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様式
番号

説明

・管路区分は以下のとおり。
　○管路全体
　（基幹管路等）
　　・導水管
　　・送水管
　　・配水本管
　　・重要給水施設管路（重要給水施設基幹管路を除く）
　　・二次災害のおそれがある管路（基幹管路を除く）
　　・応急復旧が困難な管路（軌道横断、河川横断、緊急輸送道
　　　路等)（基幹管路を除く）
　（基幹管路等以外）
　　・配水支管（基幹管路等に区分したものを除く）。

　○重要給水施設管路（参考）*1
　　・重要給水施設基幹管路（重要給水施設に供給する導水管、
　　　送水管、配水本管）
　　・重要給水施設管路（重要給水施設基幹管路を除く）
　 *1 水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して延長や
　　　耐震化率等を求める場合、この区分を使用する。

・管路区分毎に、口径別に区分。

・管種・継手区分は以下のとおり。（(1)～(14)は管種・継手番
号を示す）
　(1) ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)
　(2) 鋼管(溶接継手)
　(3) 配水用ポリエチレン管(融着継手)
　(4) 硬質塩化ビニル管(RRロング継手)
　(5) ダクタイル鋳鉄管(K形継手等) 良い地盤
　(6) ダクタイル鋳鉄管(K形継手等) 悪い地盤
　(7) ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)
　(8) 水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)
　(9) 硬質塩化ビニル管(RR継手)
　(10)硬質塩化ビニル管(TS継手)
　(11)鋳鉄管
　(12)石綿セメント管
　(13)鋼管(ねじ込み継手)
　(14)管種継手不明
・ダクタイル鋳鉄管は継手区分の詳細は以下のとおり。
　・NS形継手等： S, SⅡ, NS, GX, US, UF, KF, PⅡ, PN
　・K形継手等 ： K, T(平成11年以降), U, PⅠ,AⅡ
　・A形継手等 ： A, T(平成10年以前)

・良い地盤、悪い地盤の区分は、基幹管路のレベル２地震動に対
して区分するものとし、その分類は表A3-4あるいは表A3-5によ
る。

・管種・継手別、口径別等に管路の耐用年数を設定して、耐用年
数以内、超過の別に延長を集計し入力。
・耐用年数は法定耐用年数や実耐用年数とし、水道事業者等にお
いて設定する。
※事例では、耐用年数は地方公営企業法施行規則に基づき、配水
管の40年に設定して各々の延長を集計。

［1］

［3］

耐用年数（以内・超過）
管路延長

管種・継手区分

様式
A3-1

備考入力項目

管路区分

口径区分

ステップＡ３：管路(埋設管路)の耐震性分類 

指針 2.2 P13～15 

１） 検討方法 

ステップＡ３では、管路の管種・継手、耐用年数以内・超過により、現状の管路全体の老朽

度、耐震化率等を算出する。 

ステップＡ３のデータの入力方法を表Ａ３－１に、計算方法を表Ａ３－２に示す。 
 

表Ａ３－１ 入力方法（ステップＡ３） 
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様式
番号

説明

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

耐震性区分

・本表・様式A3-1について、基幹管路等と基幹管路等以外の別に
管種・継手の耐震性区分を設定。
※本ツールでは、基幹管路等と基幹管路等以外の別に、以下の５
つの耐震性区分を設けている。これらの区分毎に既設管延長、更
新管延長・概算工事費が集計され、さらに現状と計画の管路の耐
震化率、耐震適合率が計算される。

（基幹管路等）
　①耐震管
　②耐震適合性あり
　③耐震適合性なし（④以外）
　④耐震適合性なし（耐震性が特に低い管種・継手）
　⑤管種継手不明

（基幹管路等以外）
　①耐震管
　②耐震適合性あり
　③耐震適合性なし（④以外）
　④耐震適合性なし（耐震性が特に低い管種・継手）
　⑤管種継手不明

・各々の管種・継手の耐震性区分については、「平成18年度管路
の耐震化に関する検討会報告書」において表A3-3に示す一定の耐
震性能評価がなされており、その評価に加え、「平成25年度管路
の耐震化に関する検討会報告書」の内容を参考として、各水道事
業者等において適切に設定する。

※事例では、各々の管種・継手の耐震性区分を様式A3-1に示すよ
うに設定。

［9］
様式
A3-1

入力項目 備考

様式
番号

説明

・管種・継手区分別に、耐用年数以内、超過の延長を合計。
・ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)は、良い地盤、悪い地盤の延長
を集計。

［2］
［4］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）
・表A3-1・様式A3-1の［1］,［3］について、耐用年数以内・超
過の別に、延長を集計。

［5］

全体
・表A3-1・様式A3-1の［9］で設定した耐震性区分に基づき、管
路延長を集計。 ［6］

耐震適合性

・本表・様式A3-1の［6］について、耐震適合管の延長を以下の
ように集計。下記以外は耐震適合管以外とする。
　　　・基幹管路等　　： ①＋②
　　　・基幹管路等以外： ①＋②＋③

［7］

・本表・様式A3-1の［5］について、延長を集計。 ［8］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）
・本表・様式A3-1の［5］の結果より管路区分毎に延長を集計
し、延長割合を計算。

［1］
［5］

全体
・本表・様式A3-1の［6］の結果より管路区分毎に延長を集計
し、延長割合を計算。

［2］
［6］

耐震適合性
・本表・様式A3-1の［7］の結果より管路区分毎に延長を集計
し、延長割合を計算。

［3］
［7］

・本表・様式A3-1の［8］の結果より管路区分毎に延長を集計
し、延長割合を計算。

［4］
［8］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

様式
A3-2

計算項目 備考

合計

耐震性

耐震性

計

計

様式
A3-1

 

表Ａ３－１ 入力方法（ステップＡ３）（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ａ３－２ 計算方法（ステップＡ３） 
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表Ａ３－３ 管種･継手ごとの耐震適合性 

（「平成１８年度 管路の耐震化に関する検討会」による） 

配水支管が備える
べき耐震性能

レベル1地震動に対
して、生ずる損傷が
軽微であって、機能
に重大な影響を及ぼ
さないこと

レベル1地震動に対
して、健全な機能を
損なわないこと

レベル2地震動に対
して、生ずる損傷が
軽微であって、機能
に重大な影響を及ぼ
さないこと

ダクタイル鋳鉄管
　（NS形継手等）

○ ○ ○

 　　　 〃
　（K形継手等）

○ ○ 注1

 　　　 〃
　（A形継手等）

○ △ ×

鋳鉄管 × × ×

鋼管（溶接継手） ○ ○ ○

配水用ポリエチレン管
　（融着継手）注2

○ ○ 注3

水道用ポリエチレン二層管
　（冷間継手）

○ △ ×

硬質塩化ビニル管
　（RRロング継手）注4

○

　　　 〃
　（RR継手）

○ △ ×

　　　 〃
　（TS継手）

× × ×

石綿セメント管 × × ×

 注） 管種･継手は、厚生労働省「管路の耐震化に関する検討会報告書（ 平成19 年3 月）」を参照した。
 注1）ダクタイル鋳鉄管（ K 形継手等）は、埋立地など悪い地盤において一部被害は見られたが、岩盤･
　　 洪積層などにおいて、低い被害率を示していることから、よい地盤においては、基幹管路が備える
     べきレベル2 地震動に対する耐震性能を満たすものと整理することができる。
 注2）水道配水用ポリエチレン管（ 融着継手） の使用期間が短く、被災経験が十分でないことから、十
     分に耐震性能が検証されるには、なお時間を要すると考えられる。
 注3）水道配水用ポリエチレン管（ 融着継手） は良い地盤におけるレベル2 地震（ 新潟県中越地震） で
     被害がなかった（ フランジ継手部においては被害があった）が、布設延長が十分に長いとは言えな
     いこと、悪い地盤における被災経験がないことから、耐震性能が検証されるには、なお時間を要す
     ると考えられる。
 注4）硬質塩化ビニル管（ RR ロング継手） は、RR 継手よりも継手伸縮性能が優れているが、使用期間
     が短く、被災経験もほとんどないことから、十分に耐震性能が検証されるには、なお時間を要する
     と考えられる。
 注5）硬質塩化ビニル管（ RR ロング継手）の基幹管路が備えるべき耐震性能を判断する被災経験はない。
 ※ 注を付してあるものも、各水道事業者の判断により採用することは可能である。

 備考）
  ○ ： 耐震適合性あり
  × ： 耐震適合性なし
  △ ： 被害率が比較的に低いが、明確に耐震適合性ありとし難いもの

注5

管種・継手

基幹管路が備える
べき耐震性能

 

 

 

 

 

（平成１８年度 管路の耐震化に関する検討会報告書より整理） 

※出典：水道施設耐震化の課題と方策 平成 20 年 12 月 16 日 日本水道協会  震災対応等特別調査委員会 
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表Ａ３－４ K形継手等の耐震適合地盤の判定分類（基幹管路･レベル２地震動の場合） 

          （国土数値情報土地分類メッシュを用いる場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典  「K形継手等を有するダクタイル鋳鉄管の耐震適合地盤判定支援ハンドブック 
（平成 22年 12月）水道技術研究センター」 

 

 

表Ａ３－５ K形継手等の耐震適合地盤の判定分類（基幹管路･レベル２地震動の場合） 

    （微地形区分データを用いる場合） 

地盤区分 表層地盤の微地形区分(J-SHISによる)*1 

地震動増幅が小さい

地盤（良い地盤） 

山地、山麓地、丘陵、火山地、火山山麓地、火山性丘陵、砂礫質

台地、ローム台地 

地震動増幅が大きい

地盤（悪い地盤） 

谷底低地、扇状地、後背湿地、三角州・海岸低地、自然堤防、旧

河道、砂州・砂礫州、砂丘、埋立地、干拓地、湖沼 

注）*1  一般に管路が布設されない微地形区分（河道、河原、磯・岩礁、砂州・砂丘間低地、岩石台地）を

除く。 

 

出典  管路の耐震化に関する検討報告書 平成 26年 3月 平成 25年度管路の耐震化に関する検討会 
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〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 456 - 456 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 23 23 - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 9 - 9 - - - - - - - - - 23 2 93 6 124 23 3 26 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1,070 119 1,189 - - - - - - - - - - - - - - - - 34 34 - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - 145 16 161 - - - - - - - - - - - - - - - - 28 28 - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 465 - 465 - - - - - - - - - 23 2 93 6 124 1,241 138 1,379 - - - - - - - - - - - - - - - - 85 85 - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - 176 19 195 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - 17 2 67 4 90 1,509 168 1,677 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 430 - 430 - - - - - - - - - 2 - 6 - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9 9 - - -

200 70 - 70 - - - - - - - - - 2 - 5 - 7 1,761 196 1,957 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - 184 20 765 51 1,020 1,123 125 1,248 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - 786 87 873 - - - 851 365 1,216 1 2 3 - - - - - - - - - - - -

75以下 734 - 734 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 2 5 68 68 136 - - - - - - - 689 689 - - -

小計 1,234 - 1,234 - - - - - - - - - 205 22 843 55 1,125 5,355 595 5,950 - - - 855 367 1,222 69 70 139 - - - - - - - 699 699 - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - 662 73 735 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - 78 - 78 - - - - - - - - - - - 642 71 713 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3,078 342 3,420 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - 105 12 117 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - 264 29 293 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 281 - 281 - - - - - - - - - - - - - - 1,623 180 1,803 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1,088 - 1,088 - - - - - - - - - 144 16 602 40 802 4,417 491 4,908 - - - - - - - - - - 683 683 - - - - - - - - -

200 2,144 - 2,144 - - - - - - - - - 450 50 1,873 125 2,498 10,641 1,182 11,823 - - - - - - - - - - 1,989 1,989 - - - - - - - - -

150 3,536 - 3,536 57 - 57 - - - - - - 690 77 2,872 191 3,830 14,561 1,618 16,179 - - - - - - 363 363 726 - 975 975 - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - 89 10 371 25 495 2,368 263 2,631 - - - - - - 116 116 232 - 264 264 - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - 242 27 269 - - - 84 36 120 262 262 524 - - - - - - - - - - - -

小計 7,048 - 7,048 134 - 134 - - - - - - 1,373 153 5,718 381 7,625 38,602 4,288 42,890 - - - 84 36 120 741 741 1,482 - 3,911 3,911 - - - - - - - - -

8,747 - 8,747 134 - 134 - - - - - - 1,600 177 6,654 442 8,873 45,198 5,021 50,219 - - - 938 403 1,341 810 811 1,621 - 3,911 3,911 - - - - 783 783 - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 1 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - 3 - 11 1 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 48 - 48 - - - - - - - - - 6 1 26 2 35 25 3 28 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 12 - 12 1 - 1 - - - - - - 15 2 63 4 84 212 24 236 - - - 1 1 2 - - - - - - - - - - - - - - -

100 48 - 48 3 - 3 - - - - - - 36 4 149 10 199 585 65 650 - - - 3 1 4 - - - - - - - - - - 2 2 - - -

75 2 - 2 - - - 5 - 5 - - - 9 1 35 2 47 183 20 203 - - - 20 9 29 - - - - - - - - - - 2 2 - - -

小計 110 - 110 4 - 4 5 - 5 - - - 69 8 286 19 382 1,018 113 1,131 - - - 24 11 35 - - - - - - - - - - 4 4 - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 265 265 - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 560 560 - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 373 373 - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1,198 1,198 - - - - - - - - -

8,857 - 8,857 138 - 138 5 - 5 - - - 1,669 185 6,940 461 9,255 46,216 5,134 51,350 - - - 962 414 1,376 810 811 1,621 - 5,109 5,109 - - - - 787 787 - - -

300 - - - - - - - - - - - - 31 3 127 9 170 1,305 145 1,450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - 263 29 1,090 72 1,454 18 2 20 - - - - - - - - - - 224 224 - - - - - - - - -

200 4,705 - 4,705 - - - - - - - - - 624 69 2,597 173 3,463 2,439 271 2,710 - - - - - - 8 8 16 - 572 572 - - - - - - - - -

150 1,195 - 1,195 57 - 57 - - - - - - 1,498 167 6,245 417 8,327 20,943 2,327 23,270 - - - 146 62 208 567 567 1,134 - 7,168 7,168 - - - - 29 29 - - -

100 4,710 - 4,710 295 - 295 - - - - - - 3,552 395 14,801 987 19,735 57,941 6,438 64,379 - - - 257 111 368 6,552 6,553 13,105 - 5,325 5,325 - - - - 156 156 - - -

75 180 - 180 6 - 6 526 - 526 - - - 850 95 3,545 237 4,727 18,135 2,015 20,150 - - - 2,000 857 2,857 13,931 13,932 27,863 - 1,759 1,759 - - - - 184 184 - - -

小計 10,790 - 10,790 357 - 357 526 - 526 - - - 6,817 758 28,405 1,895 37,875 100,781 11,198 111,979 - - - 2,402 1,030 3,432 21,058 21,060 42,118 - 15,048 15,048 - - - - 368 368 - - -

－ 10,900 - 10,900 361 - 361 531 - 531 - - - 6,886 766 28,691 1,914 38,257 101,799 11,311 113,110 - - - 2,426 1,041 3,467 21,058 21,060 42,118 - 16,246 16,246 - - - - 372 372 - - -

19,647 - 19,647 496 - 496 531 - 531 - - - 8,486 943 35,345 2,356 47,130 146,997 16,332 163,329 - - - 3,365 1,444 4,809 21,868 21,871 43,739 - 20,157 20,157 - - - - 1,155 1,155 - - -

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）
600 - - - - - - - - - - - - - - - - - 595 66 661 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 410 - 410 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 64 642 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - 2,928 325 3,253 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 8 - 8 - - - - - - - - - 36 4 144 9 192 1,472 165 1,637 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - 238 26 264 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 253 - 253 - - - - - - - - - - - - - - 1,460 162 1,622 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1,366 - 1,366 - - - - - - - - - 132 14 547 36 729 3,976 442 4,417 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - -

200 1,992 - 1,992 - - - - - - - - - 406 45 1,690 113 2,254 11,165 1,240 12,405 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - -

150 3,182 - 3,182 51 - 51 - - - - - - 786 87 3,273 218 4,365 15,078 1,676 16,754 - - - - - - 327 327 654 - 877 877 - - - - 31 31 - - -

100 - - - - - - - - - - - - 80 9 334 23 446 2,970 329 3,299 - - - 766 329 1,095 105 106 212 - 238 238 - - - - 25 25 - - -

75以下 661 - 661 - - - - - - - - - - - - - - 218 24 242 - - - 79 34 113 297 297 594 - - - - - - - 620 620 - - -

小計 7,872 - 7,872 121 - 121 - - - - - - 1,440 159 5,989 398 7,986 40,679 4,519 45,197 - - - 845 363 1,207 729 730 1,459 - 3,520 3,520 - - - - 705 705 - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 1 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - 3 - 11 1 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 48 - 48 - - - - - - - - - 6 1 26 2 35 25 3 28 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 12 - 12 1 - 1 - - - - - - 15 2 63 4 84 212 24 236 - - - 1 1 2 - - - - - - - - - - - - - - -

100 48 - 48 3 - 3 - - - - - - 36 4 149 10 199 585 65 650 - - - 3 1 4 - - - - - - - - - - 2 2 - - -

75 2 - 2 - - - 5 - 5 - - - 9 1 35 2 47 183 20 203 - - - 20 9 29 - - - - - - - - - - 2 2 - - -

小計 110 - 110 4 - 4 5 - 5 - - - 69 8 286 19 382 1,018 113 1,131 - - - 24 11 35 - - - - - - - - - - 4 4 - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - 595 66 661 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 410 - 410 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 64 642 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - 2,928 325 3,253 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 8 - 8 - - - - - - - - - 36 4 144 9 192 1,472 165 1,637 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - 238 26 264 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 253 - 253 - - - - - - - - - - - 2 - 2 1,473 163 1,636 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1,366 - 1,366 - - - - - - - - - 135 14 558 37 744 3,976 442 4,417 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - -

200 2,040 - 2,040 - - - - - - - - - 412 46 1,716 115 2,289 11,190 1,243 12,433 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - -

150 3,194 - 3,194 52 - 52 - - - - - - 801 89 3,336 222 4,449 15,290 1,700 16,990 - - - 1 1 2 327 327 654 - 877 877 - - - - 31 31 - - -

100 48 - 48 3 - 3 - - - - - - 116 13 483 33 645 3,555 394 3,949 - - - 769 330 1,099 105 106 212 - 238 238 - - - - 27 27 - - -

75以下 663 - 663 - - - 5 - 5 - - - 9 1 35 2 47 401 44 445 - - - 99 43 142 297 297 594 - - - - - - - 622 622 - - -

小計 7,982 - 7,982 125 - 125 5 - 5 - - - 1,509 167 6,275 417 8,368 41,697 4,632 46,328 - - - 869 374 1,242 729 730 1,459 - 3,520 3,520 - - - - 709 709 - - -

10 2 0 17 271 288

1,516 155 119 77 1,471 4 - 196 1,475 1,671

② ④ ④ ④ ④ ⑤

48 7 56 0 0

0

55 56 111

304 31 13 17 305 0 0 30 305 335

824 82 51 40 813 2 0 91 815 906

254 34 7

重要給水施設管路
(重要給水施設

　　基幹管路を除く)

④ ⑤

15 1 0 0 16 0 0 0 16 16

14 1 0 3 12 0 0 3 12 15

105 6

21 0 480 662 1,142
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1
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〔7〕 〃 〔8〕

耐用年数
以内
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老朽度等

-
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-

148

-

-

-

3

1,070
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456 23

00 0 0 0 0

3411

-

-

- 0 0

口径等
区分
(mm)

〔6〕 〃 〃 〃 〃

ダクタイル
鋳鉄管

(NS形継手等)

鋼管
(溶接継手)

配水用
ポリエチレン管
(融着継手)

硬質塩化
ビニル管

（RRロング継手）

ダクタイル
鋳鉄管

(K形継手等)

耐用
年数
以内

耐用
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超過
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〔5〕 〃
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耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

管路延長集計（ｍ）

耐用
年数
超過

合計 合計
耐用
年数
以内

ダクタイル
鋳鉄管

(A形継手等)

水道用
ポリエチレン二層管

(冷間継手)

硬質塩化
ビニル管
(RR継手)

硬質塩化
ビニル管
(TS継手)

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計

全体 耐震適合性

耐震性

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
超過

合計

(5) (6)

耐震適合性
あり

①＋②

鋳鉄管
石綿

セメント管
鋼管

(ねじ込み継手)
管種継手
不明

耐用
年数
以内

①
耐震管

0

0

0

0

0

0

9 25 125

456 0 0

0 0 0

- 0

-

23

0

-

(13) (14)

現状の管路延長（ｍ）

良い地盤 悪い地盤

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

(7) (8)(1) (2) (3) (4) (9) (10) (11) (12)

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計

計
耐震適合性

なし
③＋④＋⑤

0 0

0 0

0 0 0

0 1,223

0

0 0 3 0 3

125

0

0 0 0

0

00 0 1,189

0

⑤
管種継手

不明

④
耐震適合性な
し（耐震性が特
に低い管種・継

手）

③
耐震適合性な
し（④以外）

②
耐震適合性あ

り

00

0 0 161 0 189

00 0 0 00

0

0

0

0 195

0 0 0 0 0

0

0 0 0 0

0 0 0

0

1,748

6 432 15

465 25 1,478 490 1,562-

0 0

0 0 0 0

0 19 1,748 19

0

00

0 195 0

0

830734 0 5 734

0 0 2,090 0 2,093

0

3

825

0 204 2,064 204 2,0640

0

0

9

0 1,96270 2 1,962 720

430 2

0 0 735 0 735

0

8,9071,234 227 8,070 1,460

0 3,420

78 0 713 78 713

-838

0

0 293 0 2930

0 0 117 0 1170

0

0

0

0

0 3,420

0

1,9892,144 500 13,821

0 99 3,027

1,088 160 5,550 1,248 6,2340

281 0 1,803 281 1,80300

683

17 305 300

0 9130

7,183 1,526 49,109

813

99 3,5230496

524

3,592 767 19,242 4,359 20,9420

0 3890

1,701

基幹管路　計 8,881 1,777 58,657 10,658 64,9726,316

7,518

119 77 1,471 196 1,4754

-

-

-

-

82

160 0 16 0

-

0 0

0 0 0

0

0

④ ④ ⑤

292 1,406

0 34 1,586 34 1,586

0 0 0 0 0 0 0

0

0 0

- 1,198

0 0

0 373

0 0

1,198

327

10,854 67,645

④ ④ ④ ④

6,068

① ① ① ② ② ③ ③
236,734

2,928 325 0

269

595 66 0

0

1,366 146

20,674 12,861

2,928

0 661 0 0 0 661 661

1,058 85 480 0 642 21

0

④ ④

88,108

39,173

171,137

26

6,034

33,535 267,458

11,674 11,007 142,279

-

3,801 23,932

5,005 4,315 80,167

712

00

5,394

30,650

0 373

0

1,252 1,872

048 7 56

0 3 12

0

29,932

4,705

0

0

0

-

0

0 0

7 10 269

51 40

13

9,000 1,854 60,128

-

-

693 5,480

-

0

-

-

-

-

-

-

162 253 0 1,622 0 0

0

0 0 0 0 0

78,499

1,620

0

0

0

23

0

0

0

0

0

0

34

28

0

85

0

0

0

0

0

2

0

25,302

3,622

913

63,211

1,565

10,367

735

0 0

-

-

447

2,034

2,268

2,093

2 906

288

3,420

117

293

8,708 54,503

91

791

-

0

0

0

-

55 56

3 12

815

305

17 271

2,644 15,8100

0 0 0 0

1,671

75,630

478

-

159

-

-

-

3

1,223

189

-

2,052

0

0

0

0

-

16

15

111

335

2,083

7,482

18,454

-

195

1,766

-

0 0 0 0 0 0 0 -

0

0 0 0 0 0 0

0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0

0

0

-

0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0

-

0 0 0 0 0 0 0 -

-

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 -

0 0 0

-

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

2650 0 0 265 0 0 265

1,698

0 480

11,465

41,386

108,072

58,252

0 292 1,182 0

0

22,681 199,813

4,513 53,739

98,7529,320

65,052

662 1,142

202,486 225,362

224

588

8,330

18,586

29,807

57,534

0

0

1,198

- - - - - - - -

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 -

1,198

373

0 0 0 560 0 0 560 560

導
水
管

送
水
管

配
水
本
管

復
旧
困
難

管
路

上
記
以
外
の

配
水
支
管

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

-

基幹管路等　計

-

3,253

1,660 177 8 39 1,790 0 0 48 1,790 1,838

624 0 1,512 5,624 7,136

15,254 3,188 1,992 451 14,208 1,791 0 2,444 15,998 18,442

0 0 0 264 264

1,713 253 1,622 1,875

1,569 2,230

57,674 10,394 7,993 1,599 52,791 5,684 - 9,592 58,475 68,068

3,233 874 20,245 1,561 0 4,107 21,806 25,913

4,256 1,058 0 89 4,750 474 0 89 5,225 5,314

3,253 3,253

1,660 177 8 39 1,790 0 0 48 1,790 1,838

325

0 661 0 0 0 661 661

1,058 85 480 0 642

0 0

661 0 355 1,214

7,151

15,359 3,194 2,040 458 14,264 1,791 0 2,499 16,054 18,553

264 264

1,728 163 253 0 1,638 0 0 253 1,638 1,891

238

1,117

9,788 59,950 69,739

23,002 3,246 3,246 891 20,550 1,561 0 4,137 22,111 26,248

5,080 1,140 51 129 5,563 476 0 6,040 6,220

① ① ① ② ② ③ ③ ③ ③ ④ ④

様式A3-1　現状の管路構成

1,508 1,010

④

1,840 2,518

59,190

22,877

668 10 624 1,216 0 678

180

0 0 264 0 0 0

1,366 149 5,013 624 0 1,515

0 0 3,253 0

661

配
水
支
管

配水支管　計

⑤③ ③

重
要
給
水
施
設

管
路
*
1

11,793 11,084 143,750 58,736 -

管路区分

10,549 8,112 1,676 54,262 5,688 -

5,001

基
幹
管
路
等
以

外

２） 検討結果(例) －ステップＡ３：管路(埋設管路)の耐震性分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路データの入力 
現状の老朽度・耐震性別の 
延長集計（詳細） 
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基幹管路
等以外

－

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

注）*1 各番号は以下の管種・継手を示す。

　(1)：ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)、 (2)：鋼管(溶接継手)、 (3)：配水用ポリエチレン管(融着継手)、
　(4)：硬質塩化ビニル管（RRロング継手）、 (5)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)良い地盤、 (6)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)悪い地盤、

　(7)：ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)、 (8)：水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)、 (9)：硬質塩化ビニル管(RR継手)、
　(10)：硬質塩化ビニル管(TS継手)、 (11)：鋳鉄管、 (12)：石綿セメント管、

　(13)：鋼管(ねじ込み継手)、 (14)：管種継手不明

49,109

1.2

0.2 - 11.7 88.3 100.0
重要給水施設管路

(重要給水施設基幹管路を除く)
1,516 155 119 77 1,471 4 - 196 1,475 1,671 90.7 9.3 7.1 4.6 88.0

196 1,475 7.190.7 9.3

86.254,503 11.463,211

8,070 10,367

計 計耐震適合性あ
り

①＋②

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

耐用年数
以内

耐用年数
超過

耐震適合性あ
り

①＋②

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

6.9

基幹管路
等

基幹管路
53,701

8,560

490

-

1,562

1,460

1,478

67,645

465 25

7,183

4

1,198

1,671

　　　　　　　　計

　　　重要給水施設基幹管路

管
路
全
体

重要給水
施設管路
（参考）

〔4〕 〔5〕 〃 〔6〕 〃 〃 〃 〃〃 〃 〔3〕 〃

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）耐用年数
以内

耐用年数
超過

①
耐震管

全体*1

耐震性

延長割合（％）

耐震性

全体*1

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

⑤
管種継手

不明

①
耐震管

管路延長（m）

老朽度等老朽度等
耐震適合性耐震適合性

85.92.2

-

-

-

-

-

-

85

838

5,394

10.2 89.8-

基幹管路等 計 9,000 1,854 - 10,854 83.6 16.47,518

10,658 64,972 11.7 2.3 77.684.7 15.3基幹管路　計 8,881 1,777 -

72.0

8,708

8,907

2.4

64,258236,734 78.7 21.365,052 21.6

上記以外の配水支管 11,674 11,007 - 22,681 199,813 76.9 23.1 25.957,534

全体　合計 20,674 12,861 - 33,535202,406 267,458

51,357171,137 142,279

67.2

5.2 4.9 63.9

配水支管

配水支管　計

11.1 88.9-

86.2

14.1 85.9

13.8

14.1

23.9 76.1

11.7- 88.3

〃 〔8〕

4.1

8.1

8.5

0.2

8.4

9.6

88.8 11.2

11.9

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

-

-

13.8-

77.8

77.7

300,993

2,052

- - - -

22.6

1,198 - 100.0 - - -

75,630

78,499

222,493

11.5 2.4

4.6

82.6 17.4

85.0 15.0

88.0

100.0 100.0

二次災害
おそれ管路

復旧困難
管路

- 1,198 - - - 1,198 - -

- - - - - - - - -

-

- 9,592 58,475 68,068 84.7 15.3 11.7 2.3 77.6 8.4

100.0

- -

63.8 26.1

1,526

1,234 227

119 77

4.3

様式A3-2　現状の管路構成の集計

- 14.1 85.9 100.0

59,190 10,549 8,112 1,676 54,262 5,688 - 9,788 59,950 69,739 84.9 15.1 11.6 2.4 77.8 8.2 - 14.0 86.0 100.0

57,674 10,394 7,993 1,599 52,791 5,684

172,653 52,710 11,793 11,084 143,750 58,736 - 22,877 202,486 225,362 76.6 23.4 5.2 4.9

〔7〕〔1〕 〃 〔2〕 〃 〃

-6,316

12,90265,598

64,082

1,471

58,657

60,128

- -

- 10.2

管路区分

(6) (7) (8)
(9)

(10) (11)
(12) (13)

(14)

89.8 100.0

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

導水管

配水本管

送水管

重要給水施設管路*1

1,821 231

1,808

9,510

155

11,549

1,516

76.6

- -

－ －

－(6) (7) (8)
(10) (11)
(12) (13)

(14)

－ －

－ －

－ －

－ －

－

－

－ － (1) (2) (3) (4) (5)

－ (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － －

－

－

⑤
管種継手

不明

耐震性区分
基幹管路等

基幹管路等以外

(1) (2) (3) (4) (5)
(6) (7) (8)

(9)
(10) (11)
(12) (13)

(14)

(1) (2) (3) (4) (5) (9)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状の老朽度・耐震性別の 

延長集計（管路区分別） 
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様式
番号

説明

様式
A4-1

・管路区分別、管種・継手別、耐用年数の超過・以内別に、更新
対象管路を以下の方法により設定。
　　○　：全延長を更新対象とする。
　　空白：全延長を更新対象としない。
　　数値(0.70等)：全延長×数値を更新対象とする。
　　　　　　　　　数値は0.01～1.00
・様式A4-2に更新対象管路延長を直接入力することもできる。
※初期設定では、耐用年数を超過した管路全てを更新対象として
いる。
※事例の計画設定では、計画期間における概算工事費が財政状況
等からみて投資可能な水準になるように更新対象を以下のように
設定。
　◇耐震適合管以外（(6)～(13)）を更新対象とするが、配水支
　　管については、被害補正係数(表C3-3)が高いもの（(10)～
   (13)）は全て、それ以外の（(6),(7),(9)）は１割を更新対象
　　とした。

［1］
［2］

更新にあたり布設する管路の管種・継手を設定する。
更新管種・継手は耐震性の高い管路を設定する。

［4］

更新にあたり管路の布設単価を入力。
※本事例では、以下の参考資料より、車道、昼間施工の布設単価
を使用。
参考資料：「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引
き 平成23年12月 厚生労働省健康局水道課」
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houkoku/
suidou/dl/tp120313-1.pdf

［5］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

備考

更新対象管路設定

様式
A4-2

入力項目

更新管種・継手設定

布設単価（千円/m）

ステップＡ４：管路(埋設管路)の耐震化対策の検討 

指針 4.2.2 P26～27 

１） 検討方法 

ステップＡ４では、管路について、耐震化を考慮した更新対象管路設定に基づき、整

備量・費用・効果（老朽度・耐震性）を求め、妥当性を検討して更新対象管路を定める。 

ステップＡ４のデータの入力方法を表Ａ４－１に、計算方法を表Ａ４－２に示す。 

 

表Ａ４－１ 入力方法（ステップＡ４） 
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様式
番号

説明

耐用年数
（以内・超過）

表A3-1・様式A3-1の［1］､［3］の管路延長を対象に、表A4-1・
様式A4-1の［1］･［2］の更新対象管路設定より、更新対象管路
延長（更新延長）を計算。

［1］
［2］

計 本表・様式A4-2の［1］､［2］の延長を合計。 ［3］

本表・様式A4-2の［3］の更新対象管路延長に、表A4-1・様式A4-
2の［5］の布設単価を乗じて概算工事費を計算。

［6］

表A3-1・様式A3-1の［9］より、①～⑤の耐震性区分における管
種・継手番号を表示。

［1］

本表・様式A4-2の［1］､［2］､［3］､［6］の結果から、管路区
分、耐震性区分により、更新延長、概算工事費を集計。

［2］
［3］

表A3-1・様式A3-1の［1］､［3］の管路延長に対して、本表・様
式A4-2の［1］､［2］の更新対象管路延長を減じる。さらに本
表・様式A4-2の［3］､表A4-1・様式A4-2の［4］より新たに布設
(更新)する管種・継手の延長を加えて、更新後の管種・継手別延
長を計算。

［1］
［2］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）
表A3-2・様式A3-1の［5］と同じ。（更新後の管路延長を集計） ［3］

全体 　　　 〃 　　　の［6］と同じ。（　　　　　〃　　　　　） ［4］

耐震適合性 　　　 〃 　　　の［7］と同じ。（　　　　　〃　　　　　） ［5］

　　　 〃 　　　の［8］と同じ。（　　　　　〃　　　　　） ［6］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）
表A3-2・様式A3-2の［1］､［5］と同じ。（更新後の管路延長を
集計）

［1］
［5］

全体 　　　〃　　　　の［2］､［6］と同じ。（　　　〃　　　　）
［2］
［6］

耐震適合性 　　　〃　　　　の［3］､［7］と同じ。（　　　〃　　　　）
［3］
［7］

　　　〃　　　　の［4］､［8］と同じ。（　　　〃　　　　）
［4］
［8］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

更新対象
管路延長様式

A4-2

概算工事費

様式
A4-3

更新延長、概算工事費

耐用年数
（以内・超過）

計

管種・継手番号

様式
A4-4

様式
A4-5

計算項目 備考

耐震性

計

耐震性

表Ａ４－２ 計算方法（ステップＡ４） 
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耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

〔1〕 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〔2〕 〃 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

導水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

送水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

配水本管 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重要給水
施設管路

*2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二次災害
おそれ
管路

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

復旧困難
管路

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基幹
管路等
以外

上記以外の
配水支管 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注）*1 入力部（水色部）は以下のように入力。

　全てを更新対象とする場合　：○

　全てを更新対象外とする場合：空欄

　一部を更新対象とする場合　：更新対象の延長比率(0～1の小数)。

*2 重要給水施設基幹管路を除く。

重要給水施設基幹管路

管路全体

(13) (14)(7) (8) (9) (10) (11)

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

管路区分

鋳鉄管

耐用
年数
超過

硬質塩化
ビニル管
(RR継手)

硬質塩化
ビニル管
(TS継手)

管種継手
不明

(12)

石綿
セメント

管

鋼管
(ねじ込み

継手)

耐用
年数
以内

耐用
年数
以内

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

鋼管
(溶接
継手)

ダク
タイル
鋳鉄管
(NS形
継手等)

(1) (2) (3) (4) (5)

硬質塩化
ビニル管
（RRロン
グ継手）

配水用
ポリエチ
レン管
(融着
継手)

ダク
タイル
鋳鉄管
(A形

継手等)

水道用
ポリエチ

レン

二層管

(冷間
継手)

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

重要給水施
設管路

（参考）

基幹管路

配水支管

様式A4-1　更新対象管路設定（初期設定）*1

基幹
管路等

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

ダク
タイル
鋳鉄管
(K形

継手等)

良い地盤 悪い地盤

(6)

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

 

２） 検討結果(例) －ステップＡ４：管路(埋設管路)の耐震化対策の検討 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象管路の設定 

（①初期設定による） 
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〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔2〕 〃 〃 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔6〕

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 23 23 - - - 23 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 4,328

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - 2 - 6 8 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 11 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 1,606

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 119 119 - - - - - - - - - - - - - - - - 34 34 - - - 153 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 11,636

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 16 16 - - - - - - - - - - - - - - - - 28 28 - - - 44 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 2,921

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - 2 - 6 8 - 138 138 - - - - - - - - - - - - - - - - 85 85 - - - 231 - 20,491

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 19 19 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 19 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 3,154

400 - - - - - - - - - - - - - 2 - 4 6 - 168 168 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 174 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,404

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9 9 - - - 9 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 931

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 196 196 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 196 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 17,052

150 - - - - - - - - - - - - - 20 - 51 71 - 125 125 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 196 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 14,896

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 87 87 - - - - 365 365 - 2 2 - - - - - - - - - - - - 454 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 30,418

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 68 68 - - - - - - - 689 689 - - - 759 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 31,886

小計 - - - - - - - - - - - - - 22 - 55 77 - 595 595 - - - - 367 367 - 70 70 - - - - - - - 699 699 - - - 1,808 - 123,741

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 73 73 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 73 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 17,885

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 71 71 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 71 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 13,419

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 342 342 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 342 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 56,772

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12 12 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 1,752

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 29 29 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 29 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,712

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 180 180 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 180 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 20,160

250 - - - - - - - - - - - - - 16 - 40 56 - 491 491 - - - - - - - - - - 683 683 - - - - - - - - - 1,230 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 121,800

200 - - - - - - - - - - - - - 50 - 125 175 - 1,182 1,182 - - - - - - - - - - 1,989 1,989 - - - - - - - - - 3,346 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 291,137

150 - - - - - - - - - - - - - 77 - 191 268 - 1,618 1,618 - - - - - - - 363 363 - 975 975 - - - - - - - - - 3,224 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 244,986

100 - - - - - - - - - - - - - 10 - 25 35 - 263 263 - - - - - - - 116 116 - 264 264 - - - - - - - - - 678 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 45,439

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 27 27 - - - - 36 36 - 262 262 - - - - - - - - - - - - 325 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 13,650

小計 - - - - - - - - - - - - - 153 - 381 534 - 4,288 4,288 - - - - 36 36 - 741 741 - 3,911 3,911 - - - - - - - - - 9,510 - 830,712

- - - - - - - - - - - - - 177 - 442 619 - 5,021 5,021 - - - - 403 403 - 811 811 - 3,911 3,911 - - - - 783 783 - - - 11,549 - 974,944

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 112

250 - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 99

200 - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 3 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 6 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 522

150 - - - - - - - - - - - - - 2 - 4 6 - 24 24 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - 31 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 2,356

100 - - - - - - - - - - - - - 4 - 10 14 - 65 65 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 82 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 5,494

75 - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 3 - 20 20 - - - - 9 9 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 34 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 1,428

小計 - - - - - - - - - - - - - 8 - 19 27 - 113 113 - - - - 11 11 - - - - - - - - - - 4 4 - - - 155 - 10,011

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 265 265 - - - - - - - - - 265 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 29,680

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 560 560 - - - - - - - - - 560 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 48,720

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 373 373 - - - - - - - - - 373 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 28,348

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1,198 1,198 - - - - - - - - - 1,198 - 106,748

- - - - - - - - - - - - - 185 - 461 646 - 5,134 5,134 - - - - 414 414 - 811 811 - 5,109 5,109 - - - - 787 787 - - - 12,902 - 1,091,703

300 - - - - - - - - - - - - - 3 - 9 12 - 145 145 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 157 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 17,584

250 - - - - - - - - - - - - - 29 - 72 101 - 2 2 - - - - - - - - - - 224 224 - - - - - - - - - 327 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 32,413

200 - - - - - - - - - - - - - 69 - 173 242 - 271 271 - - - - - - - 8 8 - 572 572 - - - - - - - - - 1,093 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 95,056

150 - - - - - - - - - - - - - 167 - 417 584 - 2,327 2,327 - - - - 62 62 - 567 567 - 7,168 7,168 - - - - 29 29 - - - 10,736 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 815,936

100 - - - - - - - - - - - - - 395 - 987 1,382 - 6,438 6,438 - - - - 111 111 - 6,553 6,553 - 5,325 5,325 - - - - 156 156 - - - 19,964 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 1,337,608

75 - - - - - - - - - - - - - 95 - 237 332 - 2,015 2,015 - - - - 857 857 - 13,932 13,932 - 1,759 1,759 - - - - 184 184 - - - 19,079 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 801,331

小計 - - - - - - - - - - - - - 758 - 1,895 2,653 - 11,198 11,198 - - - - 1,030 1,030 - 21,060 21,060 - 15,048 15,048 - - - - 368 368 - - - 51,357 - 3,099,928

－ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 766 0 1,914 2,680 0 11,311 11,311 0 0 0 0 1,041 1,041 0 21,060 21,060 0 16,246 16,246 0 0 0 0 372 372 0 0 0 52,710 3,216,687

- - - - - - - - - - - - - 943 - 2,356 3,299 - 16,332 16,332 - - - - 1,444 1,444 - 21,871 21,871 - 20,157 20,157 - - - - 1,155 1,155 - - - 64,258 - 4,191,630

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）
600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 66 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 16,097

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 64 64 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - - 85 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 15,971

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 325 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 53,933

400 - - - - - - - - - - - - - 4 - 9 13 - 165 165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 177 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,886

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 26 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,341

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 162 162 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 162 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 18,144

250 - - - - - - - - - - - - - 14 - 36 50 - 442 442 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - - 1,116 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 110,464

200 - - - - - - - - - - - - - 45 - 113 158 - 1,240 1,240 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - - 3,188 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 277,373

150 - - - - - - - - - - - - - 87 - 218 305 - 1,676 1,676 - - - - - - - 327 327 - 877 877 - - - - 31 31 - - - 3,215 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 244,370

100 - - - - - - - - - - - - - 9 - 23 32 - 329 329 - - - - 329 329 - 106 106 - 238 238 - - - - 25 25 - - - 1,058 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 70,899

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 24 24 - - - - 34 34 - 297 297 - - - - - - - 620 620 - - - 976 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 40,984

小計 - - - - - - - - - - - - - 159 - 398 557 - 4,519 4,519 - - - - 363 363 - 730 730 - 3,520 3,520 - - - - 705 705 - - - 10,394 - 877,462

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 112

250 - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 99

200 - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 3 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 6 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 522

150 - - - - - - - - - - - - - 2 - 4 6 - 24 24 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - 31 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 2,356

100 - - - - - - - - - - - - - 4 - 10 14 - 65 65 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 82 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 5,494

75以下 - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 3 - 20 20 - - - - 9 9 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 34 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 1,428

小計 - - - - - - - - - - - - - 8 - 19 27 - 113 113 - - - - 11 11 - - - - - - - - - - 4 4 - - - 155 - 10,011

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 66 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 16,097

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 64 64 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - - 85 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 15,971

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 325 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 53,933

400 - - - - - - - - - - - - - 4 - 9 13 - 165 165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 177 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,886

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 26 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,341

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 163 163 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 163 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 18,256

250 - - - - - - - - - - - - - 14 - 37 51 - 442 442 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - - 1,117 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 110,563

200 - - - - - - - - - - - - - 46 - 115 161 - 1,243 1,243 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - - 3,194 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 277,895

150 - - - - - - - - - - - - - 89 - 222 311 - 1,700 1,700 - - - - 1 1 - 327 327 - 877 877 - - - - 31 31 - - - 3,246 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 246,726

100 - - - - - - - - - - - - - 13 - 33 46 - 394 394 - - - - 330 330 - 106 106 - 238 238 - - - - 27 27 - - - 1,140 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 76,393

75以下 - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 3 - 44 44 - - - - 43 43 - 297 297 - - - - - - - 622 622 - - - 1,010 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 42,412

小計 - - - - - - - - - - - - - 167 - 417 584 - 4,632 4,632 - - - - 374 374 - 730 730 - 3,520 3,520 - - - - 709 709 - - - 10,549 - 887,473
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様式A4-2　更新計画（更新対象管路）（初期設定）
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基幹管路等 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9)
(10) (11) (12)

(13)
(14)

基幹管路等以外 (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11) (12)

(13)
(14)

基幹管路等 0 185 6,009 6,708 0 12,902

基幹管路等以外 0 1,788 13,093 36,476 0 51,357

計 0 1,973 19,102 43,183 0 64,258

基幹管路等 0 15,109 549,140 527,454 0 1,091,703

基幹管路等以外 0 100,500 863,805 2,135,623 0 3,099,928

計 0 115,609 1,412,945 2,663,076 0 4,191,630

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

重要給水施設基幹管路 0 159 5,279 4,955 0 10,394

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

0 8 143 4 0 155

計 0 167 5,422 4,959 0 10,549

重要給水施設基幹管路 0 13,104 485,906 378,452 0 877,462

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

0 549 9,244 218 0 10,011

計 0 13,653 495,150 378,670 0 887,473

注）*1 各番号は以下の管種・継手を示す。

概算
事業費
(千円)

〔3〕

(1)：ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)、　　   　(2)：鋼管(溶接継手)、　　　　　　　　　　　　　　　(3)：配水用ポリエチレン管(融着継手)、
(4)：硬質塩化ビニル管（RRロング継手）、   　(5)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)良い地盤、　　 　　(6)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)悪い地盤、
(7)：ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)、　　　  　(8)：水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)、　　　　　(9)：硬質塩化ビニル管(RR継手)、
(10)：硬質塩化ビニル管(TS継手)、　　　　  　(11)：鋳鉄管、　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(12)：石綿セメント管、
(13)：鋼管(ねじ込み継手)、　　　　　　　  　(14)：管種継手不明

管路区分

管種継手番号*1
〔1〕

計

管
路
全
体

重
要
給
水
施
設
管
路

（

参
考
）

更新
延長
(m)

〔2〕

概算
事業費
(千円)

〔3〕

更新
延長
(m)

〔2〕

様式A4-3　更新対象管路延長、概算工事費（初期設定）
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区分

①
耐震管

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし
（④以外）

④
耐震適合性なし

（耐震性が特に低い
管種・継手）

⑤
管種継手
不明
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〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔2〕 〃 〃 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 478 - 478 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 20 - 20 - - - - - - - - - 23 - 93 - 116 23 - 23 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 153 - 153 - - - - - - - - - - - - - - 1,070 - 1,070 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 44 - 44 - - - - - - - - - - - - - - 145 - 145 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 695 - 695 - - - - - - - - - 23 - 93 - 116 1,241 - 1,241 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 19 - 19 - - - - - - - - - - - - - - 176 - 176 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 174 - 174 - - - - - - - - - 17 - 67 - 84 1,509 - 1,509 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 439 - 439 - - - - - - - - - 2 - 6 - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 266 - 266 - - - - - - - - - 2 - 5 - 7 1,761 - 1,761 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 196 - 196 - - - - - - - - - 184 - 765 - 949 1,123 - 1,123 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 454 - 454 - - - - - - - - - - - - - - 786 - 786 - - - 851 - 851 1 - 1 - - - - - - - - - - - -

75以下 734 - 734 - - - 759 - 759 - - - - - - - - - - - - - - 3 - 3 68 - 68 - - - - - - - - - - - -

小計 2,282 - 2,282 - - - 759 - 759 - - - 205 - 843 - 1,048 5,355 - 5,355 - - - 855 - 855 69 - 69 - - - - - - - - - - - -

600 73 - 73 - - - - - - - - - - - - - - 662 - 662 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 71 - 71 78 - 78 - - - - - - - - - - - 642 - 642 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 342 - 342 - - - - - - - - - - - - - - 3,078 - 3,078 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 12 - 12 - - - - - - - - - - - - - - 105 - 105 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 29 - 29 - - - - - - - - - - - - - - 264 - 264 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 461 - 461 - - - - - - - - - - - - - - 1,623 - 1,623 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,318 - 2,318 - - - - - - - - - 144 - 602 - 746 4,417 - 4,417 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,491 - 5,491 - - - - - - - - - 450 - 1,873 - 2,323 10,641 - 10,641 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,759 - 6,759 57 - 57 - - - - - - 690 - 2,872 - 3,562 14,561 - 14,561 - - - - - - 363 - 363 - - - - - - - - - - - -

100 678 - 678 - - - - - - - - - 89 - 371 - 460 2,368 - 2,368 - - - - - - 116 - 116 - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - 325 - 325 - - - - - - - - 242 - 242 - - - 84 - 84 262 - 262 - - - - - - - - - - - -

小計 16,234 - 16,234 134 - 134 325 - 325 - - - 1,373 - 5,718 - 7,091 38,602 - 38,602 - - - 84 - 84 741 - 741 - - - - - - - - - - - -

19,211 - 19,211 134 - 134 1,084 - 1,084 - - - 1,600 - 6,654 - 8,254 45,198 - 45,198 - - - 938 - 938 810 - 810 - - - - - - - - - - - -

300 1 - 1 - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 - 13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1 - 1 - - - - - - - - - 3 - 11 - 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 54 - 54 - - - - - - - - - 6 - 26 - 32 25 - 25 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 43 - 43 1 - 1 - - - - - - 15 - 63 - 78 212 - 212 - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - -

100 130 - 130 3 - 3 - - - - - - 36 - 149 - 185 585 - 585 - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - -

75 2 - 2 - - - 39 - 39 - - - 9 - 35 - 44 183 - 183 - - - 20 - 20 - - - - - - - - - - - - - - -

小計 231 - 231 4 - 4 39 - 39 - - - 69 - 286 - 355 1,018 - 1,018 - - - 24 - 24 - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 265 - 265 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 560 - 560 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 373 - 373 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 1,198 - 1,198 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

20,640 - 20,640 138 - 138 1,123 - 1,123 - - - 1,669 - 6,940 - 8,609 46,216 - 46,216 - - - 962 - 962 810 - 810 - - - - - - - - - - - -

300 157 - 157 - - - - - - - - - 31 - 127 - 158 1,305 - 1,305 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 327 - 327 - - - - - - - - - 263 - 1,090 - 1,353 18 - 18 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,798 - 5,798 - - - - - - - - - 624 - 2,597 - 3,221 2,439 - 2,439 - - - - - - 8 - 8 - - - - - - - - - - - -

150 11,931 - 11,931 57 - 57 - - - - - - 1,498 - 6,245 - 7,743 20,943 - 20,943 - - - 146 - 146 567 - 567 - - - - - - - - - - - -

100 24,674 - 24,674 295 - 295 - - - - - - 3,552 - 14,801 - 18,353 57,941 - 57,941 - - - 257 - 257 6,552 - 6,552 - - - - - - - - - - - -

75 180 - 180 6 - 6 19,606 - 19,606 - - - 850 - 3,545 - 4,395 18,135 - 18,135 - - - 2,000 - 2,000 13,931 - 13,931 - - - - - - - - - - - -

小計 43,068 - 43,068 357 - 357 19,606 - 19,606 - - - 6,817 - 28,405 - 35,222 100,781 - 100,781 - - - 2,402 - 2,402 21,058 - 21,058 - - - - - - - - - - - -

－ 44,497 - 44,497 361 - 361 19,645 - 19,645 - - - 6,886 - 28,691 - 35,577 101,799 - 101,799 - - - 2,426 - 2,426 21,058 - 21,058 - - - - - - - - - - - -

63,707 - 63,707 496 - 496 20,729 - 20,729 - - - 8,486 - 35,345 - 43,831 146,997 - 146,997 - - - 3,365 - 3,365 21,868 - 21,868 - - - - - - - - - - - -

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）
600 66 - 66 - - - - - - - - - - - - - - 595 - 595 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 495 - 495 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 - 578 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 325 - 325 - - - - - - - - - - - - - - 2,928 - 2,928 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 186 - 186 - - - - - - - - - 36 - 144 - 180 1,472 - 1,472 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 26 - 26 - - - - - - - - - - - - - - 238 - 238 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 415 - 415 - - - - - - - - - - - - - - 1,460 - 1,460 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,482 - 2,482 - - - - - - - - - 132 - 547 - 679 3,976 - 3,976 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,181 - 5,181 - - - - - - - - - 406 - 1,690 - 2,097 11,165 - 11,165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,397 - 6,397 51 - 51 - - - - - - 786 - 3,273 - 4,060 15,078 - 15,078 - - - - - - 327 - 327 - - - - - - - - - - - -

100 1,058 - 1,058 - - - - - - - - - 80 - 334 - 414 2,970 - 2,970 - - - 766 - 766 105 - 105 - - - - - - - - - - - -

75以下 661 - 661 - - - 976 - 976 - - - - - - - - 218 - 218 - - - 79 - 79 297 - 297 - - - - - - - - - - - -

小計 17,290 - 17,290 121 - 121 976 - 976 - - - 1,440 - 5,989 - 7,429 40,679 - 40,679 - - - 845 - 845 729 - 729 - - - - - - - - - - - -

300 1 - 1 - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 - 13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1 - 1 - - - - - - - - - 3 - 11 - 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 54 - 54 - - - - - - - - - 6 - 26 - 32 25 - 25 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 43 - 43 1 - 1 - - - - - - 15 - 63 - 78 212 - 212 - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - -

100 130 - 130 3 - 3 - - - - - - 36 - 149 - 185 585 - 585 - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - -

75 2 - 2 - - - 39 - 39 - - - 9 - 35 - 44 183 - 183 - - - 20 - 20 - - - - - - - - - - - - - - -

小計 231 - 231 4 - 4 39 - 39 - - - 69 - 286 - 355 1,018 - 1,018 - - - 24 - 24 - - - - - - - - - - - - - - -

600 66 - 66 - - - - - - - - - - - - - - 595 - 595 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 495 - 495 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 - 578 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 325 - 325 - - - - - - - - - - - - - - 2,928 - 2,928 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 186 - 186 - - - - - - - - - 36 - 144 - 180 1,472 - 1,472 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 26 - 26 - - - - - - - - - - - - - - 238 - 238 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 416 - 416 - - - - - - - - - - - 2 - 2 1,473 - 1,473 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,483 - 2,483 - - - - - - - - - 135 - 558 - 693 3,976 - 3,976 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,235 - 5,235 - - - - - - - - - 412 - 1,716 - 2,129 11,190 - 11,190 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,440 - 6,440 52 - 52 - - - - - - 801 - 3,336 - 4,138 15,290 - 15,290 - - - 1 - 1 327 - 327 - - - - - - - - - - - -

100 1,188 - 1,188 3 - 3 - - - - - - 116 - 483 - 599 3,555 - 3,555 - - - 769 - 769 105 - 105 - - - - - - - - - - - -

75以下 663 - 663 - - - 1,015 - 1,015 - - - 9 - 35 - 44 401 - 401 - - - 99 - 99 297 - 297 - - - - - - - - - - - -

小計 17,521 - 17,521 125 - 125 1,015 - 1,015 - - - 1,509 - 6,275 - 7,784 41,697 - 41,697 - - - 869 - 869 729 - 729 - - - - - - - - - - - -

1,198 - - - - 1,198 - 1,198

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

373

0

0 0 3730 0

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 560 0 560

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0

373

560

-

0

0 0

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

265 - 265 0 0 0 0 265 0 265

0 0 0 0 0 0 -

0

0 0 0 0 0 0 -

- -

- - - - - - - - - -

0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

-

0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 -

-

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 --

0 0 0 0 0-

復
旧
困
難

管
路

- -

-

- -

1,620 -

1,698 -

11,465 -

41,386 -

108,072 -

上
記
以
外
の

配
水
支
管

② ③ ④① ④

〔5〕 〃 〔6〕

口径等
区分
(mm)

58,252 -

222,493 -

300,993 -

〔3〕 〃 〔4〕

0

0

0

0

0

0

0

- - 0

-

- -

- -

- -

- -

906 -

288 -

1,671 -

78,499 -

560 -

373 -

- -

- -

1,198 -

-

-

- -

- -

- -

- -

63,211 -

16 -

15 -

111 -

335 -

7,482 -

18,454 -

25,302 -

3,622 -

913 -

791 -

3,420 -

117 -

293 -

2,083 -

2,268 -

2,093 -

1,565 -

10,367 -

735 -

-

- -

159 -

- -

-

1,766 -

- -

- -

447 -

2,034 -

- -

2,052 -

- -

- -

195 -

耐震適合性
なし

③＋④＋⑤

計
耐震適合性

あり
①＋②

耐震適合性

耐用年数
以内

耐用年数
超過

老朽度等

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

④
耐震適合性な
し（耐震性が特
に低い管種・継

手）

- -

3 -

1,223 -

6,421

478

5,044

11,988 1,643 27,188 0 13,631 27,755

8

567

150,244

84,932 10,888 183,304 - 95,820

63,030 9,219 129,186 - 72,249

205,173

73,790

26 238

18,351 327

327 263 1,108 0 590 1,108

157 31 1,432 0 188 1,4320

0

28,778 79,294

19,791 2,849 21,680 0 22,641 35,612

24,969 3,809 72,742 06,552

13,931

5,798 624 5,036 0

21,901 1,669 54,119 - 23,571 54,929810

41 9 238 0 50 2380

274 69 1,328 - 343 1,328-

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

133 36 737 0 169 737

44 15 276 0 59 2760

0

54 6 51 0 60 51

1 3 11 0 4 110

0

1 0 15 0 1 15

22,030

16,693 1,373 44,404 - 18,066 45,145741

0

325 0 326 0 325 588

678 89 2,739 0 767 2,855116

262

6,816 690 17,433 0 7,506 17,796

5,491 450 12,514 0 5,940 12,5140

363

2,463 5,019

461 0 1,623 0 461 1,623

0

0

2,318 144 5,019

0 264 0 29 264

0

149

105

29

0

0

0

1,494 71

266 2 1,766 0 268 1,766

68

12 0 105 0 12

0 73 66273 0 662

196

0 441 6

0

1

0 3,078 0 342 3,078

0

205 7,053 - 3,246 7,122

184 1,888 0 380 1,888

1,639

0 3

0 642

0

642

454

0

0

0 0

0 0 0 0 0 0

17 1,576 0 191 1,576

0 0 0 0 0

0 0

19 0 176 0 19 176

0

0

1,070

0 0 0 0 0

0

0

478 0

116 0 43 116

0

0 3 0 0 3

0

0

145

0

0

0

1530

-

174

0 0 0

-

耐用
年数
以内

ダクタイル
鋳鉄管

(NS形継手等)

鋼管
(溶接継手)

配水用
ポリエチレン管
(融着継手)

硬質塩化
ビニル管

（RRロング継手）

水道用
ポリエチレン二層管

(冷間継手)

全体　合計

0

将来の管路延長（ｍ）

全体

44

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

153 0

0

695

0

23 1,334

0 0 0

硬質塩化
ビニル管
(TS継手)

鋳鉄管
石綿

セメント管
鋼管

(ねじ込み継手)

44 0 145

20 23

0 0

0 0 0

0

1,070

管種継手
不明

合計

①
耐震管

②
耐震適合性あ

り

③
耐震適合性な
し（④以外）

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

189 -

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

導
水
管

基幹管路等　計

送
水
管

配
水
本
管

①

基
幹
管
路
等
以

外

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

①

硬質塩化
ビニル管
(RR継手)

(10) (11) (12) (13) (14)

ダクタイル
鋳鉄管

(K形継手等)

ダクタイル
鋳鉄管

(A形継手等)

③

良い地盤 悪い地盤

③ ③ ④

耐用
年数
超過

合計 合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計

②

149

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

0

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

合計
耐用
年数
以内

(9)

- -

〃 〃 〃 〃

0

0

0

0

0

69

0

0

0

0

-

0

0

0

0

0

④ ⑤

786

454

1,494

21,058

439 2 6

342

1,638

3,041

297

661 - 66 0 595 0

1,838 - 186

264

105

36 1,616 0

0

- 26

1,875

管路延長集計（ｍ）

-

478

-

159

-

-

-

0

0

0

0

0

0

0

耐震性

21,868

0

0

478

0

0 0

0

718 1,334

0 0 0

913

63,211

16

10,367

735

791

3,420

117

293

2,083

3

1,223

189

-

2,052

-

-

222,493

300,993

1,620

1,698

11,465

41,386

108,072

58,252

15

111

335

906

288

1,671

78,499

7,482

18,454

25,302

195

1,766

-

-

447

2,034

2,268

2,093

1,565

3,622

264

0 1,460 0 0 415 1,460 1,875

325 2,928 3,253

36 1,616 0 0 221 1,616 1,838

1,138 4,175 5,314

132 4,523 0 0 2,613 4,523 7,136

406 12,855 0 0 5,587 12,855 18,442

0 7,235 18,678

0

1

221 1,616 1,838

計

0 297 297 0 1,637 593 2,230

1,440 47,512 729 - 19,827 48,241 68,068

135 4,534 0 0

59

2,617

重要給水施設基幹管路

4,534

25,913

7,151

412 12,906 0 5,647 12,906 18,553

0 238 0 0 26 238 264

0 1,475 0 0 416 1,475 1,891

0 1,687 831 2,518

1,509 48,840 729 - 20,170 49,569 69,739

801 18,627 327 0 7,294 18,954 26,248

116 4,807 105 0 1,307 4,912 6,220

9 535

0 66 595 661

1,142 - 564 0 578 0 0 564 578 1,142

3,253 - 325 0 2,928 0 0

- 415

7,136 - 2,482

0 238 0 0

18,442 - 5,181

25,913 - 6,449

5,314 - 1,058 0

2,230 - 1,637

68,068 - 18,387

661 - 66

288 - 41

0 595

80 4,070

0 0 66 595 661

1,142 - 564 0 578 0 0 564 578 1,142

3,253 - 325 0 2,928 0 0 325 2,928 3,253

1,838 - 186

264 - 26

1,891 - 416

7,151 - 2,483

18,553 - 5,235

26,248 - 6,493

6,220 - 1,191

2,518 - 1,678

69,739 - 18,661

管路区分

様式A4-4　計画目標年度の管路構成（初期設定）

⑤
管種継手

不明

基幹管路　計 75,630 - 20,429 1,600 52,791 810 - 53,601 75,630

重
要
給
水
施
設

管
路
*
1

基
幹
管
路

配
水
支
管

管
 
路
 
全
 
体

配水支管　計

耐震性区分〔7〕
基幹管路等

基幹管路等以外 ① ① ① ② ② ③ ③ ③ ② ④ ④ ④ ④ ⑤

重
要
給
水
施
設
管
路
（

参
考
）

重要給水施設管路
(重要給水施設

　　基幹管路を除く)

耐震性区分
基幹管路等

基幹管路等以外
① ① ① ② ② ③ ③ ③ ③ ④ ④ ④ ④ ⑤
① ① ① ② ② ③ ③ ③ ② ④ ④ ④ ④ ⑤

16 - 1 0 15 0 0 15 16

15 - 1 3 11 0 0 4 11 15

111 - 54 6 51 0 0 60

288

1,671 - 274 69 1,328 - - 343 1,328 1,671

51 111

335 - 44 15 276 0 0 276 335

906 - 133 36 737 0 0 169 737 906

225,362 - 64,502 9,288 130,514 21,058 - 151,572 225,362

9 238 0 0 50 238

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の老朽度・耐震性別延長集計（詳細） 
（①初期設定による） 

更新後の管種・継手別延長の計算 
（①初期設定による） 
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基幹管路等
以外

－

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

注）*1 各番号は以下の管種・継手を示す。

　(1)：ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)、 (2)：鋼管(溶接継手)、 (3)：配水用ポリエチレン管(融着継手)、

　(4)：硬質塩化ビニル管（RRロング継手）、 (5)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)良い地盤、 (6)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)悪い地盤、

　(7)：ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)、 (8)：水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)、 (9)：硬質塩化ビニル管(RR継手)、

　(10)：硬質塩化ビニル管(TS継手)、 (11)：鋳鉄管、 (12)：石綿セメント管、

　(13)：鋼管(ねじ込み継手)、 (14)：管種継手不明

〃 〔3〕 〃 〔4〕 〔5〕 〃 〔6〕

計計

耐震適合性

71.4

65.0

31.3 68.7

0.0

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

0.0

0.0

0.0

0.7

〃 〃 〔7〕 〃 〔8〕

耐震適合性あ
り

①＋②

21,901 1,669 54,119

3,041 205

695 23

〔1〕 〃 〔2〕 〃 〃

2,052

10,367

63,211

- - - - -

16,693

老朽度等

-

225,362

300,993

64,502 9,288 130,514

1,671

78,499

222,493

-

69

741

-

810

21,058

21,058

21,868

45,145

-

-

1,334

274 69 1,328

7,053

1,198 - 1,198 - - - - 1,198

95,820 205,173

- 151,572

-

-

3.6

1,373 44,404 18,066

- 1,198 100.0 - 100.0 -

63,030 9,219 129,186 72,249

84,932 10,888 183,304

- - - - - - - - -

79.5

耐震適合性

〃

①
耐震管

耐用年数
以内

耐用年数
超過

耐震適合性あ
り

①＋②

老朽度等

23,571 54,929 27.9 2.1 68.9

343 1,328 16.4 4.1

1.1 65.0

1.0

〃 〃

73,790

150,244 28.3 4.1 9.5

9.3

- -

3,246 7,122

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

2,052

10,367

63,211

1,671

78,499

222,493

225,362

70.2-

-

- 30.0

①
耐震管

-

-

-

-

-

-

- 28.2

67.328.6 4.1 57.9 32.7

20.5

35.0

29.3 2.0

60.9

68.0

58.1

0.0

0.0

0.0

0.0

-

-

100.0

100.0 68.2

718 1,334

300,993

0.0

26.4 2.2

67.5

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

-

70.0

79.5

- 100.0

31.87.3 -

32.5

- - 100.0

- - -

70.9 100.0

100.0

1.2

0.0

33.9

28.6

-

0.0

100.0

4.1 79.5

-

-

-

1,440 47,512 729 - 19,827 48,241 68,068 100.0 - 27.0

69 1,328 - - 343 1,328 1,671 100.0 - 16.4

2.1 69.8 1.1 - 29.1 70.9 100.0

69,739 - 18,661 1,509 48,840 729 - 20,170 49,569 69,739 100.0 - 26.8 2.2 70.0 1.0 - 28.9 71.1 100.0

68,068 - 18,387

全体*1

耐震性

延長割合（％）

耐震性

全体*1

管路延長（m）

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

⑤
管種継手

不明
耐用年数

以内
耐用年数

超過

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

⑤
管種継手

不明

(10) (11)
(12) (13)

(14) － － －

－ － (1) (2) (3) (4) (5)
(6) (7) (8)

(9)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － － － － － (1) (2) (3) (4) (5)
(6) (7) (8)

(9)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － － －

－

- - 20.5 79.5 100.0

上記以外の配水支管

配水支管　計

全体　合計

管
路
全
体

重要給水
施設管路
（参考）

　　　重要給水施設基幹管路

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

　　　　　　　　計

1,671 - 274

管路区分

基幹管路等

基幹管路

導水管

送水管

配水本管

基幹管路　計

配水支管

重要給水施設管路*1

二次災害
おそれ管路

復旧困難
管路

基幹管路等 計

耐震性区分

基幹管路等

基幹管路等以外 －

様式A4-5　計画目標年度の管路構成の集計（初期設定）

75,630 - 20,429 1,600 52,791 810 - 22,030 53,601 75,630 100.0 - 27.0 2.1 69.8 1.1 0.0 29.1

(4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11)
(12) (13)

(14)－ (1) (2) (3) － － － － (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の老朽度・耐震性別 

延長集計（管路区分別） 

（①初期設定による） 
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耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

〔1〕 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〔2〕 〃 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

導水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

送水管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

配水本管 ○ ○ ○ ○ ○ ○

重要給水
施設管路

*2
○ ○ ○ ○ ○ ○

二次災害
おそれ
管路

○ ○ ○ ○ ○ ○

復旧困難
管路 ○ ○ ○ ○ ○ ○

基幹
管路等
以外

上記以外の
配水支管 0.10 0.10 0.10 ○ ○ ○

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

注）*1 入力部（水色部）は以下のように入力。

　全てを更新対象とする場合　：○

　全てを更新対象外とする場合：空欄

　一部を更新対象とする場合　：更新対象の延長比率(0～1の小数)。

*2 重要給水施設基幹管路を除く。

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

(6)

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

悪い地盤

耐用
年数
超過

(4)

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

耐用
年数
以内

良い地盤

(13) (14)(11)(1) (2) (3) (7) (8) (9) (10) (12)

様式A4-1　更新対象管路設定（計画設定）*1

基幹
管路等

ダク
タイル
鋳鉄管
(NS形

継手等)

鋼管
(溶接
継手)

配水用
ポリエチ
レン管
(融着
継手)

硬質塩化
ビニル管
（RRロン
グ継手）

ダク
タイル
鋳鉄管
(K形

継手等)

ダク
タイル
鋳鉄管
(A形

継手等)

水道用
ポリエチ

レン

二層管

(冷間
継手)

硬質塩化
ビニル管
(RR継手)

硬質塩化
ビニル管
(TS継手)

鋳鉄管
石綿

セメント
管

(5)

鋼管
(ねじ込み
継手)

管種継手
不明

基幹管路

配水支管

重要給水施
設管路

（参考） 重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

管路区分

重要給水施設基幹管路

管路全体

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事例では概算工事費が投資可能額となるように、 

配水支管の更新対象を削減して設定。 

更新対象管路の設定 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔2〕 〃 〃 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔1〕 〃 〃 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔6〕

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 23 23 - - - 23 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 4,328

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - - - 6 6 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 1,314

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 119 119 - - - - - - - - - - - - - - - - 34 34 - - - 153 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 11,636

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 16 16 - - - - - - - - - - - - - - - - 28 28 - - - 44 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 2,921

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 6 6 - 138 138 - - - - - - - - - - - - - - - - 85 85 - - - 229 - 20,199

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 19 19 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 19 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 3,154

400 - - - - - - - - - - - - - - - 4 4 - 168 168 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 172 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,112

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9 9 - - - 9 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 931

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 196 196 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 196 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 17,052

150 - - - - - - - - - - - - - - - 51 51 - 125 125 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 176 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 13,376

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 87 87 - - - - 365 365 - 2 2 - - - - - - - - - - - - 454 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 30,418

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 68 68 - - - - - - - 689 689 - - - 759 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 31,886

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 55 55 - 595 595 - - - - 367 367 - 70 70 - - - - - - - 699 699 - - - 1,786 - 121,929

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 73 73 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 73 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 17,885

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 71 71 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 71 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 13,419

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 342 342 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 342 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 56,772

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12 12 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 1,752

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 29 29 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 29 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,712

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 180 180 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 180 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 20,160

250 - - - - - - - - - - - - - - - 40 40 - 491 491 - - - - - - - - - - 683 683 - - - - - - - - - 1,214 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 120,216

200 - - - - - - - - - - - - - - - 125 125 - 1,182 1,182 - - - - - - - - - - 1,989 1,989 - - - - - - - - - 3,296 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 286,787

150 - - - - - - - - - - - - - - - 191 191 - 1,618 1,618 - - - - - - - 363 363 - 975 975 - - - - - - - - - 3,147 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 239,134

100 - - - - - - - - - - - - - - - 25 25 - 263 263 - - - - - - - 116 116 - 264 264 - - - - - - - - - 668 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 44,769

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 27 27 - - - - 36 36 - 262 262 - - - - - - - - - - - - 325 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 13,650

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 381 381 - 4,288 4,288 - - - - 36 36 - 741 741 - 3,911 3,911 - - - - - - - - - 9,357 - 818,256

- - - - - - - - - - - - - - - 442 442 - 5,021 5,021 - - - - 403 403 - 811 811 - 3,911 3,911 - - - - 783 783 - - - 11,372 - 960,384

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 112

250 - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 99

200 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 435

150 - - - - - - - - - - - - - - - 4 4 - 24 24 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - 29 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 2,204

100 - - - - - - - - - - - - - - - 10 10 - 65 65 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 78 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 5,226

75 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 20 20 - - - - 9 9 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 33 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 1,386

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 19 19 - 113 113 - - - - 11 11 - - - - - - - - - - 4 4 - - - 147 - 9,462

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 265 265 - - - - - - - - - 265 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 29,680

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 560 560 - - - - - - - - - 560 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 48,720

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 373 373 - - - - - - - - - 373 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 28,348

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1,198 1,198 - - - - - - - - - 1,198 - 106,748

- - - - - - - - - - - - - - - 461 461 - 5,134 5,134 - - - - 414 414 - 811 811 - 5,109 5,109 - - - - 787 787 - - - 12,717 - 1,076,594

300 - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - 15 15 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 15 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 1,725

250 - - - - - - - - - - - - - - - 7 7 - 0 0 - - - - - - - - - - 224 224 - - - - - - - - - 232 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 22,948

200 - - - - - - - - - - - - - - - 17 17 - 27 27 - - - - - - - 8 8 - 572 572 - - - - - - - - - 624 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 54,288

150 - - - - - - - - - - - - - - - 42 42 - 233 233 - - - - 6 6 - 567 567 - 7,168 7,168 - - - - 29 29 - - - 8,044 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 611,314

100 - - - - - - - - - - - - - - - 99 99 - 644 644 - - - - 11 11 - 6,553 6,553 - 5,325 5,325 - - - - 156 156 - - - 12,787 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 856,722

75 - - - - - - - - - - - - - - - 24 24 - 202 202 - - - - 86 86 - 13,932 13,932 - 1,759 1,759 - - - - 184 184 - - - 16,186 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 679,820

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 190 190 - 1,120 1,120 - - - - 103 103 - 21,060 21,060 - 15,048 15,048 - - - - 368 368 - - - 37,888 - 2,226,817

－ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 209 209 0 1,233 1,233 0 0 0 0 114 114 0 21,060 21,060 0 16,246 16,246 0 0 0 0 372 372 0 0 0 39,233 2,343,027

- - - - - - - - - - - - - - - 651 651 - 6,254 6,254 - - - - 517 517 - 21,871 21,871 - 20,157 20,157 - - - - 1,155 1,155 - - - 50,605 - 3,303,411

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）
600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 66 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 16,097

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 64 64 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - - 85 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 15,971

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 325 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 53,933

400 - - - - - - - - - - - - - - - 9 9 - 165 165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 174 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,360

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 26 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,341

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 162 162 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 162 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 18,144

250 - - - - - - - - - - - - - - - 36 36 - 442 442 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - - 1,101 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 109,039

200 - - - - - - - - - - - - - - - 113 113 - 1,240 1,240 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - - 3,143 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 273,458

150 - - - - - - - - - - - - - - - 218 218 - 1,676 1,676 - - - - - - - 327 327 - 877 877 - - - - 31 31 - - - 3,128 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 237,736

100 - - - - - - - - - - - - - - - 23 23 - 329 329 - - - - 329 329 - 106 106 - 238 238 - - - - 25 25 - - - 1,049 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 70,296

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 24 24 - - - - 34 34 - 297 297 - - - - - - - 620 620 - - - 976 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 40,984

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 398 398 - 4,519 4,519 - - - - 363 363 - 730 730 - 3,520 3,520 - - - - 705 705 - - - 10,235 - 864,358

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 112

250 - - - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 99

200 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 3 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 435

150 - - - - - - - - - - - - - - - 4 4 - 24 24 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - 29 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 2,204

100 - - - - - - - - - - - - - - - 10 10 - 65 65 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 78 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 5,226

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 20 20 - - - - 9 9 - - - - - - - - - - 2 2 - - - 33 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 1,386

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 19 19 - 113 113 - - - - 11 11 - - - - - - - - - - 4 4 - - - 147 - 9,462

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 66 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 66 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 245 16,097

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 64 64 - - - - - - - - - - - - - - - - 21 21 - - - 85 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 189 15,971

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 325 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 325 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 166 53,933

400 - - - - - - - - - - - - - - - 9 9 - 165 165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 174 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 146 25,360

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 26 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 26 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 128 3,341

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 163 163 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 163 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 112 18,256

250 - - - - - - - - - - - - - - - 37 37 - 442 442 - - - - - - - - - - 615 615 - - - - 9 9 - - - 1,102 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 99 109,138

200 - - - - - - - - - - - - - - - 115 115 - 1,243 1,243 - - - - - - - - - - 1,791 1,791 - - - - - - - - - 3,148 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 87 273,893

150 - - - - - - - - - - - - - - - 222 222 - 1,700 1,700 - - - - 1 1 - 327 327 - 877 877 - - - - 31 31 - - - 3,157 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 76 239,940

100 - - - - - - - - - - - - - - - 33 33 - 394 394 - - - - 330 330 - 106 106 - 238 238 - - - - 27 27 - - - 1,127 ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等) 67 75,522

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - 44 44 - - - - 43 43 - 297 297 - - - - - - - 622 622 - - - 1,009 配水用ポリエチレン管(融着継手) 42 42,370

小計 - - - - - - - - - - - - - - - 417 417 - 4,632 4,632 - - - - 374 374 - 730 730 - 3,520 3,520 - - - - 709 709 - - - 10,382 - 873,820

更新計画（兼耐震化計画）対象延長（ｍ）
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計

様式A4-2　更新計画（更新対象管路）（計画設定）

基
幹
管
路

基幹管路　計

配水支管　計

配
水
支
管

管路区分

① ① ① ② ② ③ ③

耐震性区分〔7〕
基幹管路等

基幹管路等以外 ① ① ① ② ② ③ ③ ③ ② ④ ④ ④ ④ ⑤

基幹管路等以外
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重
要
給
水
施
設

管
路
*
1

管
 
路
 
全
 
体

重
要
給
水
施
設
管
路
（

参
考
）

重要給水施設管路
(重要給水施設

　　基幹管路を除く)

耐震性区分
基幹管路等

 

 

 

 

 

更新延長の計算 
（②計画設定：初期設定の見直し） 

概算工事費の計算（詳細） 
（②計画設定：初期設定の見直し） 
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基幹管路等 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9)
(10) (11) (12)

(13)
(14)

基幹管路等以外 (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11) (12)

(13)
(14)

基幹管路等 0 0 6,009 6,708 0 12,717

基幹管路等以外 0 103 1,309 36,476 0 37,888

計 0 103 7,318 43,183 0 50,605

基幹管路等 0 0 549,140 527,454 0 1,076,594

基幹管路等以外 0 4,814 86,381 2,135,623 0 2,226,817

計 0 4,814 635,521 2,663,076 0 3,303,411

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

重要給水施設基幹管路 0 0 5,279 4,955 0 10,235

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

0 0 143 4 0 147

計 0 0 5,422 4,959 0 10,382

重要給水施設基幹管路 0 0 485,906 378,452 0 864,358

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

0 0 9,244 218 0 9,462

計 0 0 495,150 378,670 0 873,820

注）*1 各番号は以下の管種・継手を示す。

(1)：ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)、　　   　(2)：鋼管(溶接継手)、　　　　　　　　　　　　　　　(3)：配水用ポリエチレン管(融着継手)、
(4)：硬質塩化ビニル管（RRロング継手）、   　(5)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)良い地盤、　　 　　(6)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)悪い地盤、
(7)：ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)、　　　  　(8)：水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)、　　　　　(9)：硬質塩化ビニル管(RR継手)、
(10)：硬質塩化ビニル管(TS継手)、　　　　  　(11)：鋳鉄管、　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(12)：石綿セメント管、
(13)：鋼管(ねじ込み継手)、　　　　　　　  　(14)：管種継手不明

計

管路区分

管種継手番号*1
〔1〕

様式A4-3　更新対象管路延長、概算工事費（計画設定）
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管種・継手）

⑤
管種継手
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更新延長・概算工事費の集計 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕 〔1〕 〃 〔2〕

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 478 - 478 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 18 - 18 - - - - - - - - - 23 2 93 - 118 23 - 23 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 153 - 153 - - - - - - - - - - - - - - 1,070 - 1,070 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 44 - 44 - - - - - - - - - - - - - - 145 - 145 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 693 - 693 - - - - - - - - - 23 2 93 - 118 1,241 - 1,241 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 19 - 19 - - - - - - - - - - - - - - 176 - 176 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 172 - 172 - - - - - - - - - 17 2 67 - 86 1,509 - 1,509 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 439 - 439 - - - - - - - - - 2 - 6 - 8 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 266 - 266 - - - - - - - - - 2 - 5 - 7 1,761 - 1,761 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 176 - 176 - - - - - - - - - 184 20 765 - 969 1,123 - 1,123 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 454 - 454 - - - - - - - - - - - - - - 786 - 786 - - - 851 - 851 1 - 1 - - - - - - - - - - - -

75以下 734 - 734 - - - 759 - 759 - - - - - - - - - - - - - - 3 - 3 68 - 68 - - - - - - - - - - - -

小計 2,260 - 2,260 - - - 759 - 759 - - - 205 22 843 - 1,070 5,355 - 5,355 - - - 855 - 855 69 - 69 - - - - - - - - - - - -

600 73 - 73 - - - - - - - - - - - - - - 662 - 662 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 71 - 71 78 - 78 - - - - - - - - - - - 642 - 642 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 342 - 342 - - - - - - - - - - - - - - 3,078 - 3,078 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 12 - 12 - - - - - - - - - - - - - - 105 - 105 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 29 - 29 - - - - - - - - - - - - - - 264 - 264 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 461 - 461 - - - - - - - - - - - - - - 1,623 - 1,623 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,302 - 2,302 - - - - - - - - - 144 16 602 - 762 4,417 - 4,417 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,441 - 5,441 - - - - - - - - - 450 50 1,873 - 2,373 10,641 - 10,641 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,682 - 6,682 57 - 57 - - - - - - 690 77 2,872 - 3,639 14,561 - 14,561 - - - - - - 363 - 363 - - - - - - - - - - - -

100 668 - 668 - - - - - - - - - 89 10 371 - 470 2,368 - 2,368 - - - - - - 116 - 116 - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - 325 - 325 - - - - - - - - 242 - 242 - - - 84 - 84 262 - 262 - - - - - - - - - - - -

小計 16,081 - 16,081 134 - 134 325 - 325 - - - 1,373 153 5,718 - 7,244 38,602 - 38,602 - - - 84 - 84 741 - 741 - - - - - - - - - - - -

19,034 - 19,034 134 - 134 1,084 - 1,084 - - - 1,600 177 6,654 - 8,431 45,198 - 45,198 - - - 938 - 938 810 - 810 - - - - - - - - - - - -

300 1 - 1 - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 - 13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1 - 1 - - - - - - - - - 3 - 11 - 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 53 - 53 - - - - - - - - - 6 1 26 - 33 25 - 25 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 41 - 41 1 - 1 - - - - - - 15 2 63 - 80 212 - 212 - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - -

100 126 - 126 3 - 3 - - - - - - 36 4 149 - 189 585 - 585 - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - -

75 2 - 2 - - - 38 - 38 - - - 9 1 35 - 45 183 - 183 - - - 20 - 20 - - - - - - - - - - - - - - -

小計 224 - 224 4 - 4 38 - 38 - - - 69 8 286 - 363 1,018 - 1,018 - - - 24 - 24 - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

600 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 265 - 265 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 560 - 560 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 373 - 373 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

100 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

75以下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小計 1,198 - 1,198 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

20,456 - 20,456 138 - 138 1,122 - 1,122 - - - 1,669 185 6,940 - 8,794 46,216 - 46,216 - - - 962 - 962 810 - 810 - - - - - - - - - - - -

300 15 - 15 - - - - - - - - - 31 3 127 8 169 1,305 131 1,436 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 232 - 232 - - - - - - - - - 263 29 1,090 65 1,447 18 2 19 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,329 - 5,329 - - - - - - - - - 624 69 2,597 156 3,445 2,439 244 2,683 - - - - - - 8 - 8 - - - - - - - - - - - -

150 9,239 - 9,239 57 - 57 - - - - - - 1,498 167 6,245 375 8,285 20,943 2,094 23,038 - - - 146 56 202 567 - 567 - - - - - - - - - - - -

100 17,497 - 17,497 295 - 295 - - - - - - 3,552 395 14,801 888 19,637 57,941 5,794 63,735 - - - 257 100 357 6,552 - 6,552 - - - - - - - - - - - -

75 180 - 180 6 - 6 16,712 - 16,712 - - - 850 95 3,545 213 4,703 18,135 1,814 19,949 - - - 2,000 771 2,771 13,931 - 13,931 - - - - - - - - - - - -

小計 32,492 - 32,492 357 - 357 16,712 - 16,712 - - - 6,817 758 28,405 1,706 37,685 100,781 10,078 110,859 - - - 2,402 927 3,329 21,058 - 21,058 - - - - - - - - - - - -

－ 33,914 - 33,914 361 - 361 16,750 - 16,750 - - - 6,886 766 28,691 1,706 38,048 101,799 10,078 111,877 - - - 2,426 927 3,353 21,058 - 21,058 - - - - - - - - - - - -

52,948 - 52,948 496 - 496 17,835 - 17,835 - - - 8,486 943 35,345 1,706 46,479 146,997 10,078 157,075 - - - 3,365 927 4,292 21,868 - 21,868 - - - - - - - - - - - -

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）
600 66 - 66 - - - - - - - - - - - - - - 595 - 595 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 495 - 495 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 - 578 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 325 - 325 - - - - - - - - - - - - - - 2,928 - 2,928 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 182 - 182 - - - - - - - - - 36 4 144 - 183 1,472 - 1,472 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 26 - 26 - - - - - - - - - - - - - - 238 - 238 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 415 - 415 - - - - - - - - - - - - - - 1,460 - 1,460 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,467 - 2,467 - - - - - - - - - 132 14 547 - 693 3,976 - 3,976 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,136 - 5,136 - - - - - - - - - 406 45 1,690 - 2,142 11,165 - 11,165 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,310 - 6,310 51 - 51 - - - - - - 786 87 3,273 - 4,147 15,078 - 15,078 - - - - - - 327 - 327 - - - - - - - - - - - -

100 1,049 - 1,049 - - - - - - - - - 80 9 334 - 423 2,970 - 2,970 - - - 766 - 766 105 - 105 - - - - - - - - - - - -

75以下 661 - 661 - - - 976 - 976 - - - - - - - - 218 - 218 - - - 79 - 79 297 - 297 - - - - - - - - - - - -

小計 17,131 - 17,131 121 - 121 976 - 976 - - - 1,440 159 5,989 - 7,588 40,679 - 40,679 - - - 845 - 845 729 - 729 - - - - - - - - - - - -

300 1 - 1 - - - - - - - - - - - 2 - 2 13 - 13 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 1 - 1 - - - - - - - - - 3 - 11 - 14 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 53 - 53 - - - - - - - - - 6 1 26 - 33 25 - 25 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 41 - 41 1 - 1 - - - - - - 15 2 63 - 80 212 - 212 - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - -

100 126 - 126 3 - 3 - - - - - - 36 4 149 - 189 585 - 585 - - - 3 - 3 - - - - - - - - - - - - - - -

75 2 - 2 - - - 38 - 38 - - - 9 1 35 - 45 183 - 183 - - - 20 - 20 - - - - - - - - - - - - - - -

小計 224 - 224 4 - 4 38 - 38 - - - 69 8 286 - 363 1,018 - 1,018 - - - 24 - 24 - - - - - - - - - - - - - - -

600 66 - 66 - - - - - - - - - - - - - - 595 - 595 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

500 495 - 495 70 - 70 - - - - - - - - - - - 578 - 578 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

450 325 - 325 - - - - - - - - - - - - - - 2,928 - 2,928 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

400 182 - 182 - - - - - - - - - 36 4 144 - 183 1,472 - 1,472 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

350 26 - 26 - - - - - - - - - - - - - - 238 - 238 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

300 416 - 416 - - - - - - - - - - - 2 - 2 1,473 - 1,473 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

250 2,468 - 2,468 - - - - - - - - - 135 14 558 - 707 3,976 - 3,976 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

200 5,189 - 5,189 - - - - - - - - - 412 46 1,716 - 2,175 11,190 - 11,190 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

150 6,351 - 6,351 52 - 52 - - - - - - 801 89 3,336 - 4,227 15,290 - 15,290 - - - 1 - 1 327 - 327 - - - - - - - - - - - -

100 1,175 - 1,175 3 - 3 - - - - - - 116 13 483 - 612 3,555 - 3,555 - - - 769 - 769 105 - 105 - - - - - - - - - - - -

75以下 663 - 663 - - - 1,014 - 1,014 - - - 9 1 35 - 45 401 - 401 - - - 99 - 99 297 - 297 - - - - - - - - - - - -

小計 17,355 - 17,355 125 - 125 1,014 - 1,014 - - - 1,509 167 6,275 - 7,951 41,697 - 41,697 - - - 869 - 869 729 - 729 - - - - - - - - - - - -

0 -

1,198 - 1,198 - - - - 1,198 - 1,198

- - 0 0 0 0 0 0

0 373

- - 0 0 0 -

373

-

560 0 560

- - 0 0 0

-

265 - 265 0 0 0 0 265 0 265

- - 0 0 0 0

-

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

- - 0 0 0 0 0 0

-- - - - - - -

0 0 0 0 0 0 0 -

-

-

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

- - 0 0 0 0 0 0

-

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

- - 0 0 0 0 0 0

-

-

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

- - 0 0 0 0 0

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

- - 0 0 0 0 0 0 0 -

- - 0 0 0 0 0

〔8〕

口径等
区分
(mm)

-

- - 0 0 0 0 -

-

13,469

13,654

② ② ④ ⑤

1,875 -

18,397 45

5,305 9

67,908 159

-

50

1,478

1,602

〃

0 0

- - 0 0 0 0 0

8

-

77

10

-

153

-

-

20

-

-

22

-

〔5〕 〃

-

-

- -

2

-

-

-

-

-

2

-

-

-

-

-

-

-

16

735

-

195

1,764

478

-

157

-

-

-

3

1,223

189

-

2,050

-

-

110

333

902

287

1,663

4

1

- -

185

142

96

469

2,692

7,177

2,893

- -

78,314

-

560 -

913

63,058

16

15

計

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計 合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計

耐震適合性
あり

①＋②

耐用
年数
以内

耐震適合性
なし

③＋④＋⑤

鋼管
(ねじ込み継手)

ダクタイル
鋳鉄管

(NS形継手等)

鋼管
(溶接継手)

配水用
ポリエチレン管
(融着継手)

硬質塩化
ビニル管

（RRロング継手）

ダクタイル
鋳鉄管

(K形継手等)

ダクタイル
鋳鉄管

(A形継手等)

-

管路区分

③ ③ ③ ③ ④ ④

-

-

耐用年数
以内

耐用年数
超過

- -

791

3,420

117

293

2,083

7,466

18,404

25,225

3,612

-

-

447

2,034

(6)

管種継手
不明 耐震性

(13) (14)(11) (12)(9) (10)(5)
良い地盤 悪い地盤 耐震適合性全体

老朽度等

2,248

2,093

1,565

10,345

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

10,997

38,694

100,895

55,359

209,025

将来の管路延長（ｍ）

耐用
年数
超過

合計

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

導
水
管

(1) (2) (3) (4) (7) (8)

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

耐用
年数
超過

合計
耐用
年数
以内

水道用
ポリエチレン二層管

(冷間継手)

硬質塩化
ビニル管
(RR継手)

硬質塩化
ビニル管
(TS継手)

鋳鉄管
石綿

セメント管

復
旧
困
難

管
路

耐用
年数
超過

0 0 478

0 0 3 0 0

693 25 1,334 - 718

0 0

478 0

0 0

〔6〕 〃 〃 〃 〃 〔7〕

-

2

43

0

①
耐震管

②
耐震適合性あ

り

116

0 0 0 00

0

0 0 0 0 00

-

0 0 0 0 0 00

3

0 0 0 0 0 00

0

44 0 145 0 44 145

153 0 1,070 0 153 1,0700

0

0 0

1,334

0

19

0 0 0

0

0 0 0

0 0

0 176

1,638 0 454 1,639

0 380 1,888

1454 0

1,576

0 19 176

0

0 0 0

0 0 0 0 0

6 0 441 6

0 0 0

172 19

3,019 227 7,053 - 3,246

1,576 0 191

439 2

149 0 642 0 149 642

73

711,494 0 3 0

662 0 73 662

1,766

176 204 1,888

266 2 1,766 0 268

1,494

0

7,122

68

0

342 0 3,078 0 342 3,078

461 0 1,623 0 461 1,623

29 0 264 0 29 264

12 0 105 0 12 105

2,302 160 5,019 0 2,463 5,019

668 99 2,739 0 767 2,855

6,739 767 17,433 0 7,506 17,796363

116

16,540 1,526 44,404 -

325 0 326 0 325 588262

4 11

741

0

5,441 500 12,514 0 5,940 12,514

18,066 45,145

59 276

53

0 1 15

1

1 0 15

3 11

7 51 0 60 51

0

0

0

0

42

20,614

129 40 737 0 169

50 238

0 0 0

0

-

0 0 0 0

77 1,328 343 1,328

0

0 0 0 0 0 0 0

10 238

-

4,304

23,571 54,929

0

0

8

567

0 0

0

0

0

-

0

0 0

5,444

0

810

1,866 29,658 0

6,022

0 0 0 0 373

0

54,119 -

0

266

17 276 0

0 0 0

0 0 0

0 0

0

40

1,571

-

373

0

560 0 0 0 0

85,976

37,638

9,295

0 524 1,174

5,329

71,278 12,758 195,088 -

-

① ① ①

287,339

69

0

0

0

0

0

0

0

0

6,552

④

-

16

10,367

735

791

3,420

117

293

2,083

195

1,766

-

1

2

737

11,162 30,225

79,424 0 22,096

21,716 1,854

13,931

21,058

21,868

415

578

49 1,571

49,562 10,904 140,969

0

0

60,466

管路延長集計（ｍ）

-

478

-

159

-

-

-

0 0 0 0 0 0

0

0

0 0

0

189

-

2,052

-

0

18 25 116 0

222,493

300,993

1,620

1,698

11,465

41,386

108,072

58,252

15

111

335

906

288

1,671

78,499

7,482

18,454

25,302

3,622

913

63,211

0

0

3

1,223

62,007

84,036 216,956

232

15 34

66 0 595 0 0 66 595 661

1,142 - 564 0 578 0 0 564 578 1,142

292 1,174

693 5,436

16,898 3,716 23,707

17,792

162,028

3,253

1,834 4 182 39 1,616 0 0 221 1,616 1,838

264 - 26 0 238 0 0 26 238 264

3,253 - 325 0 2,928 0 0 325 2,928

0 1,460 0 0 415 1,460 1,875

7,122 14 2,467 146 4,523 0 0 2,613 4,523 7,136

5,136 451 12,855 0 0 5,587 12,855 18,442

25,826 87 6,361 874 18,351 327 0 7,235 18,678 25,913

1,049 89 4,070 105 0 1,138 4,175 5,314

2,230 - 1,637 0 297 297 0 1,637 593 2,230

18,227 1,599 47,512 729 - 19,827 48,241 68,068

計

661 - 66 0 595 0 0 66 595 661

1,142 - 564 0 578 0 0 564

重要給水施設基幹管路

661 -

1,142

3,253 325 0 2,928 0 0 325 2,928 3,253

1,834 4 182 39 1,616 0 0 221 1,616 1,838

264 - 26 0 238 0 0 26 238 264

1,891 - 416 0 1,475 0 0 416 1,475 1,891

6,220

7,137 14 2,468 149 4,534 0 0 2,617 4,534 7,151

18,507 46 5,189 458 12,906 0 0 5,647 12,906 18,553

1,687 831 2,518

69,571 167 18,493 1,676 48,840 729 - 20,170 49,569 69,739

26,159 89 6,403 891 18,627 327 0 7,294 18,954 26,248

6,207 13 1,178 129 4,807 105 0 1,307 4,912

2,517 1 1,677 10 535 297 0

様式A4-4　計画目標年度の管路構成（計画設定）

③
耐震適合性な
し（④以外）

④
耐震適合性な
し（耐震性が特
に低い管種・継

手）

⑤
管種継手

不明

基幹管路　計 75,453 177 20,252 1,777 52,791 810 - 22,030 53,601 75,630

重
要
給
水
施
設

管
路
*
1

-

-

447

2,034

2,268

2,093

1,565

0

0

0

0

0

0

0

0

00

管
 
路
 
全
 
体

基
幹
管
路

配
水
支
管

配水支管　計

耐震性区分〔7〕
基幹管路等

基幹管路等以外 ① ① ① ② ② ③ ③ ③ ② ④

基幹管路等　計

上
記
以
外
の

配
水
支
管

配
水
本
管

全体　合計

基
幹
管
路
等
以

外

送
水
管

④ ④ ④ ⑤

重
要
給
水
施
設
管
路
（

参
考
）

重要給水施設管路
(重要給水施設

　　基幹管路を除く)

耐震性区分
基幹管路等

基幹管路等以外
① ① ① ② ② ③ ③ ③ ③ ④ ④ ④ ④ ⑤
① ① ① ② ② ③ ③ ③ ② ④ ④ ④ ④ ⑤

16 - 1 0 15 0 0 1 15 16

15 - 1 3 11 0 0 4 11 15

110 1 53 7 51 0 0 60 51 111

333 2 42 17 276 0 0 59 276 335

902 4 129 40 737 0 0 169 737 906

287 1 40 10 238 0 0 50 238 288

1,663 8 266 77 1,328 - - 343 1,328 1,671

211,886 13,477 51,026 10,981 142,297 21,058 - 163,356 225,362

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の老朽度・耐震性別延長集計（詳細） 
（②計画設定：初期設定の見直し） 

更新後の管種・継手別延長の計算 
（②計画設定：初期設定の見直し） 
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基幹管路等
以外

－

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

（※水源から重要給水施設に供給する管路を抽出して、延長や耐震化率等を求める場合、以下を使用）

注）*1 各番号は以下の管種・継手を示す。

　(1)：ダクタイル鋳鉄管(NS形継手等)、 (2)：鋼管(溶接継手)、 (3)：配水用ポリエチレン管(融着継手)、

　(4)：硬質塩化ビニル管（RRロング継手）、 (5)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)良い地盤、 (6)：ダクタイル鋳鉄管(K形継手等)悪い地盤、

　(7)：ダクタイル鋳鉄管(A形継手等)、 (8)：水道用ポリエチレン二層管(冷間継手)、 (9)：硬質塩化ビニル管(RR継手)、

　(10)：硬質塩化ビニル管(TS継手)、 (11)：鋳鉄管、 (12)：石綿セメント管、

　(13)：鋼管(ねじ込み継手)、 (14)：管種継手不明

100.0

- - - - - - -

1,198 - 1,198 - - - - 1,198 - 1,198 100.0 - 100.0 - - -

- --- - - - -

〔3〕 〃 〔4〕 〔5〕 〃 〔6〕 〃 〃 〃 〃 〔7〕 〃

計 計

〔8〕〃

①
耐震管

〔1〕 〃 〔2〕 〃

耐用年数
以内

耐用年数
超過

耐震適合性あ
り

①＋②

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

①
耐震管

1,334 33.8

耐震適合性な
し

③＋④＋⑤

耐用年数
以内

耐用年数
超過

2,050

10,345

1.2 65.0

4.6

0.7

0.2

〃 〃

0.2

0.0

20.5

25

3,019 227

54,929 27.7 2.4

75,453 177 20,252 1,777 52,791 810 - 22,030

-

31.30.07,122 29.1 2.2 68.07,053 3,246

77 1,328

54,119 23,571

99.8 0.2

4.9 63.1

13,469

13,477 6.0

71.40.018,066 45,145 26.2

79.50.0

16,540 1,526 44,404

343 1,328 15.9

1.2

0.0

- 100.0 -

21,716 1,854

- - - -

-

195,088 84,036 216,956-

- 62,007 163,356 22.6

2

22

153

8

185

51,026 10,981 142,297

22.360,466 162,02849,562 10,904 140,969 -

718

13,654

21,058

21,058

810

21,868

27.5 72.50.0

27.2 72.8

70.030.0

27.923.7

-

-

-

-

4.9 63.4 -9.5

69

2.4

耐震適合性
老朽度等 老朽度等

耐震適合性

-68.9

100.0

100.072.1

63,058

1,663

78,314

209,025

211,886

287,339 -

266

1.0

7.3

741

-

4.2 64.8

35.00.0 65.01,334

100.068.7

693

71,278 12,758

0.2

6.1

70.2 28.6

-

79.5

19,827 48,241 68,068 99.8 0.2 26.8

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

4.5

2,052

10,367

63,211

1,671

78,499

222,493

225,362

300,993

99.8

耐震適合性あ
り

①＋②

－ －

9.3

2.3 69.8 1.1 - 29.1 70.9 100.0

69,571 167 18,493 1,676 48,840 729 - 20,170 49,569 69,739 99.8 0.2 26.5 2.4 70.0 1.0 - 28.9 71.1 100.0

67,908 159 18,227

重要給水
施設管路
（参考）

　　　重要給水施設基幹管路

重要給水施設管路
(重要給水施設基幹管路を除く)

　　　　　　　　計

管路区分

耐震性区分

基幹管路等

基幹管路等以外

全体*1

耐震性

延長割合（％）

耐震性

全体*1

管路延長（m）

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

⑤
管種継手

不明

②
耐震適合性あり

③
耐震適合性なし

（④以外）

④
耐震適合性なし
（耐震性が特に

低い管種・継手）

⑤
管種継手

不明

様式A4-5　計画目標年度の管路構成の集計（計画設定）

－ (1) (2) (3) (4) (5)
(6) (7) (8)

(9)
(10) (11)
(12) (13)

(14)

管
路
全
体

基幹管路等

基幹管路

導水管

送水管

配水本管

基幹管路　計

配水支管

重要給水施設管路*1

二次災害
おそれ管路

復旧困難
管路

基幹管路等 計

上記以外の配水支管

配水支管　計

全体　合計

99.5

99.8

93.9

94.0

95.5

99.9

99.8

0.1

0.5

53,601 75,630

－ － －

－ － (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － － － － － (1) (2) (3) (4) (5) (9) (6) (7) (8)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － － －

－ － (1) (2) (3) (4) (5)
(6) (7) (8)

(9)
(10) (11)
(12) (13)

(14) － －

26.8 2.3 69.8 1.1 0.0 29.1 70.9 100.0

1,663 8 266 77 1,328 - - 343 1,328 1,671 99.5 0.5 15.9 4.6 79.5 - - 20.5 79.5 100.0

1,599 47,512 729 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の老朽度・耐震性別 

延長集計（管路区分別） 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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様式
番号

説明

耐震化事業の必要性、耐震化整備方針と費用、耐震化による効果
等を整理して分かりやすく記述する。

重要給水施設を中心とした給水の確保等、事業の目的を記述す
る。

耐震化を織り込んだ更新方針等の整備方針を記述する。

基幹施設等、基幹管路等、これら以外の施設、管路に分けて耐震
化更新等の整備施設・規模、管路口径・延長等を記述する。

整備内容別に概算事業費を記述する。

耐震化の国庫補助等について確認して、補助金、自己資金等の財
源を検討して記述する。

計画の開始年度、完了年度および計画期間を記述する。

財政状況や事業実施体制等からみた投資額の妥当性について記述
する。

　事業の目的

　整備方針

　整備内容

　費用

　財源

備考

　投資額について

入力項目

　耐震化事業の概要

様式
A5

　実施予定（計画期間）

ステップＡ５：耐震化計画書の作成 

指針 5.  P37～41 

１） 検討方法 

ステップＡ５では、住民・関係者への説明に向け、ステップＡ１～Ａ４の検討結果を

基に耐震化計画書を作成する。 

ステップＡ５のデータの入力方法を表Ａ５－１に、計算方法を表Ａ５－２に示す。 

 

表Ａ５－１ 入力方法（ステップＡ５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ａ５－２ 計算方法（ステップＡ５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

様式
A5

様式A1-2、様式A2-4、様式A3-2、様式A4-5より、浄水施設の耐震
化率、配水池の耐震化率、基幹管路の耐震適合率等を現状と計画
目標年次について表示する。

計算項目 備考

　耐震化事業による効果
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平成26年度
（現状）

平成36年度
（計画目標年度）

0.0 0.0

28.0 50.9

11.7 26.8

14.1 29.1

11.6 26.5

6.9* 23.7*

様式A5　耐震化計画書

浄水施設耐震率（PI：2207）（%）

配水池耐震施設率（PI：2209）（%）

基幹管路の耐震化率（%）

耐震化事業による効果

指　　標

整備方針

費用

概算費用
①基幹施設等の耐震化更新　  437百万円
②基幹管路等の耐震化更新　1,077百万円
③配水支管の耐震化更新　　2,227百万円
○合計　　　　　　　　　　3,741百万円

現状と同程度の投資額を想定。

○補助金（基幹管路等の耐震化更新）  200百万円
○自己財源　　　　　　　　　　　　3,541百万円
○合計　　　　　　　　　　　　　　3,741百万円

財源

投資額について

管路の耐震化率（PI：2210）（%）

項　目 内　容

耐震化事業の概要

（耐震化の必要性）
・本市の想定地震である＊＊断層地震では、最大震度は６強と想定されている。
・この地震では、耐震性の低い施設や管路が被害を受けると想定される。その場合、広い範囲が断水
し、断水は長期間に及ぶことが考えられる。
・避難所・救急病院などの重要給水施設についても断水が生じることが考えられ、その場合、給水車
両等による応急給水に頼らざるを得なくなる。
・よって、震災時に給水をできる限り確保し、断水期間を短縮するため、水道施設の耐震化を推進す
る必要がある。

（耐震化整備方針と費用）
・老朽化した施設・管路の更新は施設事故や漏水事故等のための事前対策として欠かすことができな
いことから、老朽化が進行し、かつ耐震性が低いもの等を優先して更新を行う。
・しかし、現状の耐震化率からみて、全ての施設・管路の耐震化が完了するには50～60年が必要であ
り、非常に長い期間を要する。よって、本市の耐震化方針である「今後30年間で避難所・救急病院な
どの重要給水施設への耐震化を完了する」ことを目標に、重要給水施設に供給するライン（基幹施
設・管路等）を優先して、更新順位を設定し耐震化を計画的・効率的に進める。
・なお、耐震化は基本的に老朽化施設を更新することにより行うことから、耐震化による事業量・費
用の増加は生じない。

（耐震化による効果）
・耐震化により10年後の平成36年度には、最重要施設であるＴ配水池の耐震性が確保され、基幹管路
の耐震化率は15ポイント増加し、現状に比べ施設・管路の耐震性は高くなり、断水も低減する。

整備内容

①耐用年数を超過した基幹施設の耐震化更新。
　 ・Ｔ配水池 容量4,300m3
②耐用年数を超過した全ての基幹管路等の耐震化更新。
　 ・φ75～600mm 延長12.7Km
③耐用年数を超過した一部の配水支管の耐震化更新。
   ・φ75～250mm 延長37.9Km

重要給水施設に供給する基幹施設・管路等を中心に、耐用年数を超過したものを順次、耐震性の高い
施設・管路に更新する。

平成27年度から平成36年度(計画目標年度)の10年間とする。

大規模地震等において重要給水施設を中心に給水の確保、断水期間の短縮を図るため、重要給水施設
に供給するラインを構成する基幹施設・管路等を優先して耐震化を図る。

事業の目的

実施予定
（計画期間）

重要給水施設管路の耐震化率（％）

基幹管路の耐震適合率（%）

 

２） 検討結果(例)  
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３．計画ツールのタイプＢ・Ｃを使用した

  耐震化計画策定事例 
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3．計画ツールのタイプＢ・Ｃを使用した耐震化計画策定事例 

3.1 計画策定方法(全体) 

タイプＢ・Ｃの耐震化計画策定フローを図 3 に示す。 

タイプＢ・Ｃの検討内容は、Ⅰ．更新を基本とした耐震化計画策定、Ⅱ．管路被害想

定、断水予測等、Ⅲ．施設・管路形態毎の耐震化方針策定に大別される。 

 

（Ⅰ．更新を基本とした耐震化計画策定） 

計画策定にあたり、まず基本情報となるデータの収集・整理等を行って、様式シート

にデータを入力する。施設や管路の建設年代や経過年数、管種・継手等から、現状の老

朽度・耐震性（概略判断）が自動計算され、これらを把握することができる。 

次に更新対象を設定するが、計画ツールでは「①初期設定」により、耐用年数を超過

した施設や管路は全て更新する設定としており、この条件で計画期間における施設や管

路の事業量、概算工事費、計画目標年次における老朽度・耐震性（概略判断）が自動計

算され、これらを把握することができる。 

その結果、水道事業の財政負担、事業実施体制からみて事業量が多くないか（あるい

は耐震化率等の向上からみて事業量が少なくないか）等を確認し、耐震化事業の妥当性

を検討する。 

それにより、事業量が多いと考えられる場合は、「②計画設定」により、更新対象の

設定を見直し、より重要なもの、より耐震性の低いもののみを更新対象とする等、対象

を絞り込み、再度、事業量、概算工事費、計画目標年次の老朽度・耐震性を求める。こ

のような更新対象設定は、妥当と考えられる事業水準が得られるまで繰り返し行い、更

新対象施設・管路を最終的に定める。 

更新対象施設・管路の設定にあたり、バックアップ対策を含めて優先度・範囲を定め

る場合、以下の事項を考慮して行う。 

 

＜施設・管路更新、バックアップ対策の優先度・範囲設定の考え方＞ 

(1) 施設や管路の更新については、以下の(a) (b)を考慮してリスクが大きいグループ

（例えば、(a) 地震被害が発生したときの影響が大きい施設・管路のうち、(b) 地

震被害が発生するおそれが高いもの等）の更新を優先する。 

(a) 地震被害が発生したときの影響の大きさ 

・重要給水施設への供給（供給ラインの基幹施設・管路等を優先） 

   ・供給停止する範囲、不足水量（大きいものを優先） 

      ※代替施設の有無・能力を考慮。 

※上下流の優先度については、地震発生後の通水範囲の拡大、復旧の迅速化

を考慮して上流側を優先。 
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   ・二次災害のおそれ（おそれがあるものを優先） 

   ・復旧の困難さ（復旧が困難なものを優先） 

 (b) 地震被害が発生するおそれ 

  ・施設の耐震性（昭和 28 年以前の耐震基準がない時代の施設、昭和 54 年以

前に建設された高架水槽等を優先） 

   ・管路の耐震性（石綿セメント管、鋳鉄管、硬質塩化ビニル管(TS 継手等)等

の耐震性の低い管路を優先） 

   ・地盤条件（液状化想定地区、造成地区等の施設・管路等を優先） 

(2) 施設や管路の更新にあたり、代替施設・管路が必要なものは、まずバックアッ

プ施設・管路を整備し、その後、当該施設・管路の更新を行う。 

※バックアップ施設・管路の整備により、更新工事を円滑かつ経済的に行うこと

ができ、また災害・事故に対して安定した供給体制を確立することができる。 

 

（Ⅱ．管路被害想定、断水予測等） 

Ⅰの管路データに加え、震度・地盤データを収集・整理し入力することで、管路被害

を想定する。またこの結果を用いて、断水予測等を行う。 

 

（Ⅲ．施設・管路形態毎の耐震化方針策定） 

施設・管路について、形態区分（施設は水源、構造物等、設備。管路は埋設管路、管

路付属設備、水管橋等、給水装置等）毎の耐震性ならびにバックアップ能力等の現状と

課題を確認する。 

その結果に基づき、耐震性の確保、バックアップ能力、給水の継続等の耐震化方針を

定める。 

 

これらの施設・管路等の検討結果を基に耐震化計画書を作成する。 
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　ＳＴＡＲＴ

（※タイプＡと同様）

断水予測

 ： 入力

 ： 入力計算結果

(1)費用と(2)効果の算出

NO

 ＹＥＳ

ＥＮＤ

*1

*2

断水期間の予測
［様式Ｃ６］ （Ｂ３）

※復旧速度等は入力 *1

耐震化の目標設定
［様式Ｃ７］ （Ｂ４）

これらの検討結果を耐震化計画として盛り込む場合、対象施設・管路等について能力・仕様等を検討し、Ⅰと同様に(1)費用と(2)効果を算出する等して対象範囲・
優先度等を定める。

対象施設・管路を更新した状態についても、管路被害、断水人口、断水期間等を計算。

（Ｂ１）～（Ｂ８）はタイプＢの検討ステップを示す。

耐震化計画書の作成
［様式Ｃ１３］ （Ｂ８）

指
針
目
次

※

条
件
を
満
た
す
ま
で
繰
り
返
し

(1) 計画期間の事業量・概算工事費
［様式Ｃ８－２，Ｃ１０－２・３］ （Ｂ５，Ｂ６）

※施設の概算工事費、管路の布設単価等は入力

(2) 計画目標年次の老朽度・耐震性
［様式Ｃ８－３・４，Ｃ１０－４・５］ （Ｂ５，Ｂ６）

　　　　　　　　　　　　耐震化事業は
　　　　　　　 以下の条件からみて妥当か？
　　　　　　　　　　・財政負担
　　　　　　　　　　・事業実施体制
　　　　　　　　　　・耐震化率等の向上等

５
耐
震
化
計
画
の
策
定
お
よ
び
推
進

施設・管路データの入力
［様式Ｃ１－１，Ｃ３(1)－１］ （Ｂ１，Ｂ２）

現状の老朽度・耐震性
［様式Ｃ１－２，Ｃ３(1)－２］ （Ｂ１，Ｂ２）

  □水道施設の機能維持水準の設定
　　　・基幹施設・管路等、それ以外の設定
　　　　（基幹施設・管路等は二次災害のおそれ、
           復旧困難なものを含む）
　□施設・管路データの収集・整理
　　　・施設：名称、形態・構造、能力、建設年度等
　　　・管路：口径、管種・継手、布設年度等

施設・管路の更新対象の設定
［様式Ｃ８－１，Ｃ１０－１］ （Ｂ５，Ｂ６）

（Ⅱ．管路被害想定、断水予測等）

施設・管路の耐震化方針
［様式Ｃ９，Ｃ１１］ *2

１
基
本
情
報
の
整
理

施設・管路の耐震性確認データの入力
［様式Ｃ２，Ｃ４］

震度・地盤データの入力
［様式Ｃ３(2)－１］ （Ｂ２）

現状の管路被害
［様式Ｃ３(2)－２，３］ （Ｂ２） *1

□震度・地盤データの収集・整理

２
水
道
施
設
の
被
害
想
定

３
耐
震
化
の
目

標
設
定

４
地
震
対
策
の
検
討

（Ⅲ．施設・管路形態毎の耐震化方針策定）（Ⅰ．更新を基本とした耐震化計画策定）

応急対策の検討
［様式Ｃ１２］ （Ｂ７） *2

□施設・管路の耐震性確認データの
　 収集・整理

様式は以下を示す。
　　青字：施設
　　赤字：管路
　　黒字：共通

断水人口等の予測
［様式Ｃ５］

※水道施設の想定被害等は入力 *1

①初期設定

（設定値はツールにて用意）

②計画設定

（条件を満たすまで繰り返し）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 耐震化計画策定フロー（タイプＢ・Ｃ）
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耐震化計画策定ツールのタイプＢ・Ｃのステップ別の検討内容を次表に示す。 

検討ステップは標準的なものを示しており、必要に応じて一部を省略して良い。 

 

表 6 ステップ別の検討内容（タイプＢ・Ｃ） 

検討ステップ 検討内容 

Ｃ１

(Ｂ１) 

施設(構造物)の耐震診断 ○施設について建設年度等を入力して、現状の施設の老朽

度、耐震化率等を計算。 

Ｃ２ 施設の耐震性確認 ○水源、構造物、設備等について、図面の確認や現地調査

により耐震性の現状と課題を整理。 

Ｃ３ 

(Ｂ２) 

管路(埋設管路)の被害想

定 

○管路について、管種・継手別、耐用年数以内・超過の別

等の延長を整理して入力し、現状の管路の老朽度、耐震

化率等を計算。 

○震度・地盤データを整理して入力し、管路の被害率、被

害件数を計算。 

Ｃ４ 管路の耐震性確認 ○管路、管路付属設備、水管橋、給水装置等について、図

面の確認や現地調査により耐震性の現状と課題を整理。 

Ｃ５ 断水人口等の予測 ○水道施設の被害想定結果等に基づき、断水人口、断水率

を予測。 

Ｃ６ 

(Ｂ３) 

断水期間の予測 ○水道施設の被害想定結果等に基づき、断水期間を予測。 

Ｃ７ 

(Ｂ４) 

耐震化の目標設定 ○水道施設の被害想定結果等に基づき、計画期間、水道施

設の耐震化目標等（水道施設の機能維持水準、耐震化目

標）、水道の供給目標等（応急復旧期間、応急給水量、水

供給に関する目標等）を設定 

Ｃ８

(Ｂ５) 

施設(構造物)の耐震化対

策の検討 

○施設について、耐震化更新対象を設定し（①初期設定、

②計画設定）、整備量・費用・効果を求め、これを繰り返

し行い、妥当性を検討して事業量を定める。 

Ｃ９ 施設の耐震化方針の検討 ○施設の耐震診断結果に基づき、水源、構造物等、設備の

耐震性の確保、施設のバックアップ能力、給水の継続、

復旧困難施設の耐震性の確保、二次災害の防止対策につ

いて、対象や耐震化方針を検討。 

Ｃ１０ 

(Ｂ６) 

管路(埋設管路)の耐震化

対策の検討 

○管路について、耐震化更新対象を設定し（①初期設定、

②計画設定）、整備量・費用・効果を求め、これを繰り返

し行い、妥当性を検討して事業量を定める。 

Ｃ１１ 管路の耐震化方針の検討 ○管路の被害想定結果に基づき、管路、管路付属設備、水

管橋等、給水装置等の耐震性の確保、管路のバックアッ

プ能力、復旧困難管路の耐震性の確保、二次災害の防止

対策について、対象や耐震化方針を検討。 

Ｃ１２ 

(Ｂ７) 

応急対策の方針検討 ○復旧の迅速化、応急給水の充実、危機管理体制の強化に

ついて対象や整備方針を検討。 

Ｃ１３ 

(Ｂ８) 

耐震化計画書の作成 

 

○Ｃ１～Ｃ１２の結果をとりまとめ、耐震化計画書を作成。 

 

3.2 各ステップの検討方法と検討結果（例） 

各ステップの検討方法と検討結果（例）を以降に示す。
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様式
番号

説明

施設名 施設名を入力。 ［1］

施設形態・構造

施設形態・構造を以下を参考に入力。
・施設形態：取水堰、取水塔、浅井戸、深井戸、貯水施設、
　　　　　　沈殿池、ろ過池、浄水池、配水池等
・構　　造：RC造、PC造、SUS等

［2］

能力(m3/日)

容量(m3)

施設（浄水池、配水池等以外）は能力(m3/日)を数値のみ入力。

浄水池、配水池等は、容量(m3)を数値のみ入力。
［3］

建設年度(年号)
建設年度について、和暦年号を以下により入力。
明治：1，大正：2，昭和：3，平成：4

［4］

建設年度(年度) 建設年度について、和暦年度を入力。 ［5］

基準年度(西暦)
施設の老朽度を判定する基準年度を設定し西暦を入力。
※事例では、2014年度に設定。

［8］

耐用年数(設定)

施設の耐用年数を入力。耐用年数は法定耐用年数や実耐用年数と
する。
※事例では、地方公営企業法施行規則より、取水施設：40年、導
水施設：50年、浄水・送水・配水施設：60年に設定。

［9］

簡易診断
簡易耐震診断結果（低い、中、高い）を入力。
　・簡易耐震診断の施設区分は表C1-3を参照。
　・簡易耐震診断方法は表C1-4を参照。

［12］

詳細診断
詳細診断を行っている施設は、その結果を耐震性あり・なしによ
り入力。

［13］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

入力項目 備考

耐震性

様式
C1-1

施設情報

老朽度等

ステップＣ１：施設（構造物）の耐震診断［ステップＢ１も同様］ 

指針 2.1 P10～13 

１） 検討方法 

ステップＣ１では、各施設について建設年度や簡易診断結果等より耐用年数超過の有

無、耐震性を評価するとともに、現状の施設全体の老朽度、耐震性を求める。 

ステップＣ１のデータの入力方法を表Ｃ１－１に、計算方法を表Ｃ１－２に示す。 

 

表Ｃ１－１ 入力方法（ステップＣ１） 
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表Ｃ１－２ 計算方法（ステップＣ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、タイプＣでは耐震診断方法は簡易診断を基本とするが、詳細耐震診断を行って

いる場合は、その結果を採用して耐震化計画を策定する。 

浄水施設簡易耐震診断の手引きにおける簡易耐震診断の対象を表Ｃ１－３に、簡易診

断表の例を表Ｃ１－４に示す。 

 

表Ｃ１－３ 簡易耐震診断の対象（ステップＣ１） 

 

 

 

 

施設区分 施設名称

取水・動水施設
浅井戸、深井戸、取水堰、取水塔、
取水門、導水隧道、開渠・暗渠

浄水施設
有蓋・無蓋池状構造物
（浄水池、着水井・沈澱池、ろ過池、排水池
等）

送水･配水施設
有蓋池状構造物（調整池・配水池）、
配水塔、高架水槽、PCタンク

様式
番号

説明

建設年度(和暦) 表C1-1・様式C1-1の［4］,［5］より、建設年度の和暦を計算。 ［6］

建設年度(西暦) 表C1-1・様式C1-1の［4］,［5］より、建設年度の西暦を計算。 ［7］

基準年度(西暦) 表C1-1・様式C1-1の［8］を表示。 ［8］

耐用年数
（以内・超過）

設定耐用年数（表C1-1・様式C1-1の［9］）に対し、経過年数
（本表・様式C1-1の［8］基準年度－本表・様式C1-1の［7］建設
年度）が、「以内」か「超過」かを判定。

［10］

建設年代による
「表A1-3 建設年代による施設の耐震性の概略判断基準」を基
に、本表・様式C1-1の［7］建設年度により当該施設の耐震性が
高い･中･低い･著しく低いを判断。

［11］

耐震性

・詳細診断結果がある施設は表C1-1・様式C1-1の［13］を表示。
・それ以外の施設で、本表・様式C1-1の［11］の建設年代によ
り、耐震性の高い施設は「高」を表示。
・それら以外の施設は、表C1-1・様式C1-1の［12］を表示。

［14］

計 －
表C1-1・様式C1-1の［3］より、施設全体について、施設数、能
力、能力比率を計算。

［1］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）

表C1-1・様式C1-1の［3］と本表・様式C1-1の［10］の結果を施
設全体について集計し、耐用年数以内・超過の別に、施設数、能
力、能力比率を計算。

［2］

建設年代による
表C1-1・様式C1-1の［3］と本表・様式C1-1の［11］の結果を施
設全体について集計し、耐震性が高い･中･低い･著しく低いの別
に、施設数、能力、能力比率を計算。

［3］

簡易診断による
表C1-1・様式C1-1の［3］と表C1-1・様式C1-1の［12］を施設全
体について集計し、耐震性が高い･中･低いの別に、施設数、能
力、能力比率を計算。

［4］

詳細診断による
表C1-1・様式C1-1の［3］と表C1-1・様式C1-1の［13］を施設全
体について集計し、耐震性があり･なしの別に、施設数、能力、
能力比率を計算。

［5］

耐震性

・本表・様式C1-1の［14］より、詳細診断による耐震性が「あ
り」の施設と、建設年代による耐震性が「高い」施設を耐震性
「あり」とする。
・これら以外の施設を耐震性「なし・未判定」とする。
・これらの両方について、表C1-1・様式C1-1の［3］より施設
数、能力、能力比率を計算。

［6］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

計算項目 備考

様式
C1-1

施設情報

老朽度等

耐震性

様式
C1-2

耐震性
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表Ｃ１－４ 簡易耐震診断表（例）（ステップＣ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：浄水施設簡易耐震診断の手引き（平成 26年 6月）公益財団法人 水道技術研究センター 

 

担当者 □□　□

作成年月 H■年△月

区　分 点　数 評価点 平均値

Ⅰ　種 0.5

Ⅱ　種 1.5

Ⅲ　種 1.8

な　し 1.0

おそれあり 2.0

あ　り 3.0

地山、切土 1.0

傾斜地等 1.2

山　頂 1.3

埋立地、盛土 1.5

地　下 1.0

半地下 1.1

地　上 1.2

1983～2000年 1.0

1970～1982年 1.5

1957～1969年 1.6

1956年以前 1.8

基準値以上 1.0

基準値未満 1.5

0.1以上 1.0

0.1未満 1.5

小 1.0

中 1.5

大 2.0

あ　り 1.0

な　し 2.0

な　し 1.0

あ　り 2.0

震度5+、6- 2.2

震度6+、7 3.6

高い （ 12.0＞）  

中 （12.0～24.0） *

低い （24.0＜）  

評価平均値 1.90

10点満点換算値

　注1）　（　）内は幾何平均値、その下の数値は最大値に対する10点満点換算値を示す。

1.0

耐
　
震
　
性
　
能

立
地
条
件
等
　

（
外
的
条
件

）

地盤種別 0.5

評　価　項　目

種　別

名　称

備　　　　考

　有蓋・無蓋池状構造物　（浄水池・配水池、沈澱池・ろ過池等）

  ○○市水道部　●●第２浄水場　横流式薬品沈澱池

施工地盤 1.0

液状化

方向別壁面積
池面積

施工位置 1.1

(

基
本
性
能

)

水
 

密
 

性

構
造
的
強
度
　

（
内
的
条
件

）

竣工年度 1.5

1.5

8.03

3.0m/2 = 1.5m < 2.0m

(1.36)

部材の劣化度 1.5

池容量 474.5㎥

　基準値0.07 ＞ 0.027

側壁厚
側壁高

1.0
(0.12)

伸縮目地 2.0

可とう管
（場内配管接続部）

1.0
(1.41)
7.07

耐　震　性 13.37

　　 2）　方向別壁面積／池面積の基準値：　池容量1,000ｍ3未満の場合0.07、1,000ｍ3以上の場合0.04

(0.86)
4.87

耐　震　性　評　価　点
(1.27) (参考）最大値

6.68

想定震度 3.6
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年号 年度 和暦 西暦

〔1〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔6〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕 〔14〕

Ｋ２号水源 325m3/日 3 49 昭和49年度 1974 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 3 53 昭和53年度 1978 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 3 53 昭和53年度 1978 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 3 52 昭和52年度 1977 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 3 55 昭和55年度 1980 2014 40年 以内 中 低い 低い

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 3 56 昭和56年度 1981 2014 40年 以内 中 低い 低い

Ｓ１号水源 1,540m3/日 3 50 昭和50年度 1975 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 3 51 昭和51年度 1976 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 3 54 昭和54年度 1979 2014 40年 以内 低い 低い 低い

Ｙ水源 280m3/日 3 47 昭和47年度 1972 2014 40年 超過 低い 低い 低い

2014 50年

2014 50年

Ｉ浄水場 14,500m3/日 3 46 昭和46年度 1971 2014 60年 以内 低い 低い なし なし

2014 60年

Ｋ新配水池 136m3 3 57 昭和57年度 1982 2014 60年 以内 中 低い 低い

Ｔ配水池 4,300m3 3 28 昭和28年度 1953 2014 60年 超過 著しく低い 低い なし なし

Ｈ配水池 6,500m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 4 15 平成15年度 2003 2014 60年 以内 高い 高い 高い

Ａ配水池 180m3 3 59 昭和59年度 1984 2014 60年 以内 中 低い 低い

Ｅ配水池 1,300m3 3 48 昭和48年度 1973 2014 60年 以内 低い 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 3 62 昭和62年度 1987 2014 60年 以内 中 低い 低い

Ｙ配水池 190m3 3 46 昭和46年度 1971 2014 60年 以内 低い 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 4 18 平成18年度 2006 2014 60年 以内 高い 高い 高い

Ｉ１号水源 2,840m3/日 3 45 昭和45年度 1970 2014 40年 超過 低い 低い 低い

Ｉ２号水源 1,513m3/日 3 45 昭和45年度 1970 2014 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ１１号水源 158m3/日 3 56 昭和56年度 1981 2014 40年 以内 中 低い 低い

Ｓ３号水源 1,540m3/日 3 54 昭和54年度 1979 2014 40年 以内 低い 低い 低い

2014 50年

2014 50年

2014 60年

2014 60年

Ｋ旧配水池 100m3 3 49 昭和49年度 1974 2014 60年 以内 低い 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 4 16 平成16年度 2004 2014 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｂ配水池 288m3 4 14 平成14年度 2002 2014 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｕ配水池 48m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 低い 低い

Ｕポンプ所 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 高い 高い

Ｄ配水池 65m3 3 61 昭和61年度 1986 2014 60年 以内 中 低い 低い

*1 建設年度のうち、年号は「明治：1」、「大正：2」、「昭和：3」、「平成：4」とする。

*2 建設時の構造計算書により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*3 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*4 詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い 高い 中 低い あり なし・未判定 あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〃 〔5〕 〃 〔6〕 〃

施設数 12 11 0 2 10 0 0 0 12 0 0 0 12

能力(m3/日) 17,125 16,845 0 3,400 13,725 0 0 0 17,125 0 0 0 17,125

比率(%) 100.0 98.4 0.0 19.9 80.1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 14,500 0 0 0 14,500 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 9 8 2 4 2 1 2 1 6 1 1 3 6

容量(m3) 18,206 13,906 3,600 8,816 1,490 4,300 3,600 6,500 8,106 1,300 4,300 4,900 13,306

比率(%) 100.0 76.4 19.8 48.4 8.2 23.6 19.8 35.7 44.5 23.2 76.8 26.9 73.1

施設数 4 2 0 1 3 0 0 0 4 0 0 0 4

能力(m3/日) 6,051 1,698 0 158 5,893 0 0 0 6,051 0 0 0 6,051

比率(%) 100.0 28.1 0.0 2.6 97.4 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 2 3 1 0 3 0 3 2 0 2 4

容量(m3) 576 576 363 113 100 0 363 0 213 363 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 63.0 19.6 17.4 0.0 63.0 0.0 37.0 100.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 13 0 3 13 0 0 0 16 0 0 0 16

能力(m3/日) 23,176 18,543 0 3,558 19,618 0 0 0 23,176 0 0 0 23,176

比率(%) 100.0 80.0 0.0 15.4 84.6 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 14,500 0 0 0 14,500 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 15 14 4 7 3 1 5 1 9 3 1 5 10

容量(m3) 18,782 14,482 3,963 8,929 1,590 4,300 3,963 6,500 8,319 1,663 4,300 5,263 13,519

比率(%) 100.0 77.1 21.1 47.5 8.5 22.9 21.1 34.6 44.3 27.9 72.1 28.0 72.0

施設数 32 28 4 10 17 1 5 1 26 3 2 5 27

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

〔2〕

施設
区分

施設区分

〃

耐震性

建設年代
による

1送水

・

配水

0

0

0.0

1

4,300

23.6

2

4,353

71.9

0

0

0.0

0

4,300

22.9

取水

4

耐震性

0

0.0

0

0

0.0

3

4,633

20.0

0

0

0.0

0

0

0.0

1

280

1.6

0

0

0.0

建設年代による

導水

浄水

計

老朽度等

基
幹
施
設
等

取
水

浅井戸

深井戸

耐用年数
以内・超過

施設名 施設形態・構造
能力(m

3
/日)

容量(m
3
)

建設年度*1 基準年度
(西暦)

深井戸

深井戸

深井戸

耐用年数
（設定）

施設情報

深井戸

深井戸

深井戸

全
体

深井戸

深井戸

深井戸

浄
水

沈澱池､ろ過池､浄水池等

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

浄
水

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(SUS)

配水池(RC造)

深井戸

導
水

取
水

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

導
水

配水池(SUS)

配水池(RC造)

耐震性

様式C1-2　現状の施設全体の老朽度・耐震性

様式C1-1　現状の各施設の老朽度、耐震性

送水

・

配水

簡易診断
*2

詳細診断
*3

耐震性
*4

浄水

基
幹
施
設
等
以
外

基
幹
施
設
等

取水

詳細診断による耐用年数
以内

取水

導水

導水

浄水

送水

・

配水

計

老朽度等

耐用年数
超過

簡易診断による

基
幹
施
設
等
以
外

送水ポンプ施設

２） 検討結果(例) －ステップＣ１：施設(構造物)の耐震診断 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ入力と現状の各施設の 

老朽度・耐震性の判定 

現状の施設全体の 

老朽度・耐震性の判定 
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様式
番号

説明

・簡易耐震診断等の結果や図面、現場確認等により、耐震性がな
いあるいは耐震性がないおそれがある水源を抽出し、耐震性の現
状と課題を整理して記述する。
・過去の地震において地下水等の濁水、湧水等の湧出量減少が生
じている場合、その水源を抽出し、影響等を記述する。

・簡易耐震診断等の結果や図面、現場確認等により、耐震性がな
いあるいは耐震性がないおそれがある地盤（液状化､地盤崩
落）、土木構造物、建築構造物、場内連絡管路を抽出し、耐震性
の現状と課題を整理して記述する。

・簡易耐震診断等の結果や図面、現場確認等により、耐震性がな
いあるいは耐震性がないおそれがある設備、ケーブル類、設備配
管を抽出し、耐震性の現状と課題を整理して記述する。

・基幹施設等を中心に、施設の複数化(施設の系統数)、浄水の確
保(緊急遮断弁等の設置状況)、停電対策(自家発電設備等の設置
状況)について不十分な施設を抽出し、施設のバックアップ能力
の現状と課題を整理して記述する。

・浄水薬品、自家用発電設備燃料等について、各々、貯蔵量、調
達ルートに課題があるものを抽出し、給水の継続に関する現状と
課題を整理して記述する。

・被害箇所の探知や復旧工事等に長期間を要すると想定される復
旧困難施設について、耐震診断結果等より耐震性がないあるいは
耐震性がないおそれがあるものを抽出し、現状と課題を整理して
記述する。

・地震による地盤崩落、配水池等の水の流出、塩素ガス等の漏洩
のおそれがある施設を抽出し、二次災害に関する現状と課題を整
理して記述する。

確認項目

給水の継続

二次災害のおそれ

施設のバックアップ能力

水源の耐震性

構造物等の耐震性

設備の耐震性

復旧困難施設の耐震性

様式
C2

備考

ステップＣ２：施設の耐震性確認 

指針 2.1 P10～13 

１） 検討方法 

ステップＣ２では、指針に基づき、水源、構造物、設備等について、図面の確認や現地調

査により耐震性の現状と課題を確認する。 

これらの検討結果に基づき、耐震化方針を検討して、施設の更新や修繕・耐震補強の際、

反映させる（耐震化方針はステップＣ９において検討）。 

ステップＣ２のデータの入力方法を表Ｃ２－１に示す。 

 

表Ｃ２－１ 入力方法（ステップＣ２） 
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対象施設等 現状と課題

・なし 　　　　　　　　　　－

・地下水は16井あり。
・湧水はなし。

・過去に地震による地下水の白濁現象が生じており、対応が必
要である。

・地盤の液状化が懸念される
施設は特になし。

　　　　　　　　　　－

・Ｔ配水池 ・周辺が地滑り防止区域に指定されている。

・Ｋ新配水池、Ｙ配水池

・Ｔ配水池

・フラットスラブ構造であり、耐震性が低いおそれがある。

・老朽化による耐震性の低下が懸念される。

・一部の送水ポンプ場の建屋 ・ブロック積で老朽化が著しいものがある。

埋設管路等
(液状化等の地盤変状への

対応)

・Ｉ浄水場や一部の配水池 ・場内連絡管路が耐震管でない。

構造物との取合部
(液状化等の地盤変状への

対応)

・Ｉ浄水場や一部の配水池
・伸縮可撓管が設置されておらず、地震による管路の抜け出し
等が懸念される。

架空部
(支持の状態)

・一部の配水池 ・架空部の管路の支持が不十分と考えられる。

・一部の水源 ・次亜貯蔵槽等の据え付けが不十分である。

・なし 　　　　　　　　　　－

・一部の水源 ・次亜貯蔵槽周りに伸縮可撓継手が設置されていない。

・配水池
・基本的に１池構成となっており、安定供給や維持管理、施設
更新にあたり課題がある。

・一部の配水池
・緊急遮断弁が設置されておらず、浄水の確保等に課題があ
る。

・ポンプ場
・ポンプ場では自家発電設備を設置しておらず、停電により供
給が停止するおそれがある。

貯蔵量 ・水源(地下水)、浄水場
・次亜塩素酸ナトリウムは20日分、凝集剤は30日分程度を貯蔵
しているが、薬品の劣化や貯蔵タンク容量を考慮すると増量は
難しい。

調達ルート ・　　　〃
・災害時の浄水薬品の確保が困難となるおそれがあるため、地
域で連携して調達ルートを確保する必要がある。

貯蔵量 ・浄水場、ポンプ場
・自家用発電設備燃料等は12時間程度を貯蔵しているが、長期
の停電を考慮すると十分とはいえない。

調達ルート ・　　　〃
・災害時の燃料等の早期調達を図るため、地域で連携して調達
ルートを確保する必要がある。

・Ｔ配水池 ・地震により被害が生じた場合、復旧に長期間を要する。

・Ｔ配水池
・上記のとおり、配水池の周辺が地滑り防止区域に指定されて
おり、地滑りによる二次災害に留意する必要がある。

・Ｔ配水池
・老朽化が進行し、漏水が発生している状況にあり、地震によ
り配水池等の水の流出に留意する必要がある。

・なし 　　　　　　　　　　－

・配水管、耐震性貯水槽

・地震による大規模火災発生時の配水調整等について消防部局
との協議が必要。
・消防水利を兼用する耐震性貯水槽について、震災時の使用方
法を協議する必要がある。

二
次
災
害
の
お
そ
れ

給
水
の
継
続

浄水薬品の
確保

自家用発電
設備燃料等

の確保

地盤崩落等

配水池等の水の流出

薬品注入設備(塩素ガス等)

設備配管
(構造物取合部の伸縮可撓性)

施設の複数化
(施設の系統数)

浄水の確保
(緊急遮断弁等の設置状況)

停電対策
(自家発電設備等の設置状況)

施
設
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
能
力

様式C2　施設の耐震性確認

復旧困難施設の耐震性

消火用水の確保

区　分

水
源
の
耐
震
性

ダム、原水調整池等
(土堰堤等の法面の安定性等)

水源水質
(地下水等の濁水、湧水等の湧出量減少)

地盤の液状化等
(液状化発生の可能性、基礎地盤の耐力、

杭基礎等の強度)

施設周辺の斜面･法面
(地盤崩落のおそれ)

土木構造物
(底版、側壁、頂版等の耐震性)

建築構造物
(壁等の耐震性)

場内連絡管
路

構
造
物
等
の
耐
震
性

設
備
の
耐
震
性

設備
(固定状態)

ケーブル類
(目地部、盤接続部等の余長の確保)

２） 検討結果(例)  
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様式
番号

説明

震度 計測震度

・地域防災計画の想定地震等による想定震度(震度階級)から以下
の関係を用いて計測震度を設定し入力。

　　震度階級： 計測震度
　　　　０　： 0.5未満
　　　　１　： 0.5以上1.5未満
　　　　２　： 1.5以上2.5未満
　　　　３　： 2.5以上3.5未満
　　　　４　： 3.5以上4.5未満
　　　 ５弱 ： 4.5以上5.0未満
　　   ５強 ： 5.0以上5.5未満
　　   ６弱 ： 5.5以上6.0未満
　　   ６強 ： 6.0以上6.5未満
　　　　７　： 6.5以上
　　（気象庁震度階級表による）

・地域防災計画において、最大速度が求められている場合は「最
大速度」欄に同値を直接入力。
※事例では給水区域における想定震度は５強～６強であるため、
計測震度は６弱の平均値である5.75と設定し入力。

［1］

微地形区分面積

(km2)

･表C3-3の微地形区分を基に、J-SHIS*1による微地形の情報から
給水区域における微地形区分面積を［3］の液状化の可能性有り
の地域を除いて測定し入力。

 *1 J-SHIS：独立行政法人防災科学技術研究所がWeb上で
　　　　　　運営する地震ハザードステーション。
　　　　　　１辺250mのメッシュで構成される表層地盤の
　　　　　　微地形区分データ等を整備。

［2］

液状化の情報を有
しており、かつ液
状化の可能性有り

の地域の面積

(km2)

・地域防災計画等による液状化の情報から、給水区域における液
状化の可能性有りの地域の面積を測定し入力。

［3］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

備考入力項目

様式
C3-1

地盤面積

ステップＣ３：管路（埋設管路）の被害想定［ステップＢ２も同様］ 

指針 2.2 P13～15 

本ステップでは、管路の耐震性分類と被害想定を行う。 

なお、管路の耐震性分類については、ステップＡ３と同じであるため、ここでは記載

を省略し（計画ツールには含む）、被害想定について説明する。 

 

１） 検討方法 

ステップＣ３のデータの入力方法を表Ｃ３－１に、計算方法を表Ｃ３－２に示す。 

 

表Ｃ３－１ 入力方法（ステップＣ３） 
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様式
番号

説明

・次式より、計測震度Ｉから最大速度PGV(cm／s)を計算。

　　PGV＝10（Ｉ-2.68）／1.72

　上式は翠川・他(1999)による式を変形。
（出典：地震による管路被害予測の確立に向けた研究報告書
　　　  平成25年3月 公益財団法人 水道技術研究センター
　　　　P52）

［4］

・表C3-3に示す次式より、地震動の地表面最大速度ｖ(cm／s)か
ら標準被害率Ｒ(ｖ)(件／km)を計算。

　　Ｒ(ｖ)＝9.92×10-3×(ｖ－15)1.14
［5］

・次式より標準被害率を計算。
・標準被害率
 ＝（Σ(微地形補正係数Cg×最大速度による標準被害率Ｒ(v)
  　×微地形面積)＋標準液状化被害率5.5×液状化可能性
　　　地域面積）÷全体面積

［6］

様式
C3-2

管路
区分別管路延長

(m)
・様式A3-1の口径別管路延長を口径ランク別に集計。 全体

様式
C3-3

管路
区分別管路被害

件数(件)

・様式C3-2の管路延長×様式C3-1の［6］の標準被害率×表C3-3
に示す管種・継手補正係数×口径補正係数により管路被害件数を
計算し集計。

全体

　注） 備考欄の番号は各様式に示している。

備考

様式
C3-1

標準被害率
(件／km)

微地形・震度、液状化を考慮
した標準被害率(件／km)

計算項目

地表面最大速度
(cm／s)

 

表Ｃ３－２ 計算方法（ステップＣ３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップＣ３における管路被害想定は、表Ｃ３－３に示す管路被害予測式を用いて行

う。 
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表Ｃ３－３ 管路被害予測式と各補正係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  出典：地震による管路被害予測の確立に向けた研究報告書（平成 25年 3月）公益財団法人 水道技

術研究センター  

なお、上表に示されていない管種・継手補正係数については、「平成 18年度管路の耐震化に関す

る検討会報告書」および「平成 25年度管路の耐震化に関する検討報告書」等を参考にして水道事業

者等において設定する。 

本事例の様式 C3-3について、配水用ポリエチレン管(融着継手)は、東日本大震災において津波、

道路法面崩壊等以外の原因による被害は確認されていないことから、管種・継手補正係数を 0.0と

したが、上記の平成 25年度報告書では同震災において布設延長が十分でない等により再評価は行わ

れておらず、ここでも新たな評価を行ったものではない。 
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２） 検討結果(例) －ステップＣ３：管路（埋設管路）の被害想定 

 

様式Ｃ３－１ 標準被害率の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測震度、地盤面積等の入力による 

標準被害率の計算 

計測震度
［1］

最大速度(cm/s)
［4］

標準被害率R(v)
(件/km) ［5］

5.75 60.937 0.78

微地形区分等
面積(km2)
［2］,［3］

微地形の
補正係数

(Ｃg)

Cg×R(v)等
 ［6］

山地、山麓地、丘陵、火山地、火山山麓地、火山性丘陵 8.75 0.4 0.31

砂礫質台地、ローム台地 2.43 0.8 0.62

谷底低地、扇状地、後背湿地、三角州・海岸低地 36.47 1.0 0.78

自然堤防、旧河道、砂州・砂礫州、砂丘 0.00 2.5 1.95

埋立地、干拓地、湖沼 0.00 5.0 3.90

液状化可能性のある地域 0.97 - 5.50

計 48.62 - -

平均（面積による加重平均） - - 0.78
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φ500～600 456 - - - - - - - - - - 23 - 478

φ300～450 9 - - - 124 26 - - - - - - - 159

φ200～250 - - - - - 3 - - - - - - - 3

φ150 - - - - - 1,189 - - - - - 34 - 1,223

φ100 - - - - - 161 - - - - - 28 - 189

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 465 - - - 124 1,379 - - - - - 85 - 2,052

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 90 1,871 - - - - - - - 1,961

φ200～250 499 - - - 15 1,957 - - - - - 9 - 2,481

φ150 - - - - 1,020 1,248 - - - - - - - 2,268

φ100 - - - - - 873 - 1,216 3 - - - - 2,093

φ75以下 734 - - - - - - 5 136 - - 689 - 1,565

計 1,234 - - - 1,125 5,950 - 1,222 139 - - 699 - 10,367

φ500～600 - 78 - - - 1,448 - - - - - - - 1,525

φ300～450 281 - - - - 5,632 - - - - - - - 5,913

φ200～250 3,232 - - - 3,300 16,731 - - - 2,673 - - - 25,936

φ150 3,536 57 - - 3,830 16,179 - - 726 975 - - - 25,302

φ100 - - - - 495 2,631 - - 232 264 - - - 3,622

φ75以下 - - - - - 269 - 120 524 - - - - 913

計 7,048 134 - - 7,625 42,890 - 120 1,482 3,911 - - - 63,211

8,747 134 - - 8,873 50,219 - 1,341 1,621 3,911 - 783 - 75,630

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 2 14 - - - - - - - 16

φ200～250 48 - - - 50 28 - - - - - - - 126

φ150 12 1 - - 84 236 - 2 - - - - - 335

φ100 48 3 - - 199 650 - 4 - - - 2 - 906

φ75以下 2 - 5 - 47 203 - 29 - - - 2 - 288

計 110 4 5 - 382 1,131 - 35 - - - 4 - 1,671

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - - - - - - - - - - -

φ200～250 - - - - - - - - - - - - - -

φ150 - - - - - - - - - - - - - -

φ100 - - - - - - - - - - - - - -

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 - - - - - - - - - - - - - -

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - - - - - - 265 - - - 265

φ200～250 - - - - - - - - - 560 - - - 560

φ150 - - - - - - - - - 373 - - - 373

φ100 - - - - - - - - - - - - - -

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 - - - - - - - - - 1,198 - - - 1,198

8,857 138 5 - 9,255 51,350 - 1,376 1,621 5,109 - 787 - 78,499

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 170 1,450 - - - - - - - 1,620

φ200～250 4,705 - - - 4,916 2,729 - - 16 796 - - - 13,163

φ150 1,195 57 - - 8,327 23,270 - 208 1,134 7,168 - 29 - 41,386

φ100 4,710 295 - - 19,735 64,379 - 368 13,105 5,325 - 156 - 108,072

φ75以下 180 6 526 - 4,727 20,150 - 2,857 27,863 1,759 - 184 - 58,252

計 10,790 357 526 - 37,875 111,979 - 3,432 42,118 15,048 - 368 - 222,493

－ 10,900 361 531 - 38,257 113,110 - 3,467 42,118 16,246 - 372 - 225,362

19,647 496 531 - 47,130 163,329 - 4,809 43,739 20,157 - 1,155 - 300,993

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

基
幹
管
路
等

以
外

硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

(RR継手)

水道用
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管
(冷間継手)

配
水
支
管

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

復
旧
困
難

管
路

様式C3-2　管路（埋設管路）の延長集計

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

基幹管路等　計

管路区分
口径等
区分
(mm)

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(NS形継手等)

基
幹
管
路

基幹管路　計

配水支管　計

上
記
以
外
の

配
水
支
管

全体　合計

導
水
管

送
水
管

配
水
本
管

重
要
給
水
施
設
管
路

*
1

鋼管
(溶接継手)

配水用
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
(融着継手)

管体・継手別管路延長（ｍ）

石綿
ｾﾒﾝﾄ管

鋳鉄管
硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

(TS継手)
計

硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

（RRﾛﾝｸﾞ継
手）

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(K形継手等)

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(A形継手等)

管種継手
不明

鋼管
(ねじ込み継

手)

様式Ｃ３－２ 管路（埋設管路）の延長集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管路の耐震性分類の入力データ延長を集計 

（※様式Ａ３－１を参照） 

※本様式は現状に対するもの。 

計画(更新後)に対するものは

ツールには含むが、 

本マニュアルでは省略。 
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φ500～600 0.0 - - - - - - - - - - 0.0 - 0.0

φ300～450 0.0 - - - 0.0 0.0 - - - - - - - 0.0

φ200～250 - - - - - 0.0 - - - - - - - 0.0

φ150 - - - - - 0.9 - - - - - 0.1 - 1.0

φ100 - - - - - 0.1 - - - - - 0.1 - 0.2

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 0.0 - - - 0.0 1.1 - - - - - 0.1 - 1.2

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 0.0 0.3 - - - - - - - 0.3

φ200～250 0.0 - - - 0.0 0.6 - - - - - 0.0 - 0.6

φ150 - - - - 0.4 1.0 - - - - - - - 1.4

φ100 - - - - - 0.7 - 0.8 0.0 - - - - 1.5

φ75以下 0.0 - - - - - - 0.0 0.5 - - 2.7 - 3.2

計 0.0 - - - 0.4 2.6 - 0.8 0.5 - - 2.7 - 7.0

φ500～600 - 0.0 - - - 0.1 - - - - - - - 0.1

φ300～450 0.0 - - - - 0.9 - - - - - - - 0.9

φ200～250 0.0 - - - 0.5 5.2 - - - 2.1 - - - 7.8

φ150 0.0 0.0 - - 1.5 12.7 - - 1.4 1.9 - - - 17.5

φ100 - - - - 0.2 2.1 - - 0.5 0.5 - - - 3.2

φ75以下 - - - - - 0.4 - 0.1 2.1 - - - - 2.6

計 0.0 0.0 - - 2.2 21.4 - 0.1 3.9 4.5 - - - 32.2

- - - - 2.6 25.0 - 0.9 4.5 4.5 - 2.8 - 40.3

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 0.0 0.0 - - - - - - - 0.0

φ200～250 0.0 - - - 0.0 0.0 - - - - - - - 0.0

φ150 0.0 0.0 - - 0.0 0.2 - 0.0 - - - - - 0.2

φ100 0.0 0.0 - - 0.1 0.5 - 0.0 - - - 0.0 - 0.6

φ75以下 0.0 - 0.0 - 0.0 0.3 - 0.0 - - - 0.0 - 0.4

計 0.0 0.0 0.0 - 0.2 1.0 - 0.0 - - - 0.0 - 1.2

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - - - - - - - - - - -

φ200～250 - - - - - - - - - - - - - -

φ150 - - - - - - - - - - - - - -

φ100 - - - - - - - - - - - - - -

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 - - - - - - - - - - - - - -

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - - - - - - 0.1 - - - 0.1

φ200～250 - - - - - - - - - 0.4 - - - 0.4

φ150 - - - - - - - - - 0.7 - - - 0.7

φ100 - - - - - - - - - - - - - -

φ75以下 - - - - - - - - - - - - - -

計 - - - - - - - - - 1.3 - - - 1.3

- - - - 2.8 26.0 - 1.0 4.5 5.8 - 2.8 - 42.8

φ500～600 - - - - - - - - - - - - - -

φ300～450 - - - - 0.0 0.2 - - - - - - - 0.2

φ200～250 0.0 - - - 0.8 0.9 - - 0.0 0.6 - - - 2.3

φ150 0.0 0.0 - - 3.3 18.2 - 0.1 2.2 14.0 - 0.1 - 37.9

φ100 0.0 0.0 - - 7.7 50.4 - 0.2 25.6 10.4 - 0.3 - 94.6

φ75以下 0.0 0.0 0.0 - 3.7 31.5 - 3.6 109.0 6.9 - 0.7 - 155.4

計 0.0 0.0 0.0 - 15.5 101.2 - 3.9 136.8 31.9 - 1.1 - 290.4

－ - - - - 15.6 102.2 - 4.0 136.8 33.2 - 1.1 - 292.9

0.0 0.0 0.0 - 18.2 127.2 - 4.9 141.3 37.7 - 3.9 - 333.2

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。 1.13

1.11

管路区分
口径等
区分
(mm)

管体・継手別被害件数（件）

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(A形継手等)

水道用
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管
(冷間継手)

硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

(RR継手)

硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

(TS継手)

鋼管
(ねじ込み継

手)

管種継手
不明

計
配水用

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
(融着継手)

硬質塩化
ﾋﾞﾆﾙ管

（RRﾛﾝｸﾞ継
手）

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(K形継手等)
鋳鉄管

石綿
ｾﾒﾝﾄ管

ﾀﾞｸﾀｲﾙ
鋳鉄管

(NS形継手等)

鋼管
(溶接継手)

重
要
給
水
施
設
管
路

*
1

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

送
水
管

基
幹
管
路
等

以
外

上
記
以
外
の

配
水
支
管

復
旧
困
難

管
路

基幹管路等　計

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

導
水
管

配
水
本
管

基
幹
管
路

基幹管路　計

配水支管　計

配
水
支
管

全体　合計

1km当り被害件数
（件/km）

配水管

全体

様式Ｃ３－３ 管路（埋設管路）の被害想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害予測式による被害件数の推計 

←被害率 

※本様式は現状に対するもの。 

計画(更新後)に対するものは

ツールには含むが、 

本マニュアルでは省略。 
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ステップＣ４：管路の耐震性確認 

指針 2.2 P13～15 

１） 検討方法 

ステップＣ４では、指針に基づき、管路、管路付属設備、水管橋、給水装置等について、

図面の確認や現地調査により耐震性の現状と課題を確認する。 

これらの検討結果に基づき、耐震化方針を検討して、管路の更新や修繕・耐震補強の際、

反映させる（耐震化方針はステップＣ１１において検討）。 

ステップＣ４のデータの入力方法を表Ｃ４－１に示す。 

 

表Ｃ４－１ 入力方法（ステップＣ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

・管路全体について、耐震性の低い管種・継手の布設状況や耐震
化率等より、耐震性の現状と課題を整理して記述する。

・地盤図等より、液状化の可能性がある地区、盛土地区、地滑り
地区、活断層の近傍、地層の変化箇所、不等沈下の予想箇所を抽
出し、当該地区の管種・継手を確認し、被害が発生し易い地区に
おける管路の耐震性の現状と課題を整理して記述する。

・弁室、弁室との取合部の管路(伸縮可撓管等)、仕切り弁フラン
ジ部、空気弁(ウォーターハンマー対策)について、これらの形式
等を確認し、管路付属設備の耐震性の現状と課題を整理して記述
する。

・簡易耐震診断等の結果や図面、現場確認等により、耐震性がな
いあるいは耐震性がないおそれがある水管橋、橋梁添架管等を抽
出し、上部工、支承部の伸縮継手、落橋防止装置、下部工・基礎
部、下部工との取合部の管路（伸縮可撓管等)等について現状と
課題を整理して記述する。

・給水装置の管種・継手を確認し、耐震性の現状と課題を整理し
て記述する。
・受水槽について、据付状態、流出側配管破損時の貯留水流出防
止策等について概ねの状況を確認し、耐震性の現状と課題を整理
して記述する。
・重要給水施設の給水装置と受水槽について上記事項を確認し、
耐震性の現状と課題を整理して記述する。

・浄水場等系統間の連絡管、隣接事業者との連絡管、複数系統
管・連絡管・ループ管等の整備状況を確認し、管路のバックアッ
プ能力の現状と課題を整理して記述する。
・配水ブロック化やバルブの適正配置の状況を確認し、現状と課
題を整理して記述する。

・被害箇所の探知や復旧工事等に長期間を要すると想定される復
旧困難管路のうち、被害想定結果より耐震性がないあるいは耐震
性がないおそれがあるものを抽出し、現状と課題を整理して記述
する。

・斜面配管の箇所を抽出し、当該地区の管種・継手を確認し、管
路の耐震性の現状と課題を整理して記述する。
・震災時の消火用水の確保に関して、配水管等の配水調整、消防
水利を兼用する耐震性貯水槽の使用など、消防部局と協議が必要
な事項を整理して記述する。

様式
C4

管路の耐震性（被害が発生し
易い地区）

管路の耐震性（管種・継手）

二次災害のおそれ

管路付属設備の耐震性

備考確認項目

水管橋等の耐震性

給水装置等の耐震性

管路のバックアップ能力

復旧困難管路の耐震性
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２） 検討結果(例) 

 

 
対象地区・管路等 現状と課題

・全体

・耐震性の低い硬質塩化ビニル管(TS継手)(延長44km)、鋳鉄管
(同20km)の使用が多く、また基幹管路等にダクタイル鋳鉄管(A
形継手等)(延長51km)が用いられており、全体として管路の耐震
性は低い。
・基幹管路等の耐震化率は11.7％,管路全体の耐震化率は6.9％
と低い。

液状化の可能性がある
地区

・一級河川の支川の中山間部
の一部

・一部ではあるが左記の液状化可能性地区に耐震性の低い管路
が布設されている。

盛土地区
・中山間部の造成地区は盛土
部を有すると想定される。

・左記の盛土地区に耐震性の低い管路が布設されている。

地滑り地区 ・中山間部の＊＊地区 ・左記の地滑り地区に耐震性の低い管路が布設されている。

活断層の近傍 ・特になし 　　　　　　　　　　－

地層の変化箇所 ・不明 　　　　　　　　　　－

不等沈下の予想箇所 ・不明 　　　　　　　　　　－

弁室 ・全体
・小口径管路を中心に弁室はブロック積のものを基本的に使
用。

弁室との取合部の管路
(伸縮可撓管等)

・全体
・弁室(弁筐を除く)との取合部では伸縮可撓管は設置していな
い。

仕切弁フランジ部 ・全体 ・仕切弁の接合部は大部分がフランジ形式である。

空気弁のウォーターハ
ンマー対策

・全体
・空気弁はウォーターハンマー対策（フロート弁体の中実形状
化、およびフロート弁体案内、遊動弁体の強化）が行われてい
ない。

上部工、支承部の伸縮
継手、落橋防止装置

・平成9年度以前に布設した
もの

・上部工および支承部の伸縮継手の耐震性、落橋防止装置は基
本的に確保できていない。

下部工・基礎部
・平成9年度以前に布設した
もの

・下部工・基礎部の耐震性は基本的に確保できていない。

下部工との取合部の管
路（伸縮可撓管等)

・平成9年度以前に布設した
もの

・下部工との取合部は必要な変位量、伸縮量を有する伸縮可撓
管等を基本的に設置していない。

支持部、伸縮管
・平成9年度以前に布設した
もの

・支持部、伸縮管の耐震性は基本的に確保できていない。

取合部(伸縮可撓管等)
・平成9年度以前に布設した
もの

・取合部は必要な変位量、伸縮量を有する伸縮可撓管等を基本
的に設置していない。

・全体 ・耐震性の低い硬質塩化ビニル管(TS継手)等の使用が多い。

・全体
・受水槽の耐震性は確認できないが、据付状態や震災時の貯留
水流出防止策が十分でないものがあると考えられる。

・全体
・重要給水施設については、給水装置や受水槽の耐震性が確保
できているか否かは確認できていない。

・全体
・連絡管がある系統間もあるが、一部の地下水系と受水系は連
絡管が整備されておらず、相互のバックアップができない。

・全体 ・隣接事業者との連絡管は特になし

・全体
・配水本管は複数系統化されている路線が多いが、配水池の流
出部で比較的長い区間が単一管路となっている。

・全体 ・配水ブロック化は特に導入していない。

・全体 ・バルブは概ね適正に配置されている。

・一部の軌道、緊急輸送道路
横断部

・地震により横断部に被害が生じた場合、復旧に長期間を要す
る。

二

次

災

害

の

お

そ

れ

・中山間部の地滑り地区、盛
土地区

・左記の地区に耐震性の低い基幹管路等が布設されており、耐
震化が課題である。

区　分

管
路

(

埋
設
管
路

)

の
耐
震
性

管種・継手

被害が発生
し易い地区

管
路
付
属
設
備
の
耐
震
性

仕切弁、
空気弁、
消火栓等

復旧困難管路の耐震性

斜面配管等

様式C4　管路の耐震性確認

管
路
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
能
力

浄水場等系統間の連絡管

隣接事業者との連絡管

複数系統管、連絡管、ループ管

配水ブロック化

バルブの配置

水
管
橋
等
の
耐
震
性

水管橋

橋梁添架管

給
水
装
置
等
の
耐
震

性

管種・継手

受水槽

重要給水施設の給水装置と受水槽
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様式
番号

供給停止の想定の考え方
（以下を参考にして各施設・管路について供給停止を想定）

水源（浅井戸、深
井戸）

・浅井戸は、簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、液
状化ありや液状化のおそれがある地盤で材質がレンガ造りのも
の、または劣化度が大きいものは、供給停止すると想定する。
・深井戸は、簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、劣
化度が大きいものは、供給停止すると想定する。

水源（取水堰、取
水塔、取水門）

・取水堰は、簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、液
状化ありや液状化のおそれがある地盤で洗掘の程度が大きいもの
は供給停止すると想定する。
・取水塔、取水門は、簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設の
うち、液状化ありや液状化のおそれがある地盤で材質が石積み・
ブロック積・レンガ造りのもの、または劣化度が大きいものは供
給停止すると想定する。

浄水施設、配水池
等のRC構造物（有
蓋、無蓋池状構造
物）

・簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、液状化ありや
液状化のおそれがある地盤で建設年度が1979年以前、壁面積/池
面積および側壁厚／側壁高の値が小さいもの、または劣化度が大
きいものは供給停止すると想定する。

配水池等のPC構造
物

・簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、液状化ありや
液状化のおそれがある地盤で高さが高く(15m超)、防錆対策がな
いもの、または劣化度が大きいものは供給停止すると想定する。

高架水槽

・簡易耐震診断の結果、耐震性が低い施設のうち、液状化ありや
液状化のおそれがある地盤で、支持構造が多柱構造・骨組み構
造、基礎構造が独立構造であるもの、または劣化度が大きいもの
は供給停止すると想定する。

ポンプ場等の建屋

・ポンプ場等の建屋は簡易耐震診断の対象外である。建屋は平屋
が多く、耐震性は比較的確保されていると考えられるが、コンク
リートブロック造で劣化が著しいものは、耐震性が低下すると想
定されるため、供給停止すると想定する。

設備
・ポンプ、薬注設備等について外見上の所見、アンカーボルトの
状態、伸縮可とう管の有無等から、耐震性が低いと判断されるも
のは供給停止すると想定する。

場内連絡管路
・液状化ありや液状化のおそれがある地盤で伸縮可とう管を設置
していない構造物の取り合い部の管路および耐震管以外の管路
は、供給停止すると想定する。

停電

・停電は自家用発電設備の有無が影響するため、同設備が必要な
施設で設置されていないものは供給停止すると想定する。
・なお、想定停電時間に対する燃料備蓄量(稼働時間)が不足する
場合、供給停止すると想定する。

対象施設・管路等

施設
様式
C5

備考

ステップＣ５：断水人口等の予測 

指針 2.3 P16 

１） 検討方法 

ステップＣ５では、水道施設の被害想定結果等に基づき、断水人口、断水率を予測する。 

ステップＣ５のデータの入力方法を表Ｃ５－１に、計算方法を表Ｃ５－２に示す。 

 

表Ｃ５－１ 入力方法（ステップＣ５） 
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様式
番号

供給停止の想定の考え方
（以下を参考にして各施設・管路について供給停止を想定）

導水管・送水管

・各系統の導水管(水源～浄水場)、送水管(浄水場～配水池)につ
いては、管路の被害予測より算出した被害件数を用いて次式によ
り供給停止の有無を想定する。

　各系統の導水管・送水管の断水率

　 ＝１－exp（－各系統の導水管・送水管の被害件数）*1

・断水率は0～1の値となるが、0.5以上*1（被害件数が0.69件以
上）の場合、当該系統の導水管・送水管は供給停止すると想定す
る。

注）*1 出典：震災時水道施設復旧システム開発研究報告書
　　　 　　　平成13年3月　水道技術研究センター

水道用水供給事業

・東日本大震災では、水道用水供給事業において浄水場や長距離
送水管等の被害により供給が停止し、受水事業体が断水となるこ
とが多かったため、受水元の水道用水供給事業についても供給停
止を想定する。
・水道用水供給事業については、当該事業者から、供給停止期間
を確認して想定する。

連絡管等による他
系統からのバック
アップによる断水
の軽減

・当該系統が供給停止していても隣接系統との間に連絡管等があ
り、かつ隣接系統が供給可能な場合、バックアップにより給水を
受け、断水を回避することができるものとする。
・この場合、当該系統の通水率は0.5とする。
（※これは通水率を簡便に想定するためのものであり、バック
アップ時の配水管網解析等を行い、どの程度の応援給水量が可能
かを把握して通水率を求めることが望ましい。）

配水管
・配水管については、図C5-1の「配水管被害率と復旧開始時断水
率の関連図」を基に、配水管被害率から通水率を推定する。

備考

様式
C5

管路等

対象施設・管路等

 

表Ｃ５－１ 入力方法（ステップＣ５）（続き） 
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表Ｃ５－２ 計算方法（ステップＣ５） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水管については、図Ｃ５－１に示す配水管被害率と復旧開始時通水率の関連図を基

に配水管被害率より通水率を推定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典:「水道の耐震化計画等策定指針の解説 平成 20年 3月」（水道技術研究センター） 

 

図Ｃ５－１ 配水管被害率と復旧開始時通水率の関連図 

 

様式
番号

説明

水源～配水池等の
通水率

・水源～配水池等の通水率は以下により設定。
　(1) 水源から配水池等までの全施設・管路が供給可能かつ
　　　自家用発電設備を有する場合
    　 　○：供給可能、通水率：1.00
　(2)(1)以外で他系統からバックアップできる場合
  　   　△：一部供給可能、通水率：0.50
　(3)(1)以外で他系統からバックアップできない場合
  　   　×：供給停止、通水率：0.00

配水管の通水率 ・図C5-1の「配水管の通水率」による。

各配水系統の通水
率

・各配水系統について、(1)水源～配水池等の通水率、(2)配水管
の通水率　のうち小さい方を選定。

各配水系統の断水
率

・１－通水率により計算。

各配水系統の断水
人口

・全体人口(給水人口)×断水率により計算。

全体の断水人口、
断水率

・全配水系統について、断水人口を合計して全体の断水人口、断
水率を計算。

計算項目 備考

様式
C5

断水率・
断水人口



 

64 

配水管

水源 導水管 浄水場 送水管
*1

配水

 池等*2

他系統

のﾊﾞｯｸ

ｱｯﾌﾟ
全体*3 通水率 通水率 通水率 断水率

全体

人口

（人）

断水

人口

（人）

○ ○ × ○ × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 60 60

Ａ配水池系統への連絡管有り

○ ○ × ○ × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 850 850

○ ○ × ○ × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 16,780 16,780

× － － ○ × × × 0.00 0.03 0.00 1.00 680 680

× － － ○ × × × 0.00 0.03 0.00 1.00 890 890

× － － － ○ ○ △ 0.50 0.03 0.03 0.97 20,680 20,060

× － － － × × × 0.00 0.03 0.00 1.00 400 400

○ ○ － － － － ○ 1.00 0.03 0.03 0.97 18,510 17,955

× － － ○ × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 60 60

× － － ○ × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 40 40

× － － － × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 60 60

× － － － ○ － × 0.00 0.03 0.00 1.00 1,050 1,050

○ ○ － － ○ ○ ○ 1.00 0.03 0.03 0.97 790 766

× ○ － － × － × 0.00 0.03 0.00 1.00 140 140

○ － － － － － ○ 1.00 0.03 0.03 0.97 4,660 4,520

× － － － ○ ○ △ 0.50 0.03 0.03 0.97 5,340 5,180

× ○ － － ○ － × 0.00 0.03 0.00 1.00 500 500

× － － － ○ － × 0.00 0.03 0.00 1.00 810 810

計 72,300 70,801

断水率 97.9 ％

水源～配水池等 水道施設全体

水道施設フロー図

（Ｂ水道用水供給事業）

Ｋ配水池

V=236m3Ｋ水源

Ｉ浄水場
Ｔ配水池

V=4,300m3
（Ａ用水）

Ｈ配水池

V=6,500m3

Ｍ2号水源（1,700m3/日）

（Ｂ水道用水供給事業） Ａ配水池

V=180m3

Ｅ配水池

V=1,300m3

S第1号水源（1,540m3/日）

S第3号水源（1,400m3/日・予備）

（Ｂ水道用水供給事業）
Ｆ配水池

V=2,000m3

Ｙ配水池

V=190m3Ｙ水源（280m3/日）

（Ｂ水道用水供給事業）

Ｇ配水池

V=600m3

14,930m3/日 14,500m3/日

（325m3/日）

（5,600m3/日）※

（500m3/日）※

（1,700m3/日）※

（300m3/日）※

Ｏ配水池

V=3,000m3

Ｃ配水池

V=75m3

Ｂ配水池

V=288m3

Ｄ配水池

V=65m3

Ｕ配水池

V=48m3

Ｉ第1水源（予備）

Ｉ第2水源（予備）

1,513m3/日

2,840m3/日

Ｍ10号水源（1,700m3/日）

Ｍ7号水源（1,700m3/日）

Ｍ6号水源（1,700m3/日）Ｍ8号水源（1,700m3/日）

Ｍ9号水源（1,700m3/日）

Ｍ11号水源（158m3/日・予備）

Ｍ1号水源（1,700m3/日）

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

S第2号水源（1,540m3/日） Ｐ

S第4号水源（1,400m3/日）

Ｐ

★

★

★

★

★

送水

ポンプ場

Ｐ

送水

ポンプ場

配水

ポンプ場

送水

ポンプ場

配水

ポンプ場

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★ ★

★

★
★

供給停止を想定

★

供給停止を想定

供給停止を想定

供給停止を想定

供給可能を想定

：緊急遮断弁

★ ：自家発電設備あり（供給） ★ ：自家発電設備なし（停止）

：施設供給 ：施設停止

：導水管 ：送水管 ：配水管 ：連絡管

：管路通水 ：管路断水（配水管は一部断水を含む）

＜管路区分>

○：供給可能

×：供給停止

―：対象施設・管路はなし

２） 検討結果(例) 

様式Ｃ５ 断水人口等の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※本様式は現状に対するもの。 

計画(更新後)に対するものは

ツールには含むが、 

本マニュアルでは省略。 
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様式
番号

説明

・口径ランク別に復旧速度を入力。
※事例では、様式C6のとおりとした（全国管工事業協同組合連合
会への調査結果による）。

［1］

・管路復旧の投入班数を入力。
※事例では、管路の応急復旧に、平常時の給水人口１万人あたり

１日１班投入*1するものとし、投入班数は72,300人×1班/万人･
日＝7班/日とした。
 *1 平成24年度水道施設耐震化推進調査報告書(厚生労働省健康
局水道課)における設定(給水人口１万人あたり2班投入)は、給水
装置の復旧も含んでいるが、本マニュアルは管路の復旧のみを対
象としているため、地震による各々の被害箇所数、復旧速度を考
慮して管路復旧班として１班を見込んだ。

［2］

・初期準備期間（発災後、被害状況を調査して、応急復旧計画を
検討し、応援要請・受入れを行い、本格的な復旧作業に入るまで

の期間）*2を入力。
※事例では３日とした。
 *2 「水道の危機管理対策指針策定調査報告書」地震対策マニュ
アル策定指針(厚生労働省健康局水道課)による。
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/kikikanr
i/dl/chosa-0603_01.pdf

［3］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

様式
C6-1

復旧速度(箇所/班･日)

投入班数(班/日)

初期準備期間(日)

入力項目 備考

ステップＣ６：断水期間の予測［ステップＢ３も同様］ 

指針 2.3 P16 

１） 検討方法 

ステップＣ６では、水道施設の被害想定結果等に基づき、断水期間を予測する。 

断水期間は管路の応急復旧に大きく影響を受けるため、管路を対象として応急復旧期間

を求める。 

ステップＣ６のデータの入力方法を表Ｃ６－１に、計算方法を表Ｃ６－２に示す。 

 

  表Ｃ６－１ 入力方法（ステップＣ６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ｃ６－２ 計算方法（ステップＣ６） 

 様式
番号

説明

様式C3-3による。 ［1］

本表・様式C6-2の［1］の被害箇所数÷表C6-1・様式C6-1の［1］
の復旧速度　により計算。

［2］

本表・様式C6-2の［2］の必要復旧班数÷表C6-1・様式C6-1の
［2］の投入班数　により計算。

［3］

本表・様式C6-2の［3］の復旧日数(個別)＋表C6-1・様式C6-1の
［3］の初期準備期間　により計算。

［4］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

被害箇所数（箇所）

必要復旧班数（班）

復旧日数(個別)（日）

復旧日数(累計)（日）

計算項目 備考

様式
C6-2
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φ500～600 0.25

φ300～450 0.50

φ200～250 1.00

φ150 1.00

φ100 2.00

φ75以下 2.00

7 〔2〕

3 〔3〕

〔1〕

様式C6-1　応急復旧に関する条件

備　考数　値項　目

復旧速度
(箇所/班・日)

初期準備期間(日)

投入班数(班/日)

個別 累計

〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕

φ500～600 0.0 0.0 - -

φ300～450 0.0 0.0 - -

φ200～250 0.0 0.0 - -

φ150 1.0 1.0 - -

φ100 0.2 0.1 - -

φ75以下 - - - -

計 1.2 1.1 0.2 -

φ500～600 - - - -

φ300～450 0.3 0.6 - -

φ200～250 0.6 0.6 - -

φ150 1.4 1.4 - -

φ100 1.5 0.7 - -

φ75以下 3.2 1.6 - -

計 7.0 4.9 0.7 -

φ500～600 0.1 0.5 - -

φ300～450 0.9 1.8 - -

φ200～250 7.8 7.8 - -

φ150 17.5 17.5 - -

φ100 3.2 1.6 - -

φ75以下 2.6 1.3 - -

計 32.2 30.5 4.4 -

40.3 36.5 5.2 -

φ500～600 - - - -

φ300～450 0.0 0.0 - -

φ200～250 0.0 0.0 - -

φ150 0.2 0.2 - -

φ100 0.6 0.3 - -

φ75以下 0.4 0.2 - -

計 1.2 0.7 0.1 -

φ500～600 - - - -

φ300～450 - - - -

φ200～250 - - - -

φ150 - - - -

φ100 - - - -

φ75以下 - - - -

計 0.0 0.0 0.0 -

φ500～600 - - - -

φ300～450 0.1 0.2 - -

φ200～250 0.4 0.4 - -

φ150 0.7 0.7 - -

φ100 - - - -

φ75以下 - - - -

計 1.3 1.4 0.2 -

42.8 38.6 5.5 -

φ500～600 - - - -

φ300～450 0.2 0.5 - -

φ200～250 2.3 2.3 - -

φ150 37.9 37.9 - -

φ100 94.6 47.3 - -

φ75以下 155.4 77.7 - -

計 290.4 165.6 23.7 -

－ 292.9 167.7 24.0 -

333.2 204.2 29.2 32.2

注）*1 重要給水施設基幹管路を除く。

配
水
支
管

様式C6-2　断水期間の予測

管路区分
口径等
区分
(mm)

被害箇所数
（箇所）

必要復旧班数
（班）

復旧日数（日）

配水支管　計

復
旧
困
難

管
路

基幹管路等　計

基
幹
管
路
等

以
外

上
記
以
外
の

配
水
支
管

全体　合計

基
　
幹
　
管
　
路
　
等

導
水
管

送
水
管

配
水
本
管

重
要
給
水
施
設
管
路

*
1

二
次
災
害

お
そ
れ
管
路

基
幹
管
路

基幹管路　計

２） 検討結果(例) －ステップＣ６：断水期間の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急復旧条件の入力 

復旧日数(断水期間)の

計算 

※本様式は現状に対するもの。 

計画(更新後)に対するものは

ツールには含むが、 

本マニュアルでは省略。 
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ステップＣ７：耐震化の目標設定［ステップＢ４も同様］ 

指針 3. P17～21 

１） 検討方法 

ステップＣ７では、水道施設の被害想定結果等に基づき、計画期間、水道施設の耐震化

目標等（水道施設の機能維持水準、耐震化目標）、水道の供給目標等（応急復旧期間、応

急給水量、水供給に関する目標等）を定める。 

ステップＣ７のデータの入力方法を表Ｃ７－１に示す。 

 

表Ｃ７－１ 入力方法（ステップＣ７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

・10年間程度を基本とし、適切に定めて入力。

水道施設の
機能維持水準

・各施設・管路の機能や重要度等を考慮して、基幹施設・管路等
を設定。

水道施設の
耐震化目標

・計画目標年次における耐震化目標を、現状の水道施設の耐震化
の状況や計画期間における整備量等を考慮して適切に定めて入
力。

応急復旧期間

・計画目標年次における応急復旧期間は、被災者の不安感の軽
減、生活の安定を考慮して２週間以内とすることを基本とする
が、水道施設の耐震化の状況および計画期間における整備量等を
考慮して適切に定めて入力。
・重要給水施設についても１週間以内とすることを基本とする
が、上記と同様の考え方により適切に定めて入力。

応急給水量等
・応急復旧期間において、地震発生からの日数に応じて、応急給
水の目標水量および住民の水の運搬距離を適切に定めて入力。
・応急給水方法は応急給水量等の目標と整合を図って定める。

入力項目 備考

様式
C7

計画期間

水道施設
の耐震化
目標等

水道の
供給目標

等
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(1) 計画期間

(2) 水道施設の耐震化目標等

（水道施設の機能維持水準）

（水道施設の耐震化目標）

現状値
（H26)

目標値
（H36)

0.0 100.0

28.0 50.9

11.7 26.8

14.1 29.1

11.6 26.5

(3) 水道の供給目標等
（応急復旧期間）

（応急給水量等）

表　応急給水量等の目標

目標水量
住民の水の
運搬距離

備考(水用途)

3㍑／人･日 概ね1km以内 飲料等

20㍑／人･日*2 概ね250m以内
飲料、(水洗トイ

レ)*2、洗面等

被災前給水量
(約250㍑／人･日)

概ね10m以内

*1　10日目以降は必要に応じてさらに仮設給水栓を設置し、市民の水運搬距離を短縮し応急給水を充実する。

*2　水洗トイレの水量は、風呂の貯めおき水や河川水等水道以外で確保する。

耐震化計画の計画期間は水道事業ビションと整合を図り、平成27年度から平成36年度までの10年間とする。

各施設・管路の機能や重要度等を考慮して、様式Ｃ１－１に示すように基幹施設・管路等を設定し、水道施設全体の機能維持
水準（耐震性の水準）を定める。。

計画目標年次における水道施設の耐震化の指標を次表のとおりとする。

主な給水方法

拠点給水（耐震性貯水槽等）、運搬給
水を行う。

配水本管付近の消火栓等に仮設給水
栓を設置して仮設給水を行う。

宅内給水装置の破損により断水してい
る家屋等において仮設給水栓および共
用栓等を設置して仮設給水を行う。

指標

地震発生からの日
数

地震発生～
3日まで

10日*1

21日

応急給水の目標は、復旧段階に応じて、次表のとおりとする。

基幹管路の耐震適合率（％）

様式C7　耐震化の目標

注）住民等に対して日常から水の備蓄等を呼びかけ、応急給水を確保する。

計画目標年次における応急復旧期間は、被災者の不安感の軽減、生活の安定を考慮するとともに、水道施設の耐震化の状況
および計画期間における整備量等を踏まえて３週間とする。
重要給水施設についても、上記と同様の考え方により応急復旧期間は１週間とする。

浄水施設耐震率（％）

配水池耐震施設率（％）

基幹管路の耐震化率（％）

重要給水施設管路耐震化率（％）

表　 水道施設の耐震化目標

２） 検討結果(例) 
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様式
番号

説明

様式
C8-1

・施設区分、耐用年数以内・超過区分別に更新対象施設を以下の
方法により設定。
　　○　：当該区分の施設を更新対象とする。
　　空白：当該区分の施設を更新対象としない。
・様式C8-2に更新対象施設の情報を直接入力することもできる。

※初期設定では、耐用年数を超過した施設全てを更新対象として
いる。

※事例の計画設定*1では、計画期間における概算工事費が財政状
況等からみて投資可能な水準になるように更新対象を以下のよう
に設定。
　◇更新対象は基幹施設等のみとし、その中で能力が最も大き
　　く、耐震性が懸念されているＴ配水池を対象
　◇さらに、老朽化による耐震性の低下が懸念されるＩ浄水場に
　　ついて、耐震補強を行う。

［1］

様式
C8-2

・更新等にあたり施設の概算工事費を入力。
※本事例では、以下の参考資料より、深井戸、浅井戸については
それぞれの土木、機械、電気計装工事の工事費の合計を使用し、
配水池については配水池工事一式（PC造）を使用。

参考資料：「水道事業の再構築に関する施設更新費用算定の手引
き 平成23年12月 厚生労働省健康局水道課」
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/houkoku/
suidou/dl/tp120313-1.pdf

※また本事例では、計画設定において浄水施設の耐震補強費を概
算で推計。

［4］

様式
C8-3

施設の老朽度を判定する基準年度を設定し西暦を入力。
※事例では、計画目標年次の2024年度に設定。

［9］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

*1  計画設定:初期設定の結果から、事業量、事業費、耐震化率等を確認して更新対象施設を絞り込み
（あるいは追加し）、実際の更新計画を検討する設定。

入力項目 備考

更新対象施設設定

概算工事費（千円）

基準年度(西暦)

ステップＣ８：施設（構造物）の耐震化対策の検討［ステップＢ５も同様］ 

指針 4.2.1 P25～26 

１） 検討方法 

ステップＣ８では、施設について、耐震化を考慮して更新対象施設の設定を行い、整

備量・費用・効果（老朽度・耐震性）を求め、妥当性を検討して更新対象施設を定める。 

ステップＣ８のデータの入力方法を表Ｃ８－１に、計算方法を表Ｃ８－２に示す。 

 

表Ｃ８－１ 入力方法（ステップＣ８） 
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様式
番号

説明

施設名
表C8-1・様式C8-1の［1］で更新対象に設定した施設区分、耐用
年数以内・超過区分の施設について、表C1-1・様式C1-1の［1］
を表示。

［1］

施設形態・構造 上記と同様の施設について、表C1-1・様式C1-1の［2］を表示。 ［2］

能力(m3/日)
容量(m3)

上記と同様の施設について、表C1-1・様式C1-1の［3］を表示。 ［3］

施設名
更新対象施設は本表・様式C8-2の［1］を表示。それ以外は表C1-
1・様式C1-1の［1］を表示。※新規施設の施設名の変更に対応。

［5］

施設形態・構造
更新対象施設は本表・様式C8-2の［2］を表示。それ以外は表C1-
1・様式C1-1の［2］を表示。※新規施設の施設形態・構造の変更
に対応。

［6］

能力(m3/日)
容量(m3)

更新対象施設は本表・様式C8-2の［3］を表示。それ以外は表C1-
1・様式C1-1の［3］を表示。※新規施設の能力・容量の変更に対
応。

［7］

建設年度(西暦)
更新対象施設は「新規」を表示。それ以外は表C1-2・様式C1-1の
［7］を表示。

［8］

表C8-1・様式C8-3の［9］を表示。 ［9］

耐用年数(設定) 表C1-1・様式C1-1の［9］を表示。 ［10］

耐用年数
（以内・超過）

更新対象施設は「以内」を表示。
それ以外は、本表・様式C8-3の［10］の設定耐用年数に対し、経
過年数（［9］基準年度－［8］建設年度）が、「以内」か「超
過」かを判定。

［11］

建設年代による
・更新対象施設は「高い」を表示。
・それ以外は表C1-1・様式C1-1の［11］を表示。

［12］

簡易診断による
・それ以外で簡易診断を行っている施設（更新対象施設を除く）
は表C1-1・様式C1-1の［12］を表示。

［13］

詳細診断による
・それ以外で詳細診断を行っている施設（更新対象施設を除く）
は表C1-1・様式C1-1の［13］を表示。

［14］

耐震性

・詳細診断結果がある施設は本表・様式C8-3の［14］を表示。
・それ以外の施設で、本表・様式C8-3の［12］の建設年代によ
り、耐震性の高い施設は「高い」を表示。
・それら以外の施設は、本表・様式C8-3の［13］を表示。

［15］

計 －
本表・様式C8-3の［7］より、施設全体について、施設数、能
力、能力比率を計算。

［1］

老朽度等
耐用年数

（以内・超過）

本表・様式C8-3の［7］と本表・様式C8-3の［11］の結果を施設
全体について集計し、耐用年数以内・超過の別に、施設数、能
力、能力比率を計算。

［2］

建設年代による
本表・様式C8-3の［7］と本表・様式C8-3の［12］の結果を施設
全体について集計し、耐震性が高い･中･低い･著しく低いの別
に、施設数、能力、能力比率を計算。

［3］

簡易診断による
本表・様式C8-3の［7］と本表・様式C8-3の［13］を施設全体に
ついて集計し、耐震性が高い･中･低いの別に、施設数、能力、能
力比率を計算。

［4］

詳細診断による
本表・様式C8-3の［7］と本表・様式C8-3の［14］を施設全体に
ついて集計し、耐震性があり･なしの別に、施設数、能力、能力
比率を計算。

［5］

耐震性

・本表・様式C8-3の［15］より、詳細診断による耐震性が「あ
り」の施設と、建設年代による耐震性が「高い」施設を耐震性
「あり」とする。
・これら以外の施設を耐震性「なし・未判定」とする。
・これらの両方について、本表・様式C8-3の［7］より施設数、
能力、能力比率を計算。

［6］

　注） 備考欄の数値は各様式に示す項目番号。

計算項目 備考

様式
C8-2

施設情報

様式
C8-3

施設情報

基準年度(西暦)

老朽度等

耐震性

様式
C8-4

耐震性

表Ｃ８－２ 計算方法（ステップＣ８） 
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耐用年数以内 耐用年数超過

〔1〕 〃

取水 ○

導水 ○

浄水 ○

送水・配水 ○

取水 ○

導水 ○

浄水 ○

送水・配水 ○

※「更新対象：○」、「更新対象外：(空白)」とする。

様式C8-1　更新対象施設設定（初期設定）

基幹施設等

基幹施設等以外

施設区分

耐用年数

２） 検討結果(例) －ステップＣ８：施設（構造物）の耐震化対策の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の設定 

（①初期設定による） 
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕 〔14〕 〔15〕

63,700 Ｋ２号水源 325m3/日 1974 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 1980 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 1981 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｓ１号水源 1,540m3/日 1975 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 1976 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｙ水源 深井戸 280m3/日 226,800 Ｙ水源 280m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

2024 50年

2024 50年

Ｉ浄水場 14,500m3/日 1971 2024 60年 以内 低い 低い なし なし

2024 60年

Ｋ新配水池 136m3 1982 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｔ配水池 配水池(PC造) 4,300m3 436,500 Ｔ配水池 4,300m3 新規 2024 60年 以内 高い 高い

Ｈ配水池 6,500m3 1986 2024 60年 以内 中 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 2003 2024 60年 以内 高い 高い 高い

Ａ配水池 180m3 1984 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｅ配水池 1,300m3 1973 2024 60年 以内 低い 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 1987 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｙ配水池 190m3 1971 2024 60年 以内 低い 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 2006 2024 60年 以内 高い 高い 高い

Ｉ１号水源 深井戸 2,840m3/日 529,100 Ｉ１号水源 2,840m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

Ｉ２号水源 深井戸 1,513m3/日 372,400 Ｉ２号水源 1,513m3/日 新規 2024 40年 以内 高い 高い

Ｍ１１号水源 158m3/日 1981 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｓ３号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い 低い

2024 50年

2024 50年

2024 60年

2024 60年

Ｋ旧配水池 100m3 1974 2024 60年 以内 低い 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 2004 2024 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｂ配水池 288m3 2002 2024 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｕ配水池 48m3 1986 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｕポンプ所 1986 2024 60年 以内 中 高い 高い

Ｄ配水池 65m3 1986 2024 60年 以内 中 低い 低い

1,628,500

*1 建設時の構造計算書により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*2 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*3 詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い 高い 中 低い あり なし あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〃 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〃 〔5〕 〃 〔6〕 〃

施設数 12 1 11 1 2 9 0 0 0 11 0 0 1 11

能力(m3/日) 17,125 280 16,845 280 3,400 13,445 0 0 0 16,845 0 0 280 16,845

比率(%) 100.0 1.6 98.4 1.6 19.9 78.5 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 1.6 98.4

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 0 14,500 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 9 9 0 3 4 2 0 2 1 5 1 0 4 5

容量(m3) 18,206 18,206 0 7,900 8,816 1,490 0 3,600 6,500 3,806 1,300 0 9,200 9,006

比率(%) 100.0 100.0 0.0 43.4 48.4 8.2 0.0 25.9 46.7 27.4 100.0 0.0 50.5 49.5

施設数 4 2 2 2 1 1 0 0 0 2 0 0 2 2

能力(m3/日) 6,051 4,353 1,698 4,353 158 1,540 0 0 0 1,698 0 0 4,353 1,698

比率(%) 100.0 71.9 28.1 71.9 2.6 25.5 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 71.9 28.1

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 0 2 3 1 0 3 0 3 2 0 2 4

容量(m3) 576 576 0 363 113 100 0 363 0 213 363 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 0.0 63.0 19.6 17.4 0.0 63.0 0.0 37.0 100.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 3 13 3 3 10 0 0 0 13 0 0 3 13

能力(m3/日) 23,176 4,633 18,543 4,633 3,558 14,985 0 0 0 18,543 0 0 4,633 18,543

比率(%) 100.0 20.0 80.0 20.0 15.4 64.7 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 20.0 80.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 0 0 14,500 0 0 0 14,500 0 14,500 0 14,500

比率(%) 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

施設数 15 15 0 5 7 3 0 5 1 8 3 0 6 9

容量(m3) 18,782 18,782 0 8,263 8,929 1,590 0 3,963 6,500 4,019 1,663 0 9,563 9,219

比率(%) 100.0 100.0 0.0 44.0 47.5 8.5 0.0 27.4 44.9 27.8 100.0 0.0 50.9 49.1

施設数 32 19 13 8 10 14 0 5 1 22 3 1 9 23

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

耐用年数
以内・超過

建設年代
による

深井戸

深井戸

詳細診断による

能力(m3/日)

容量(m3)

建設年度
(西暦)

深井戸

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

耐震性

様式C8-2　更新計画(更新対象施設等)（初期設定） 様式C8-3　計画目標年度の各施設の老朽度、耐震性（初期設定）

施設名 施設形態・構造 耐震性
*3

施設名

能力(m3/日)

容量(m3)

概算工事費
(千円)

施設情報
基準年度
(西暦)施設形態・構造

施設
区分

〔6〕

施設区分

耐用年数
（設定）

基
幹
施
設
等

取
水

浅井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

導
水

浄
水

沈澱池､ろ過池､浄水池等

送
水
・
配
水

基
幹
施
設
等
以
外

取
水

導
水

浄
水

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

配水池(RC造)

配水池(SUS)

配水池(SUS)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

基
幹
施
設
等

取水

導水

浄水

送水
・
配水

建設年代による

計

基
幹
施
設
等
以
外

取水

導水

浄水

送水
・
配水

全
体

取水

導水

浄水

送水
・
配水

簡易診断による

耐震性

様式C8-4　計画目標年度の施設の老朽度等・耐震性（初期設定）

老朽度等 耐震性

簡易診断
*1

詳細診断
*2

老朽度等

計 耐用年数
以内

耐用年数
超過

送水ポンプ施設

配水池(RC造)

計

送
水
・
配
水

配水池(PC造)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の自動選定

（①初期設定による） 

更新後の施設全体の老朽度・耐震性

（①初期設定による） 

更新後の各施設の老朽度・耐震性

（①初期設定による） 
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耐用年数以内 耐用年数超過

〔1〕 〃

取水

導水

浄水 ○

送水・配水 ○

取水

導水

浄水

送水・配水

※「更新対象：○」、「更新対象外：(空白)」とする。

様式C8-1　更新対象施設設定（計画設定）

基幹施設等

基幹施設等以外

施設区分

耐用年数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象施設の設定 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

本事例では基幹施設のうち、以下のみを更新・耐震補強の対象とした。 

・施設能力が大、代替機能なし、老朽化の進行が著しく耐震性がない配

水池を更新対象(耐用年数超過)。 

・施設能力が最も大、代替機能なし、老朽化が進行し、耐震性がない浄

水場を耐震補強対象(耐用年数以内)。 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕 〔11〕 〔12〕 〔13〕 〔14〕 〔15〕

Ｋ２号水源 325m3/日 1974 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ１号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ２号水源 1,700m3/日 1978 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ６号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ７号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ８号水源 1,700m3/日 1977 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ９号水源 1,700m3/日 1980 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｍ１０号水源 1,700m3/日 1981 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｓ１号水源 1,540m3/日 1975 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｓ２号水源 1,540m3/日 1976 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｓ４号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｙ水源 280m3/日 1972 2024 40年 超過 低い 低い 低い

2024 50年

2024 50年

Ｉ浄水場 沈澱池､ろ過池､浄水池等 14,500m3/日 150,000 Ｉ浄水場 14,500m3/日 新規 2024 60年 以内 高い 高い

2024 60年

Ｋ新配水池 136m3 1982 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｔ配水池 配水池(PC造) 4,300m3 436,500 Ｔ配水池 4,300m3 新規 2024 60年 以内 高い 高い

Ｈ配水池 6,500m3 1986 2024 60年 以内 中 中 中

Ｏ配水池 3,000m3 2003 2024 60年 以内 高い 高い 高い

Ａ配水池 180m3 1984 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｅ配水池 1,300m3 1973 2024 60年 以内 低い 低い あり あり

Ｆ配水池 2,000m3 1987 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｙ配水池 190m3 1971 2024 60年 以内 低い 低い 低い

Ｇ配水池 600m3 2006 2024 60年 以内 高い 高い 高い

Ｉ１号水源 2,840m3/日 1970 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｉ２号水源 1,513m3/日 1970 2024 40年 超過 低い 低い 低い

Ｍ１１号水源 158m3/日 1981 2024 40年 超過 中 低い 低い

Ｓ３号水源 1,540m3/日 1979 2024 40年 超過 低い 低い 低い

2024 50年

2024 50年

2024 60年

2024 60年

Ｋ旧配水池 100m3 1974 2024 60年 以内 低い 低い 低い

Ｃ配水池 75m3 2004 2024 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｂ配水池 288m3 2002 2024 60年 以内 高い 高い あり あり

Ｕ配水池 48m3 1986 2024 60年 以内 中 低い 低い

Ｕポンプ所 1986 2024 60年 以内 中 高い 高い

Ｄ配水池 65m3 1986 2024 60年 以内 中 低い 低い

586,500

*1 建設時の構造計算書により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*2 耐震詳細診断(構造計算)により、「耐震性を有することを確認：あり」、「耐震性がないことを確認：なし」とする。
*3 詳細診断等による耐震性の評価を最終判定。

高い 中 低い 著しく低い 高い 中 低い あり なし あり*1 なし・未判定

〔1〕 〔2〕 〃 〔3〕 〃 〃 〃 〔4〕 〃 〃 〔5〕 〃 〔6〕 〃

施設数 12 0 12 0 2 10 0 0 0 12 0 0 0 12

能力(m3/日) 17,125 0 17,125 0 3,400 13,725 0 0 0 17,125 0 0 0 17,125

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 19.9 80.1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 14,500 0 0 0 0 0 0 0 0 14,500 0

比率(%) 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

施設数 9 9 0 3 4 2 0 2 1 5 1 0 4 5

容量(m3) 18,206 18,206 0 7,900 8,816 1,490 0 3,600 6,500 3,806 1,300 0 9,200 9,006

比率(%) 100.0 100.0 0.0 43.4 48.4 8.2 0.0 25.9 46.7 27.4 100.0 0.0 50.5 49.5

施設数 4 0 4 0 1 3 0 0 0 4 0 0 0 4

能力(m3/日) 6,051 0 6,051 0 158 5,893 0 0 0 6,051 0 0 0 6,051

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 2.6 97.4 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 6 6 0 2 3 1 0 3 0 3 2 0 2 4

容量(m3) 576 576 0 363 113 100 0 363 0 213 363 0 363 213

比率(%) 100.0 100.0 0.0 63.0 19.6 17.4 0.0 63.0 0.0 37.0 100.0 0.0 63.0 37.0

施設数 16 0 16 0 3 13 0 0 0 16 0 0 0 16

能力(m3/日) 23,176 0 23,176 0 3,558 19,618 0 0 0 23,176 0 0 0 23,176

比率(%) 100.0 0.0 100.0 0.0 15.4 84.6 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

施設数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

能力(m3/日) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

比率(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設数 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

能力(m3/日) 14,500 14,500 0 14,500 0 0 0 0 0 0 0 0 14,500 0

比率(%) 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

施設数 15 15 0 5 7 3 0 5 1 8 3 0 6 9

容量(m3) 18,782 18,782 0 8,263 8,929 1,590 0 3,963 6,500 4,019 1,663 0 9,563 9,219

比率(%) 100.0 100.0 0.0 44.0 47.5 8.5 0.0 27.4 44.9 27.8 100.0 0.0 50.9 49.1

施設数 32 16 16 6 10 16 0 5 1 24 3 0 7 25

*1 「耐震性あり」は、各施設区分の耐震化率で、建設年代による「高い」と詳細診断による「あり」を合わせたもの。

詳細診断
*2

耐震性
*3

耐震性

深井戸

深井戸

配水池(RC造)

送水ポンプ施設

配水池(RC造)

沈澱池､ろ過池､浄水池等

耐用年数
以内・超過

簡易診断
*1

施設
区分

〔6〕

施設区分

建設年代
による

詳細診断による

浄
水

送
水
・
配
水

深井戸

深井戸

深井戸

様式C8-2　更新計画(更新対象施設等)（計画設定） 様式C8-3　計画目標年度の各施設の老朽度、耐震性（計画設定）

施設名 施設形態・構造
能力(m3/日)

容量(m3)

概算工事費
(千円)

施設情報
基準年度
(西暦)施設名 施設形態・構造

能力(m3/日)

容量(m3)

建設年度
(西暦)

耐用年数
（設定）

浅井戸

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

配水池(PC造)

基
幹
施
設
等

配水池(RC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(PC造)

配水池(RC造)

深井戸

深井戸

導
水

取
水

導
水

送
水
・
配
水

配水池(RC造)

配水池(SUS)

配水池(SUS)

取
水

深井戸

深井戸

深井戸

深井戸

計

基
幹
施
設
等

取水

導水

浄水

送水
・

配水

全
体

取水

導水

浄水

送水
・

配水

基
幹
施
設
等
以
外

取水

導水

浄水

送水
・

配水

簡易診断による建設年代による

耐震性

様式C8-4　計画目標年度の施設の老朽度等・耐震性（計画設定）

老朽度等 耐震性

計

老朽度等

耐用年数
以内

耐用年数
超過

計

浄
水

基
幹
施
設
等
以
外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後の施設全体の老朽度・耐震性 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

更新対象施設の自動選定 

（②計画設定：初期設定の見直し） 

更新後の各施設の老朽度・耐震性 

（②計画設定：初期設定の見直し） 
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様式
番号

説明

・様式C8-2に示す耐震化対象施設のほか、耐震性がないあるいは
耐震性がないおそれがある水源について、更新や耐震補強等の耐
震化方針等を記述する。
・地下水等の水源水質対策としては、浄水処理装置（ろ過機等）
の設置、他の表流水系統との連絡管等の整備方針を定めて記述す
る。

・様式C8-2に示す耐震化対象施設のほか、耐震性がないあるいは
耐震性がないおそれがある構造物等について、更新や耐震補強等
の耐震化方針等を記述する。

・様式C8-2に示す耐震化対象施設のほか、耐震性がないあるいは
耐震性がないおそれがある設備について、更新や耐震補強等の耐
震化方針等を記述する。

・基幹施設等を中心に、バックアップ能力の強化が必要な施設に
ついて、施設の複数化、浄水の確保(緊急遮断弁等の設置)、停電
対策(自家発電設備等の設置)の整備方針を定めて記述する。

・浄水薬品、自家用発電設備燃料等の確保が必要な施設につい
て、貯蔵量、調達ルートの確保方針を定めて記述する。

・復旧困難施設のうち、耐震性がないあるいは耐震性がないおそ
れがある施設について、更新や耐震補強等の耐震化方針等を記述
する。

・二次災害のおそれがある施設について、地震による地盤崩落対
策、配水池等の水の流出対策、塩素ガス等の漏洩対策の方針を定
めて記述する。

確認項目

様式
C9

備考

水源の耐震性

構造物等の耐震性

設備の耐震性

施設のバックアップ能力

給水の継続

二次災害のおそれ

復旧困難施設の耐震性

ステップＣ９：施設の耐震化方針の検討 

指針 4.2.1 P25～26、4.3.1 P28～29、4.3.3 P29～30、4.3.4 P30 

１） 検討方法 

ステップＣ９では、施設の耐震診断結果に基づき、水源、構造物等、設備の耐震性の

確保、施設のバックアップ能力、給水の継続、復旧困難施設の耐震性の確保、二次災害

の防止対策について、対象や耐震化方針を検討する。 

ステップＣ９のデータの入力方法を表Ｃ９－１に示す。 

 

表Ｃ９－１ 入力方法（ステップＣ９） 
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２） 検討結果(例) 

 

 
対象施設等 対策

・なし 　　　　　　　　　　－

・地下水は16井あり。
・湧水はなし。

・配水池等の更新に合わせて表流水系統（水道用水供給事業か
らの受水を含む）との連絡管を整備し、地下水系の供給停止の
際、バックアップできるようにする。

・地盤の液状化が懸念される
施設は特になし。

　　　　　　　　　　－

・Ｔ配水池
・Ｔ配水池を更新する際、地滑り防止区域等を避け、地盤の良
い地区に整備する。

・Ｋ新配水池、Ｙ配水池

・Ｔ配水池

・対象施設は容量が100～200m3と小さいため、耐震補強等に依
らず、更新により耐震化を図る。

・更新により耐震性を確保する必要がある。

・一部の送水ポンプ場の建屋
・基幹施設等の送水ポンプ場建屋については時期を早めて更新
する。

埋設管路等
(液状化等の地盤変状への

対応)

・Ｉ浄水場や一部の配水池
・浄水場は大規模改修・耐震補強を行い、その際、場内連絡管
路を更新する。
・配水池は施設更新に合わせて、場内連絡管路を更新する。

構造物との取合部
(液状化等の地盤変状への

対応)

・Ｉ浄水場や一部の配水池 ・上記の埋設管路と同様の方法により更新する。

架空部
(支持の状態)

・一部の配水池
・配水池の施設更新に合わせて、架空部管路は十分な支持を有
するものに整備する。

・一部の水源 ・次亜貯蔵槽等の据え付けを強化する。

・なし 　　　　　　　　　　－

・一部の水源
・次亜注入設備を更新する際、伸縮可撓継手を適切に整備す
る。

・配水池 ・施設更新に合わせて、原則として２池構成とする。

・一部の配水池
・運搬給水基地や拠点給水施設として使用する配水池について
は、緊急遮断弁を整備する。

・ポンプ場
・基幹施設であるポンプ場については、自家発電設備を整備す
る。

貯蔵量 ・水源(地下水)、浄水場 　　　　　　　　　　－

調達ルート ・　　　〃 ・地域で連携して浄水薬品の調達ルートを確保する。

貯蔵量 ・浄水場、ポンプ場 　　　　　　　　　　－

調達ルート ・　　　〃 ・地域で連携して燃料等の調達ルートを確保する。

・Ｔ配水池 ・配水池の更新により耐震性を確保する。

・Ｔ配水池
・上記のとおり、Ｔ配水池を更新する際、地盤の良い地区に整
備する。

・Ｔ配水池
・Ｔ配水池の更新を早期に行い、必要な強度、水密性を確保す
る。

・なし 　　　　　　　　　　－

・配水管、耐震性貯水槽 ・左記の消防との協議を行う。

水源水質
(地下水等の濁水、湧水等の湧出量減少)

構
造
物
等
の
耐
震
性

地盤の液状化等
(液状化発生の可能性、基礎地盤の耐力、

杭基礎等の強度)

施設周辺の斜面･法面
(地盤崩落のおそれ)

土木構造物
(底版、側壁、頂版等の耐震性)

建築構造物
(壁等の耐震性)

場内連絡管
路

二
次
災
害
の
お
そ
れ

地盤崩落等

配水池等の水の流出

薬品注入設備(塩素ガス等)

消火用水の確保

様式C9　施設の耐震化方針

給
水
の
継
続

浄水薬品の
確保

自家用発電
設備燃料等

の確保

復旧困難施設の耐震性

設
備
の
耐
震
性

設備
(固定状態)

ケーブル類
(目地部、盤接続部等の余長の確保)

設備配管
(構造物取合部の伸縮可撓性)

施
設
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
能
力

施設の複数化
(施設の系統数)

浄水の確保
(緊急遮断弁等の設置状況)

停電対策
(自家発電設備等の設置状況)

区　分

水
源
の
耐
震
性

ダム、原水調整池等
(土堰堤等の法面の安定性等)
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ステップＣ１０：管路（埋設管路）の耐震化対策の検討［ステップＢ６も同様］ 

指針 4.2.2 P26～27 

本ステップでは、管路(埋設管路)の耐震化対策の検討を行うが、これはステップＡ４

と同じであるため、本マニュアルでは説明を省略する（計画ツールには含む）。 
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ステップＣ１１：管路の耐震化方針の検討 

指針 4.2.2 P26～27、4.2.3 P28、4.3.2 P29、4.3.4 P30 

１） 検討方法 

ステップＣ１１では、管路の被害想定結果に基づき、管路、管路付属設備、水管橋等、

給水装置等の耐震性の確保、管路のバックアップ能力、復旧困難管路の耐震性の確保、

二次災害の防止対策について、対象や耐震化方針を検討する。 

ステップＣ１１のデータの入力方法を表Ｃ１１－１に示す。 

 

表Ｃ１１－１ 入力方法（ステップＣ１１） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

・管路全体について、ステップC10の管路（埋設管路）の耐震化
計画と整合を図って、耐震化方針を記述する。

・被害が発生し易い地区について、管路の耐震化方針（更新の優
先度等）を記述する。

・耐震性が低い管路付属設備について、更新や耐震補強等の耐震
化方針を記述する。

・耐震性がない、あるいはないおそれがある水管橋等について、
更新や耐震補強等の耐震化方針を記述する。

・重要給水施設を中心に、給水装置および受水槽について、
所有者に対する広報等により更新あるいは補強を促すとともに、
配水管更新工事に合わせて更新するなどの耐震化方針を記述す
る。

・基幹管路等を中心に、バックアップ能力の強化が必要な管路に
ついて、浄水場等系統間の連絡管、隣接事業者との連絡管、複数
系統管・連絡管・ループ管および配水ブロック化やバルブの適正
配置等の整備方針を定めて記述する。

・復旧困難管路のうち、耐震性がないあるいは耐震性がないおそ
れがあるものについて、更新による耐震化の方針を記述する。

・二次災害のおそれがある斜面配管について、更新等の方針を定
めて記述する。
・震災時の消火用水の確保について、消防部局との協議の方向性
を記述する。

復旧困難管路の耐震性

二次災害のおそれ

確認項目 備考

様式
C11

管路の耐震性（管種・継手）

管路の耐震性（被害が発生し
易い地区）

管路付属設備の耐震性

水管橋等の耐震性

給水装置等の耐震性

管路のバックアップ能力
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２） 検討結果(例) 

 

 対象地区・管路等 対策

・全体
・耐震化方針を織り込んだ管路更新計画に基づき、基幹管路等
優先して更新する。

液状化の可能性がある
地区

・一級河川の支川の中山間部
の一部

・同上

盛土地区
・中山間部の造成地区は盛土
部を有すると想定される。

・同上

地滑り地区 ・中山間部の＊＊地区 ・同上

活断層の近傍 ・特になし 　　　　　　　　　　－

地層の変化箇所 ・不明 　　　　　　　　　　－

不等沈下の予想箇所 ・不明 　　　　　　　　　　－

弁室 ・全体
・管路更新に合わせて耐震性の高いものに更新し耐震化を図
る。

弁室との取合部の管路
(伸縮可撓管等)

・全体 ・同上

仕切弁フランジ部 ・全体 ・同上

空気弁のウォーターハ
ンマー対策

・全体 ・同上

上部工、支承部の伸縮
継手、落橋防止装置

・平成7年度以前に布設した
もの

・水管橋の更新時に耐震性の高いものに更新し耐震化を図る。

下部工・基礎部
・平成7年度以前に布設した
もの

・同上

下部工との取合部の管
路（伸縮可撓管等)

・平成7年度以前に布設した
もの

・同上

支持部、伸縮管
・平成7年度以前に布設した
もの

・橋梁添架管の更新時に耐震性の高いものに更新し耐震化を図
る。

取合部(伸縮可撓管等)
・平成7年度以前に布設した
もの

・同上

・全体

・所有者に対して広報等を行い、更新あるいは補強して耐震化
する。
・また給水装置は配水管更新工事に合わせて、耐震性の高いも
のに更新する。

・全体
・所有者に対して広報等を行い、更新あるいは補強して耐震化
する。

・全体
・防災部局と連携して所有者に対して広報等を行い、耐震性の
確認と必要に応じて更新あるいは補強により耐震化を図る。

・全体
・配水池等の更新に合わせて表流水系統（水道用水供給事業か
らの受水を含む）と地下水系との連絡管を整備する。

・全体 ・周辺市町と連携して市町間の連絡管を整備する。

・全体 ・左記の区間で基幹管路については２系統化を図る。

・全体 　　　　　　　　　　－

・全体 ・管路を更新する際は、バルブの適正配置を考慮する。

・一部の軌道、緊急輸送道路
横断部

・横断部の管路更新により耐震性を確保する。

二

次

災
害

の

お

そ
れ

・中山間部の地滑り地区、盛
土地区

・左記の区間を優先して更新する。

区　分

管
路

(

埋
設
管
路

)

の
耐
震
性

管種・継手

被害が発生
し易い地区

管
路
付
属
設
備
の
耐
震
性

仕切弁、
空気弁、
消火栓等

復旧困難管路の耐震性

斜面配管等

様式C11　管路の耐震化方針

管
路
の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
能
力

浄水場等系統間の連絡管

隣接事業者との連絡管

複数系統管、連絡管、ループ管

配水ブロック化

バルブの配置

水
管
橋
等
の
耐
震
性

水管橋

橋梁添架管

給
水
装
置
等
の
耐
震
性

管種・継手

受水槽

重要給水施設の給水装置と受水槽
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様式
番号

説明

応急復旧の迅速化
施設・管路の復旧優先順位の設定、復旧が行い易い給水装置の整
備について各々、方針を記述する。

情報管理設備の整
備

情報管理システム、監視制御設備について、整備や拡充の方針を
記述する。

応急復旧体制の整
備

復旧作業人員、復旧資機材等について、確保の方針を記述する。

応急給水方法
応急給水の目標に基づき、必要な応急給水量を算出し、震災初期
や配水管が復旧した段階における応急給水方法を記述する。

運搬給水
運搬給水基地、応急給水先、給水車両数・班数および作業人員等
について整備方針を記述する。

拠点給水
拠点給水方法ならびに拠点給水施設の配置等を含めた整備方針を
記述する。

仮設給水 仮設給水場所の配置等の方針を記述する。

活動体制の整備
初動体制や受援体制等の整備、関係機関･住民との連携について
方針を記述する。

情報連絡体制の整
備

通信設備・情報連絡体制の整備、広報・広聴体制の整備について
方針を記述する。

防災計画・訓練
ＢＣＰ、応急活動マニュアルの策定、防災訓練について方針を記
述する。

備考

様式
C12

復旧の迅
速化

応急給水
の充実

危機管理
体制の強
化

確認項目

ステップＣ１２：応急対策の方針検討［ステップＢ７も同様］ 

指針 4.4 P31～32、4.5 P32～34、4.6 P34～36 

１） 検討方法 

ステップＣ１２では、応急対策として、復旧の迅速化、応急給水の充実、危機管理体

制の強化について対象や整備方針を検討する。 

ステップＣ１２のデータの入力方法を表Ｃ１２－１に示す。 

 

表Ｃ１２－１ 入力方法（ステップＣ１２） 
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復旧優先順位の設定

復旧が行い易い給水装置の整備

情報管理システム等の整備

監視制御設備の拡充

復旧作業人員の確保

復旧資機材等の確保

応急給水先 重要給水施設等

行政区域内人口 ① 99,000 人

初期の断水率 ② 100 ％

初期断水人口(①×②/100) ③ 99,000 人

応急給水目標水量 ④ 3.0 L/人・日

応急給水量(③×④) ⑤ 297 m3/日

給水車両による応急給水量 ⑥ 10 m3/台･日

給水車両数･班数(⑤÷⑥) ⑦ 30 台/日,班/日

応急給水1班あたりの人員 ⑧ 2 人

応急給水人員(⑦×⑧) ⑨ 60 人/日

拠点給水

仮設給水

初動体制の整備

応援者の宿泊所、駐車場等

作業分担、作業方針･方法、情
報連絡方法等

図面･資料等の確保

応急給水の協力体制

応急復旧の協力体制

通信設備

情報連絡体制

広報

広聴

情報連絡体
制の整備

対策

応急復旧の
迅速化

応急給水目標に基づき、管路の口径、耐震性の確保等を
考慮して、１辺500m程度の配水本管網を設定し、仮設給
水を行う消火栓を定める。

一般行政部局職員、水道事業者ＯＢ、関係民間事業者
等の協力を得て初動体制の構築を検討。

給水車両による速やかな水の運搬を行うため、各応急給
水先への運搬距離は３km程度になるように運搬給水基
地を設定。（Ｉ浄水場、Ｍ９号水源、Ｆ配水池、Ｇ配水池の
４箇所）

基幹施設・管路等との整合を図って、施設・管路の復旧
優先順位を定める。

給水装置の更新に合わせた第一止水栓の適正配置。複
数本が布設されたの給水管の統合更新。

施設台帳や管路のマッピングシステム等を整備。システ
ムは出力した紙ベースを含めて、複数の耐震性が確保さ
れた庁舎等に分散保管。

施設全体を対象とした監視制御設備の整備（未監視項目
の解消）

管路の想定被害箇所数等より、必要復旧作業人員や漏
水調査人員を求め、地元の管工事業者、応援水道事業
者により確保する。
施設・設備の復旧に対しても同様に人員を確保。

管路の想定被害箇所数等より、必要な管、接合材等の
復旧資機材を求め、地域の連携等により一定量を備蓄す
るとともに、調達ルートを確保。

応急給水の目標に基づき、震災初期は運搬給水を中心
に一部を拠点給水により応急給水を行う。
配水管が復旧した段階で仮設給水を順次拡大して行う。

重要給水施設等の22箇所

小中学校に設置した耐震性貯水槽による拠点給水（整備
済み）

広報・広聴体制の
整備

復
旧
の
迅
速
化

項　目

受援体制等の整備

応
急
給
水
の
充
実

運搬給水

運搬給水基地の設定

応急復旧体
制の整備

情報管理設
備の整備

応急給水量の算出

応急給水方法

給水車両数・班数
および人員

活動体制の
整備

危
機
管
理
体
制
の
強
化

ＢＣＰ、応急活動マニュアルの策定

防災訓練の実施

拠点給水方法・場所等

様式C12　応急対策の検討

防災計画・
訓練

住民からの問い合わせ回答、要望対応のための事前整
理・準備。

ＢＣＰ、応急活動マニュアルの策定と実施運用、点検・評
価による継続的改善の検討

動員配備訓練、応急給水・応急復旧訓練（現場実地訓
練）、計画作成等机上訓練、情報連絡訓練等の実施

仮設給水場所(消火栓)の設定

水道事業者ＯＢ、関係民間事業者等への事前協力要請
と協力体制確立。さらに応援水道事業者等により体制を
確保。

日本水道協会○○県支部長都市との震災時の連絡用に
衛星携帯電話を１台購入。

関係機関、重要給水施設、自治会等に対し、連絡先・連
絡方法等を定めた情報連絡体制を整備。

報道機関への情報提供方法の確認、ホームページへの
震災情報の掲載準備

関係機関･住民と
の連携

応援者の宿泊所、駐車場等の事前確保を検討。

左記の作業方法等を検討

図面･資料等の準備

一般行政部局職員、消防部局等への事前協力要請と協
力体制確立。さらに応援水道事業者等により体制を確
保。

通信設備、情報連
絡体制の整備

２） 検討結果(例) 

 



 

82 

運搬給水基地の設定の検討結果（例）を、図 4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 運搬給水基地および拠点給水場所（参考） 

 

給水区域界 
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様式
番号

説明

耐震化事業の必要性、耐震化整備方針と費用、耐震化による効果
等を整理して分かりやすく記述する。

重要給水施設を中心とした給水の確保等、事業の目的を記述す
る。

耐震化を織り込んだ更新方針等の整備方針を記述する。

基幹施設等、基幹管路等、これら以外の施設、管路に分けて耐震
化更新等の整備施設・規模、管路口径・延長等を記述する。

整備内容別に概算事業費を記述する。

耐震化の国庫補助等について確認して、補助金、自己資金等の財
源を検討して記述する。

計画の開始年度、完了年度および計画期間を記述する。

財政状況や事業実施体制等からみた投資額の妥当性について記述
する。

　費用

　財源

入力項目 備考

　耐震化事業の概要

　事業の目的

　整備方針

　整備内容

　投資額について

　実施予定（計画期間）

様式
C13

ステップＣ１３：耐震化計画書の作成［ステップＢ８も同様］ 

指針 5. P37～41 

１） 検討方法 

ステップＣ１３では、住民・関係者への説明に向け、ステップＣ１～Ｃ１２の検討結

果を基に耐震化計画書を作成する。 

ステップＡ５のデータの入力方法を表Ｃ１３－１に、計算方法を表Ｃ１３－２に示す。 

 

表Ｃ１３－１ 入力方法（ステップＣ１３） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ｃ１３－２ 計算方法（ステップＣ１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式
番号

説明

様式
C13

・様式C1-2、様式C8-4、様式A3-2、様式A4-5より、浄水施設の耐
震化率、配水池の耐震化率、基幹管路の耐震適合率等を現状と計
画目標年次について表示する。
・水道の供給目標である応急復旧期間、断水人口等を現状と計画
目標年次について表示する。

計算項目 備考

　耐震化事業による効果



 

84 

平成26年度
（現状）

平成36年度
（計画目標年度）

333 217

70,800 63,500

32 22

0.0 100.0

28.0 50.9

11.7 26.8

14.1 29.1

11.6 26.5

6.9* 23.7*

様式C13　耐震化計画書

整備方針

整備内容

費用

財源
○補助金（基幹管路等の耐震化更新）  200百万円
○自己財源　　　　　　　　　　　　3,691百万円
○合計　　　　　　　　　　　　　　3,891百万円

概算費用
①基幹施設等の耐震化更新　  437百万円
②基幹施設の耐震補強　　　　150百万円
③基幹管路等の耐震化更新　1,077百万円
④配水支管の耐震化更新　　2,227百万円
○合計　　　　　　　　　　3,891百万円

①耐用年数を超過した基幹施設の耐震化更新。
　 ・Ｔ配水池 容量  4,300m3
②基幹施設の耐震補強
　 ・Ｉ浄水場 能力 14,500m3/日
③耐用年数を超過した全ての基幹管路等の耐震化更新。
　 ・φ75～600mm 延長12.7Km
④耐用年数を超過した一部の配水支管の耐震化更新。
   ・φ75～250mm 延長37.9Km

重要給水施設に供給する基幹施設・管路等を中心に、耐用年数を超過したものを順次、耐震性の高い
施設・管路に更新するとともに、基幹浄水場の耐震補強を行う。

事業の目的
大規模地震等において重要給水施設を中心に給水の確保、断水期間の短縮を図るため、重要給水施設
に供給するラインを構成する基幹施設・管路等を優先して耐震化を図る。

項　目 内　容

耐震化事業の概要

（耐震化の必要性）
・本市の想定地震である＊＊断層地震では、最大震度は６強と想定されている。
・この地震では、耐震性の低い施設や管路が被害を受けると想定され、その場合、市内のほぼ全域が
断水し、断水期間は最大で１か月程度と想定される。
・避難所・救急病院などの重要給水施設についても全面的に断水するため、給水車両等による応急給
水に頼らざるを得なくなる。
・よって、震災時に給水をできる限り確保し、断水期間を短縮するため、水道施設の耐震化を推進す
る必要がある。

（耐震化整備方針と費用）
・老朽化した施設・管路の更新は施設事故や漏水事故等のための事前対策として欠かすことができな
いことから、老朽化が進行し、かつ耐震性が低いもの等を優先して更新を行う。
・しかし、現状の耐震化率からみて、全ての施設・管路の耐震化が完了するには50～60年が必要であ
り、非常に長い期間を要する。よって、本市の耐震化方針である「今後30年間で避難所・救急病院な
どの重要給水施設への耐震化を完了する」ことを目標に、重要給水施設に供給するライン（基幹施
設・管路等）を優先して、更新順位を設定し耐震化を計画的・効率的に進める。
・なお、耐震化は基本的に老朽化施設を更新することにより行うことから、耐震化による事業量・費
用の増加は生じない。

（耐震化による効果）
・耐震化により10年後の平成36年度には、本市の最重要施設であるＩ浄水場とＴ配水池の耐震性が確
保され、基幹管路の耐震化率は15ポイント増加する。
・これにより、現状に比べ想定管路被害箇所数は1/3削減され、想定断水期間は３週間（現状１か
月）に低減する。

耐震化事業による効果

実施予定
（計画期間）

投資額について 現状と同程度の投資額を想定。

平成27年度から平成36年度(計画目標年度)の10年間とする。

指　　標

応急復旧期間（日）

管路想定被害件数（件）

断水人口（人）

浄水施設耐震率（PI：2207）（%）

配水池耐震施設率（PI：2209）（%）

基幹管路の耐震化率（%）

管路の耐震化率（PI：2210）（%）

基幹管路の耐震適合率（%）

重要給水施設管路の耐震化率（％）

２） 検討結果(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


